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　プロローグ




「あなたはゲームに敗北した」

　秋あき宮みや美み穂ほが言った。

「ゲームはクリアーしたじゃない」

　山やま岸ぎし美み玖くはコンクリートの壁に寄りかかっていた。目の前の椅子には生徒会長の秋あき宮みやが座っている。他には何もないシンプルな部屋だった。

「ゲームにこの学校の生徒が参加していたのが問題なの。あのゲームの出口を見つけたのは彼らだわ。つまり面子めんつの問題となる」

　あのゲーム。それは『サドンデス』と呼ばれる命を賭けたゲームのことだ。莫ばく大だいな賞金というリターンがあるが、死というリスクが存在する。美み玖くもそのデスゲームに参加し、そしてクリアーした。だが、その過程に問題があったらしい。

「生徒会はそれを問題視しているの」

「生徒会、ね」

　サドンデスの全貌は解明されていない。主催者は不明。この学校の生徒会も関わっているが、プレイヤーの集客という一部分だけだ。もしかしたら、そんな一部分が多く集まりデスゲームがあるのかもしれない。

　そんな秘境にデスゲームに生徒会は手を伸ばした。息のかかったプレイヤーを参加させサドンデスの解明を目指している。だが、その生徒会も一枚岩ではない。それぞれの派閥がイニシアチブを握ろうと混乱している状況がある。

「で、何が言いたいの？　制裁を受けろということ？」

「いいえ、私たちはそんな暴力的なことはしない。だからゲームをやってもらう」

「ゲーム、ね。言い回しがやくざみたい」

「ルールは簡単。生徒会が用意した三つのステージをクリアすればいいだけのこと」

　これはゲームと銘打った制裁だ。

「負けても死ぬことはない、単なるお遊びよ。それでも痛みは伴うけど」

　秋あき宮みやは小さく溜ため息いきを吐いて扉を指さした。

「行きなさい。あの扉を開けたらスタートよ」

　美み玖くは素直に扉に向かう。そしてノブを握ったまま振り向いた。

「何か助言はある？」

「頑張って。それだけよ」

　美み玖くは首をすくめると扉を開けた。
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　鳴なる海み恭きよう平へいは放課後の校舎裏にいた。そこでは女子生徒がひとり楽器を鳴らしている。

「トロンボーンか。いい音を鳴らすな」

「あれはユーフォニアムよ」

　秋あき宮みや美み穂ほが三つ編みをいじりながら返答した。

「まだ練習してるんだな。確か大会で予選落ちしたのに」

　鳴なる海みの所属する『スポーツ研究会』には、体育会系だけでなく文化系の情報も集まってくる。

「あんなに練習したのに予選も勝ち抜けないって、かわいそうだな」

「努力は報われないものよ。でも、努力した行為は残るわ」

　この学校の生徒会長である秋あき宮みやの表情は、少しだけ優しかった。

「努力の方向が違うんだろうか。たとえばもっと審査員受けするような……」

「その程度はやってるの。吹部の譜面を見たことがある？　とっくに音符なんて消え、複雑な記号だけになっている。それはＡＩが作った『感情がこもった音楽』を再現するため。すでに感情や情調は湧き出るものではなく、トレースするものなのよ」

「機械に感情を教わる時代になったのか」

「この学校なんてまだ人間的よ。……それにしても密談する場所がないわね」

　秋あき宮みやは校舎裏を歩いていく。真夏だというのに生徒たちは活発だ。クーラーの効いた部屋に引きこもってばかりのスポーツ研究会とはえらい違いだ。

「お前の学校だろうに」

「あなたがバーチャルルームが嫌いだからでしょ。これは物質の限界ね」

　秋あき宮みやから話があると示唆されたので、二人はこうして場所探しをしていた。しかし放課後の学校は、屋上から校舎裏まで生徒が散らばっていた。

「うーん、今日はサッカー部の活動はないはずだったのに。規則違反ね」

　校舎裏の空きスペースでサッカー部がボールを蹴っていた。すでにサッカー部の夏は終わっている。遠征費用集めに大げさなＰＶを作ったほど気合が入っていたのだが。

「なんていうかすべてのタイミングが悪いんだよな」

　パスもシュートもすべてのタイミングがずれていた。さらにインターハイを逃したときのインタビューでは、泣きながらコメントをしていた瞬間にチャイムが鳴る始末だ。

「ＰＶではキーパーが、『ゴールを必ず守ります』なんてかっこよく宣言してたのにな」

「そんなものよ。男の『君を守る』なんて世界で一番信用できない言葉じゃない」

「でも守る気持ちではいるんだ、この世界の男は」

「そんな気持ちがあるなら、この世界の女は『家事でも手伝ってよ』って思ってるわよ」

　と、サッカー部のシュートが逸それてこちらに飛んできた。鳴なる海みはそのボールをキャッチすると蹴り返してやった。

「男の守るっていうのはこういうことだぞ。女の子と歩くときはいつでも飛んでくるボールを警戒している。皿洗いは食洗器がやればいい」

「守ってくれてありがとう。借りはすぐに返すわ。ジュースを買ってあそこのベンチで話しましょう」

　秋あき宮みやにＩＣカードを渡され、鳴なる海みは自販機で一番高い缶コーヒーを買った。この学校で流通する独自マネーが入ったカードの残高はカウンターストップだった。

「こんな場所があるなんてな」

　缶コーヒーを渡しながらベンチを見る。巨大な樹木が茂っており日差しを遮っている。

「知らないの？　ここは北校舎の告白の樹きよ。告白したら幸せなカップルになれるって」

「マジか……」

「そう。あまりにダサすぎて誰も近寄らなくなったスポットなの」

　鳴なる海みはベンチに座らず、告白の樹きに寄りかかった。鳥の羽のような特徴のある葉はメタセコイアだった。揺れる木漏れ日に風を感じた。この雰囲気が告白の樹きの力なのか……。

「……サッカー部は戦術を変えればいいのにな」

「まだサッカー部の話？」

「たとえばＡＩが将棋を解析したけど、のんびり陣形を整える戦術は淘とう汰たされた。つまり攻撃こそが基本なんだ。それはすべての戦術に通じる」

「それはスポ研の机上の理論よ。あのサッカー部の守備重視は伝統なのだから」

　このスピードの時代に伝統が重要視されるのかと、鳴なる海みは突っ立ったまま缶コーヒーに口をつける。カフェインを摂取しやっと一息つく。この木陰の風がとても心地いい。

「サッカー部の戦術はね、先輩たちが組み上げて後輩に引き継いでいったもの。だから時代遅れだと知っていても捨てられない。今までの連続性があるから」

「試合はＯＢも見に来るしな」

「それでもＡＩソフトは導入してる。試合中もソフトを走らせて評価値を計測し、常にシミュレーションで先読みをしたりとね。でも、そんなのってじゃんけんとどこが違うのかしら。私は人間主導に戻すべきだと思う。せめて高校生の部活のお遊びは」

　現在は相手チームのデータをインプットし、守りやすい、または点を取りやすい戦術がクリック一つで算出される。そんなお手軽なスポーツ。チームの強さはパソコンのスペックに比例するといわれ、フィールドに立つには最新戦術ソフトの入手が必須だ。

「だから、あなたたちのスポ研は悪く思ってはいないのよ。基本的にアンチコンピューターメソッドだからね」

「だったら、なんであんなに厳しく当たってくるんだ？」

　生徒会の圧力により、スポーツ研究会は廃部寸前にまでなっている。部員も逃げ、旧校舎の辺境で細々と活動している状況がある。

「生徒会長の権力が意外に小さいということ」

　秋あき宮みやは缶コーヒーをベンチに置くと、さらりと三つ編みを手で払った。

「そうなのか？　あれだけ大々的に選挙をやって選ばれた人間だろ。裏では汚いこともやっただろうし、それなりのリターンもある役職だ」

「そして理性的で美しく清らかである必要がある。そんな多くの条件を満たしてやっと一人選ばれるのが生徒会長なの」

　本当にそれらの条件が当てはまるかはさておき、最高権力者であることは確かだ。

「……そもそも選ばれるということが安いってこと。考えてみて、この高校三年間の学校生活でどれほどのシステムを作れる？　たとえばこの学校にはＳＮＳなどを利用した集金システムがあるけど、個人では作れない」

　だからこそ団体がある。……いや、それだけじゃ足りない。三年程度の時間でどう尽力しようとも、この学校の中枢システムは構築できやしない。秋あき宮みやが言いたいのは、つまり……。

「そこで伝統ということか」

「そう、歴代の学生たちが少しずつ作っていったの。そしてその地盤を後輩に受け継いでいく。もちろん受け継がせるのは自分に近い後輩ということになる」

　そんな繰り返しで、この学校の内部構造は歪いびつに増築されていった。

「たとえばこの学校には四つの派閥があるの。ずっとシステムを伝統的に受け継いできた四つのグループがね。そして四人の生徒会副会長が存在する」

「生徒会長が指名するんじゃなかったのか」

「表向きにはね。でも、生徒会長が決まる前に、すでに副会長が決まっている。そんな四つの派閥に認められた人間が生徒会長になれるのよ。生徒会長は何をするにしても、四人の副会長にお伺いを立てねばならない」

　生徒会長よりも、四人の副会長のほうが権力を持っているということだ。生徒会長はそれを取りまとめるだけの存在であり、この学校の最高権力者は各派閥の長である副会長たちなのだ。

「できればね、あんなことはしたくなかった」

　秋あき宮みやがやっとコーヒーに口をつけた。あんなこと、に思い当たることはなかった。

「よくある構造で、四つの派閥の仲が険悪なのが助かってる。私はバランサーとして介入の余地があるからね。そして最近は特にその傾向が強い。理由はサドンデス」

　サドンデスとは命をチップにした、ハイリスクハイリターンのゲームのことだ。

　主催者は不明。この学校の生徒会はプレイヤー集めに関わり、生徒たちはプレイヤーとして命を賭ける。秋あき宮みやが言うには、サドンデスはこの世界に残された最後の秘境だと。構造を解明するべきブラックボックス。

「彼女はサドンデスから逃げられないわ」

　彼女とは伊い刈かり梨り々り花かのことだ。鳴なる海みのクラスメイトの彼女は、デスゲームに囚とらわれている。日常と並行して死のゲームを行っていた。

「たとえ仮想世界に逃げようとも処刑タロットは追ってくる。あのカードはね、現実にも仮想にも存在する絶対的な物質なのだから」

　梨り々り花かはサドンデスに勝ち『処刑タロット』を集めることを強要されている。

　処刑タロットとはタロットをモチーフにしたデスゲームだ。サドンデスには様々なデスゲームがあるが、その中でも処刑タロットというジャンルのリスクは高い。そしてすべてのタロットカードを集めるまで、梨り々り花かのゲームは終わらない。

「そろそろ次のカードが配られるはず。つまり彼女はサドンデスの中枢と強制的に繫つながっていて、そんな彼女を利用しようと動いている」

　サドンデス探索に四つの派閥が乗りだしているということか。サドンデスは死のリスクのあるゲームだが、そのぶんリターンも多い。

「特に積極的な派閥があって、彼らがまず始めたのは……制裁」

　鳴なる海みたちがサドンデスのゲームを攻略したとき、生徒会のチームも参加していた。はたから見ればそのチームは鳴なる海みたちに敗北したことになる。辺境で細々と活動する寄せ集めの同好会チームにだ。そして制裁を受けるべき人間に思い当たるのは……。

「行動は自由よ」

　秋あき宮みやは鳴なる海みに笑みを向ける。

「でも、あなたは女の子を守るんでしょ。皿洗いではなく、常に飛んでくるボールを警戒しているようにね」




　　　　　　　　　　＊




「あれ、まさか新入部員ですか？」

　スポーツ研究会の部室に入った片かた桐ぎり渚なぎさは首を傾かしげた。

「久しぶりにコンサルタントの仕事が入ったみたいよ」

　先に来ていた伊い刈かり梨り々り花かが答える。部長の須す野の原はら大だい地ちはいつものパソコンデスクにおり、その横に二人の女子が座っている。見たことがあると思ったら、渚なぎさのクラスの生徒だった。

「最近発案されたスポーツの同好会を作ったらしくて、その相談だって」

「先輩はまだ来ていないのかあ。せっかく西エリアの購買サンドイッチが手に入ったのに」

　渚なぎさは首をすくめ、テーブルにサンドイッチの包みを置いた。

「鳴なる海み君なら、なんか校舎裏に呼びだされてたよ」

「えー、もしかして告白とかされないですよねえ」

「きっと借金取りだよ」

　渚なぎさと梨り々り花かが笑う横で、須す野の原はらは一年生の二人に語っている。

「試合の戦術や部としての長期的な戦略は俺が与えられる。でもね、一番大事なのは努力だから。必ず努力は報われるということを覚えておいてほしい……」

　そんな須す野の原はらの言葉に、一年生は熱い眼まな差ざしを返している。

「あの人の努力って、どこまで求めてるのかね」

「部長の努力の基準はちょっとあれですからねえ。……それより」

　渚なぎさは梨り々り花かに向き直る。

「僕のクラスに来るのやめてください。みんな怖がってましたよ」

　教室の前にある休憩スペースで渚なぎさがクラスメイトと話していたら、いきなり梨り々り花かと鳴なる海みが絡からんできたのだ。

「ああ、ごめんね。講義室に移動してたら、偶然にナギちゃんを見つけちゃって」

　梨り々り花かは苦笑いしながら頭をかいている。

「なんかさあ、女の子に囲まれて楽しそうなナギちゃんを発見して、私のナギちゃんが……じゃなくて鳴なる海み君が俺の渚なぎさが、みたいに複雑な感情になったらしくてね」

「僕だって女の子と会話ぐらいしますよ」

「ナギちゃんは美少年って感じだからモテるんだね。ていうか美少女？」

「まあまあ、クラスメイトもいるんで」

　渚なぎさは須す野の原はらと話すクラスメイトに視線を向けた。サドンデスに参加するにあたって男のほうが有利だろうと、渚なぎさは性別を偽っている。それは須す野の原はらや鳴なる海みも知らないことだ。

「先輩は僕にキスする振りして、女子たちが本当に怖がってましたよ」

「鳴なる海み君はコミュニケーションが下手なんだよね。だから声をかけられなくて、あんな感じで突っ走っちゃうんだよね。でもそれも愛情だよ、きっと」

「もーキモいなあ、その歪ゆがんだ愛情はやめてほしいです」

「大丈夫、世界で一番キモいキスをされる呪いを鳴なる海み君にかけておくから」

　そんな会話をしながら渚なぎさは気づいた。クラスメイトの女子がここにいるのは梨り々り花かの影響だ。あのとき鳴なる海みが破壊した雰囲気を梨り々り花かが立て直した。「スポ研のメンバー同士の悪ふざけなの。よかったら遊びに来てね」との梨り々り花かの微ほほ笑えみにクラスメイトたちは心を奪われた。

「そっか、光が闇に勝ったのか……」

　渚なぎさがそうつぶやいていると、部室の扉が開いた。

「あ、先輩……じゃない」

　入ってきたのはジャージ姿の男性教師だった。ぼさぼさの髪と無精ひげの男は、確か情報知能の教師だ。敷しき地ち内にある大学でも講師をやっているらしいが、この部室になんの用があるのか。そんな渚なぎさの疑問をよそに、彼は空いたパイプ椅子にドカッと腰を下ろした。須す野の原はらは彼がまったく目に入らないかのように弁論を続けている。

「あれ、君たちスポ研の部員？」

　彼がにやりと笑い、渚なぎさと梨り々り花かを見る。

「そうです。えっと先生は……」

「神かん田だ川がわ」

　そうだ、神かん田だ川がわという名前の教師だ。彼は断りもせずに置かれたサンドイッチに手を伸ばしている。

「俺はここの顧問だからね」

　渚なぎさと梨り々り花かは顔を見合わせた。

「この同好会に顧問なんていたんですねえ。……あ、お茶を淹いれますね」

「あれ、ナルちゃんは？」

「鳴なる海み君ならちょっと出てますけど。ねえ須す野の原はら君、先生が来たけど」

　梨り々り花かが声をかけるが、須す野の原はらは無視している。

「いいよいいよ、スノっちとナルちゃんは、いっつも俺のことを無視すんの」

「それは失礼ですねえ。せっかく顧問をやってくださってるのに」

　渚なぎさはインスタントコーヒーの入った紙コップを渡した。

「サンキュー。もともとこの同好会は女の子がいっぱいいたんだけどなあ。スノっちが部長になってからこんな様だよ」

「昔はどんな感じだったんです？」

　一年生の渚なぎさは、半年以上前のこの同好会を知らなかった。

「なんていうか、前はマネージャー派遣同好会みたいな感じだったんだ。そのためにスポーツ学を取り入れたりしてね」

　この同好会自体がマネージャー業務を請け負っていたのだ。大会などのスケジュール管理から練習の補佐まで。一時期ジェンダー問題から女子がマネージャーをやることへの反発が高まった。そこでそのような形態ができたのだろう。同時に須す野の原はらと鳴なる海みは、その構造に目を付けたのだ。運動系部活から情報が無防備に入ってくるこのシステムを利用しようとした。

　だが、二人はうまくやりすぎた。そのシステムに金を絡からませたため生徒会に目をつけられる。その成れの果てがこの惨状だ。旧校舎の辺境で活動し部員も渚なぎさを合わせて三人だけ。

「……そういえば、梨り々り花かさんってこの同好会に入るんですか」

「殺風景なこの部室にお花が必要だからね」

　では四人だ。サドンデスで共闘し、これからも戦い続ける梨り々り花かは、この同好会に腰を据える気になったのだ。今までどんなに勧誘されようとも、どのサークルにも所属しなかった彼女は選択した。

「へえ、やっと女の子を入れる気になったのかあ」

　ずずっとコーヒーを飲みながら神かん田だ川がわが言う。

「ん、何か理由があったんです？」

「スノっちとナルちゃんが入部したとき、三年の女子が部長をやってたんだ。すっごい美人でさあ、マネージャーでテーピングとか医療技術もすごくて、体育会部活動のナイチンゲールとか呼ばれてた。スノっちとナルちゃんも慕っててさあ」

「へえ、あの気難しい二人に好かれるなんてすごいですねえ」

「でもそんな幸せは続かなかった。それは嵐の日だった。男子が出血する怪け我がをしたんだけど、救急車も来られない。そんなとき彼女が自分の血を輸血して、男子は助かったけど血を失いすぎた彼女は……」

　この同好会にそんな過去があったとは知らなかった。

「きっとその時から、二人は女子を入れないようにしたのかなあ。きっとナルちゃんは、あの子のことが好きだったから」

「……そんな噓うそみたいな話があるんですねえ」

　ちらりと窺うかがうと、梨り々り花かの表情に痛みが混じっていた。この人は自分の痛みに鈍感だが、他人の痛みには敏感だ。

「うん、噓うそだからね。あ、コーヒーのお替りちょうだい」

　神かん田だ川がわはへらへらと笑いながら紙コップを差しだした。

「リカさん、そういえば正式に同好会になるには部員があと一人必要ですよね」

「そうだねナギちゃん、この学校って幽霊部員が認められていないから、だれか探さないと」

　渚なぎさと梨り々り花かは神かん田だ川がわを無視して、同好会の話を続けた。

「でも、あのゲームのこともあるし、普通の人じゃ駄目ですよね」

「そうだね。誰でもいいわけじゃないし」

「ねえコーヒーは？」

「やっぱり、僕らの目的と同好会を両立するのは間違ってますかね」

「でも、私はこの同好会を守りたいな。なんだかね、この場所って落ち着くから」

　梨り々り花かがくすっと笑った。渚なぎさはその自然な笑みを守りたいと思った。

「ゲームを知ってて頼りになる人は、一人思い当たりますけど」

　学校で開催されるＶＲ系バーチャルバトラーの女子のことだ。彼女は前回のゲーム攻略に協力してくれた。

「でも入ってくれるかなあ。いろいろ忙しそうだし」

「だったら、思い切って山やま岸ぎし美み玖くさんとか」

　美み玖くは前回のゲームで敵対し、さらに生徒会側の人間だ。最初のゲームから裏切られたが、渚なぎさは彼女にそれほど悪い印象はなかった。

「あ、ミクちゃんなら俺知ってる。あの転入生の子、俺の講義を取ってるから」

　自分でコーヒーを淹いれた神かん田だ川がわが口を挟む。

「へー、この部と関わりあるんだ。あの子って、ナルちゃんの好みにドンピシャだよね」

「ん、ん？」

　首を傾かしげる渚なぎさをよそに、神かん田だ川がわはコーヒーを一気に飲んでカップを捨てた。

「じゃあ、俺は用があるからさ」

「いやいや、好みってなんです？」

「ん？　ああ、さっきのナイチンゲールの話は途中まで本当でさあ、彼女はそういえばミクちゃんぽかったよなあと思って」

「でも、鳴なる海み先輩ってそんなに好きとかアピールしないような」

「ナルちゃんてさ、他人に裏切られると根に持って絶対に報復する性格の悪い陰湿タイプじゃん？　ナイチンゲールの子はナルちゃんをだまして金とか奪ったりしたんだけど、意外に怒らなかったんだよね。ナルちゃんって峰みね不ふ二じ子こちゃんタイプが好きなのかねえ？　じゃあ行くから……ん？」

　神かん田だ川がわのジャージを梨り々り花かがつかんでいた。

「ゆっくりしていってください。顧問ですからね。そして私たちと交流と雑談を」

「いや、本当に用事があってね」

「いいから座ろ？」

　梨り々り花かが強引に神かん田だ川がわを座らせた。

「とりあえずコーヒーを淹いれますから」

　渚なぎさは慌ててケトルに走る。その横では須す野の原はらと対話していた女子が目に涙を溜ためながら「報われるまでやるのが努力！」「睡眠時間は限界まで削る！」などと叫んでいた。

　久しぶりに活気づいたスポーツ研究会の部室だった。
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　湿気と音が吸い取られたそこは静かで埃ほこりっぽい。

　本来はなくなるはずの不便な場所だったが残っている。なくせば戻らない、という理由だけで存在している。この巨大な本棚に囲まれた空間は、電子書籍への移行にともない単なる倉庫になり下がった。

　今日はバーチャル空間を使ったバトル競技がない。依存症や事故対策のために休日が設けられているからだ。そんな日は彼女はどこで過ごしているのか、鳴なる海みはすでに調べをつけていた。

　図書室に鳴なる海みの足音が響く。壁一面が本棚となっており、読まれることがないだろう紙媒体の本がぎっしりと詰まっている。さらに奥に入ると人影があった。会話禁止の席に座った男子生徒たちが、奇声を上げながらポーカーに興じていた。

　読書スペースを抜けてさらに奥に入る。本棚でできた袋ふくろ小路こうじに彼女がいた。眼鏡をかけた女子が椅子に座って本を開いている。

　鳴なる海みが近づくと、やっと彼女は顔を上げた。声をかけようとしたとき、彼女は人差し指を自分の唇に添えた。

「ん？」

「この時間は私語厳禁」

　福ふく永なが紅こうは本に視線を戻した。圧迫感に息が詰まる。どれほどの本があるのか。そして自分はどれほどの文字に囲まれているのか。そう考えると静かなこの空間は音や声で満たされている。すべての本がいっせいに喋しやべりだしたらどうなってしまうのか……。

　鳴なる海みはむきだしの敵意から逃げるように手近な本を手に取った。

　それはローマの歴史だった。パラパラとページをめくるとカンネーの戦いの戦術が図解入りで書かれている。

　ローマ軍と激突したハンニバルは、騎兵の数を活かして包囲に成功し敵を殲せん滅めつする。問題はその後だ。なぜハンニバルはローマに攻め込まなかったのか。

　ハンニバルはカンネーの戦いで死んでいた。またはローマと内通し懐柔されたなどの推測もある。だが、鳴なる海みはこの本を読んだだけで理解した。

　単にハンニバルの戦術は時代遅れになったのだ。ローマの攻城戦もできずに、ハンニバルの軍隊は大平原に立ち尽くした。

　武器も戦術も生命のように淘とう汰たを繰り返し、死んでは新しいものが生まれていく。生命、いやすべての情報は生き残るという本能があるのかもしれない。

　壁の本が音を吸収するのかとても静かな空間だった。圧迫感が次第に安心感に変わっていく。本に囲まれたこの空間に許容されたのだろうか。ときおり彼女が本をめくる音が聞こえ、それがとても心地いい……。

　顔を上げると福ふく永なががこちらを見ていた。

「閉館まで、あと三十分」

　その三十分は会話禁止のルールも解かれる。

「本が好きなのか？」

「うん。その世界に入れるから」

「福ふく永ながはバーチャルも好きだよな」

　もしかしたらと思う。彼女はこの世界が嫌いなのかもしれない。

　福ふく永ながは本を閉じると、かけていた眼鏡を胸ポケットに入れた。眼精疲労が抑えられるフィルターグラスだろう。

「私に用事？」

　鳴なる海みはうなずき、持っていた本を本棚に戻した。

「前回のゲームで俺たちに敗北した山やま岸ぎし美み玖くが、生徒会から制裁を受けている。彼女を助けてやりたい」

　生徒会には制裁システムがある。それは倫理を守るために表向きはゲームである。受ける罰はゲームに失敗したペナルティなのだ。

「福ふく永ながに頼むことじゃないとは思ってる。だけど、他に頼める人がいなかった」

　美み玖くを助けるためにはそのゲームをやる必要がある。当然ながらリスクはあるが、福ふく永ながにとってはリターンがない選択となる。

「個人的な依頼だと思っていい。今すぐに払えないけど報酬も用意する」

「つまり……」

　福ふく永ながは小首を傾かしげるようにしてこちらを見ている。

「ゲームのお誘いということ？」
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《生徒会の制裁システムについてですが、あくまでゲームです》

　学校の中庭、鳴なる海みの目の前を妖精が飛んでいる。

「で、なんでお前がいる？　学校を歩いていたらばったり妖精に会う俺の気持ちを考えたことがあるのか？」

《ゲームにおける最重要ファクターはフェアであるかです。よってジャッジメントが求められます。しかしそのジャッジでさえ恣意的な思考が入っている場合もあり、そこでサドンデスの機構の存在の介入があるのです。簡単に言うとアルバイトです》

　妖精のベスが鳴なる海みの肩に座る。この妖精はサドンデス機構が制作したロボットで梨り々り花かの監視役だ。電力消費を抑えるために飛ぶのを嫌う悪癖がある。

「まあいい。とにかく生徒会主催のゲームがあるんだな」

　鳴なる海みは福ふく永ながの協力を得て、そのゲームに参加するつもりだった。ゲームとは名ばかりの制裁。山やま岸ぎし美み玖くがどうなっているのかが気になった。

「その制裁はどんなゲームなんだ？　ＶＲ系のバトルか？」

　内容は生徒会長の秋あき宮みやから少しだけ聞いていた。バーチャルのバトルだったら、やはり福ふく永なが紅こうの力が必要となる。その彼女はグリーンカーテンのゴーヤを指で突いて遊んでいる。

《どちらかというとＡＲ（Augmented Reality）でしょうか》

　ＡＲとは拡張現実のことだ。仮想を外に広げ、現実に利用するシステム。

「拡張現実を利用してゲームを行う集団があるの」

　福ふく永ながも知っているようだ。四つある副会長派閥の一つがそれだ。

「副会長の三年生、範はん田だ湊みなと。基本的に運動系女子サークルを取りまとめている。最近は福ふく永ながや美み玖くのようなバーチャルバトラーを集めているらしい」

「ＡＲを使ったバトル、かな」

「おい、どうなんだ？」

《ゲームは三つのステージで構成されています。各ステージには生徒会側の敵が一人配置されています。その敵を撃破し三つのステージをクリアーすることが勝利条件です》

「確かにゲーム的だな」

　ゲームという名の制裁システム。敵だったとはいえ、一緒にゲームをやり交流した美み玖くを放ってはおけなかった。だが、彼女を助けるにもリスクがある。そんな危険なゲームに無関係の福ふく永ながを巻き込んでいいものか……。

「……同好会の活動でしょ」

　福ふく永ながと視線が合った。

「同好会に入ってくれるのか？」

「たまに参加するだけならメンバーに入ってもいい。それに、この程度のゲームから逃げているようじゃ、私の目的も果たせないから」

　福ふく永ながはゲームに自らの命すらもかけている。サドンデスという炎に飛び込む決意をしたプレイヤーなのだ。

《それでは第一フィールドに案内します》

　と言いつつも、妖精は自分で飛ぼうとせずに指さすだけだ。

「ゲームはフェアなのか」

《極めて……とまでいかなくとも、フェアでしょう》

　妖精が案内したのは学校の辺境エリアだった。取り壊しの決まった寮などがある閑散とした場所だ。途中に錆さびた自動販売機があり、鳴なる海みは持っていた小銭を入れて缶コーヒーを買う。最後の一本だったらしく、すべての表示が売り切れになった。

《ゲーム内容はバトルです。バトラー役とフォローメンバーでプレイすることになります。バトラーはその装置を装着してください》

　コーヒーを飲んでいた鳴なる海みは、足元のスチールケースに気づく。開けてみると、金属製のリングのようなものが入っている。

「スタンガンシステムね」

「なんだそれ？」

「リアリティを出すため、ゲームでのダメージに連動して電気ショックが与えられる」

　さらっと言ったが、残忍な装置ではないか。

「電気ショックってやばいだろ」

「使ったことはある。バーチャルのダメージも電気ショックに似ていて、現実のトレーニングではこの装置を使うこともあるの」

　そんなトレーニングをしてたのか。一般的には女性は男性よりも痛みに鈍感だとされるが、平然と電気ショックをも受け入れるとは。福ふく永ながは同年代の女子たちがピアスやファッションリングを身に着けるなか、このようなアクセサリーで着飾っていた。

《電気ショックはクリーンダメージと呼ばれており、傷も残りませんからね》

　困惑する鳴なる海みをよそに、福ふく永ながは平然と装置を手に取っている。バトラーは自分の役目だと察したようだ。彼女は両手足にリングを装着した。

　だが、これでわかったこともある。戦いの舞台はバーチャルではなく現実だ。だとしたらバトラーは福ふく永ながでいいのだろうか。この物質の世界ではやはり筋力が重要ではないか？

「私がやるべきだと思う。そして山やま岸ぎし美み玖くが敗北したゲームにも興味があるの」

　福ふく永ながが装置の準備を終えた。

「美み玖くは本当に負けたのか……」

　同時に鳴なる海みは振動を感じた。尻ポケットからスマホを取りだすと、すでに画面が映っていた。

『鳴なる海み』

　椅子に下着姿の美み玖くが座っていた。
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『ごめん、ミスっちゃった』

　苦笑いする美み玖くの表情は疲弊していた。本当に失敗したのだ。画面越しに美み玖くと視線を合わせていると、突如割り込んでくる人間があった。

『鳴なる海みちゃん、見てるぅ？』

　慌てて画面から顔を背ける。画面にアップされたのはどぎついメイクを施した女子の顔だった。真っ赤な唇にパフ、毛虫を思わせまつ毛にピンクのカラーコンタクト。

『鳴なる海みちゃんに無様に負けた美み玖くはこの様よぉ』

　生徒会副会長の範はん田だ湊みなとだった。他の副会長はよく知らなかったが、彼女だけには面識がある。スポーツ研究会を廃部寸前まで追い込んだのは彼女だからだ。いや、そもそも彼女と言っていいのか……。

『あのときのリベンジの機会を与えてあげるわ。三つのステージを勝ち抜けば美み玖くを返してあげる。そしてあなたの名誉も少しは取り戻せる』

　鳴なる海みと須す野の原はらは、範はん田だ湊みなととのゲームに敗北したためにあの状況がある。

　この学校で金を稼ぐには三つの方法がある。一つは作る、もう一つは売る。須す野の原はらが戦略を作り、鳴なる海みがそれを売っていたのがスポーツ研究会だ。だが範はん田だ湊みなとはどちらでもない。作ると売るの間に入って抜くのだ。その抜く行為が一番儲もうかるのだと知っている。

『当然やるわよねえ。だってあなたは王子様だもの。たとえ敵でも一緒にゲームをやって心を通じ合わせた人間を捨ててはおけない、そんな甘い人間なの。でもね、私はそんなあなたの甘さが嫌いじゃない。いいえ、もしかしたら好きなのかも……』

　福ふく永なががじっと鳴なる海みを見つめていた。

「やめろ。俺はこれに対してなんの感情もない」

　画面は再び半裸の美み玖くを映した。

『こんな格好で恥ずかしい。でも、君にはきわどい水着姿を見られたから……』

　美み玖くはさらに何かを言いかけたが、その唇は空転する。……ん？

（スマホの電源を切っちゃ駄目）

　美み玖くの唇がそう動いていた。

（仲間を募りなさい。君と福ふく永ながだけじゃ勝てない）

『鳴なる海みちゃーん』

　画面に範はん田だが割り込み、鳴なる海みはのけぞった。

『三つのステージに勝ち抜き、私に会いに来て』

　範はん田だがこちらに投げキッスをしたので、鳴なる海みは反射的に身をかわした。

「目的が変わってるじゃねえか、あのオカマ野郎」

　すでに画面は消えていたが、鳴なる海みの全身は粟あわ立だったままだった。

　深呼吸をして心を落ち着ける。美み玖くを見てわかった。これは罠わなではない。彼女が制裁を受けたのは真実であり、そして自分に助けを求めている。

　しかし副会長範はん田だの目的はなんなのか。容姿も性格もふざけた人間だが、損得の計算はするタイプだ。まさか、本当に鳴なる海みに会いたいわけではあるまい……。

《始めますか？》

　妖精の問いに福ふく永なががうなずく。この程度のゲームからは逃げないという意思表示だった。

《第一ステージの勝利条件は緑みどり川かわ弁べん天てんに勝つこと。バトラーは福ふく永なが紅こう。フォローの人数に制限はありませんが、直接の戦闘介入は不可》

　スマホ画面に女子のバストショットが表示された。髪を真っ赤に染めた小柄な女子だった。

「私たちと同じ二年生。バーチャルバトルにも参加してるけど対決したことはない。彼女はブレードバトルだから」

　ブレードバトルとは、名のとおり剣を使ったバトルだ。千年前の京都をモチーフとしたフィールドにて、日本刀を持って戦うバトルが夜な夜な開催されている。

「緑みどり川かわ弁べん天てんはブレードコレクター。倒した敵の刀を集めてる」

　ブレードバトルに参加するには刀を購入しなければならない。高価な刀剣データがゲームの参加チケットとなっているのだ。しかし今日のバトルは現実で行われる。

《バトルフィールドはあそこです》

　妖精が指さしたのは廃はい墟きよとなった建物、通称田た中なか寮だ。今にも崩れそうな木造の建物。数年前までは学生たちが古い文化を守ろうと生活していたが、そんな人間すらも逃げだした。現在はネズミやハクビシンの巣そう窟くつとなっている。

「田た中なか寮で戦うということか」

　田た中なかとは最後まで住んでいた男の名前だ。その田た中なかは寝ている間にネズミに耳を齧かじられて入院したという噂うわさだった。

　鳴なる海みと福ふく永ながは顔を見合わせながら田た中なか寮に向かう。出入り口の扉はなく木製の靴箱が並ぶ玄関が見える。足を踏み入れると、むわっとした熱気と異臭を感じた。カビの生えた靴が山積みになっており、天井は蜘く蛛もの巣すのベールが覆っている。

「私の後ろを」

　福ふく永ながが廊下に足を踏み入れる。ぎしっと音が鳴る。今にも底が抜けそうだ。ガラスのない窓があり、突き抜けるようにして樹木の枝が侵入し緑の葉を茂らせていた。

　ホールに入った福ふく永ながが足を止めた。

　だだっ広い談話室スペースだ。無造作に置かれたソファーは緑だった。しかしよく見るとそれはカイワレ大根でびっしり覆われていた。天井からは光が差し込んでいる。この場所の屋根が崩れているのだ。鳴なる海みはここに一度だけ来たことがあった。

　──まるで外で飲んでるようだろ？　と、田た中なかがこの談話室でコーヒーを淹いれてくれたのだ。そんな彼の目はとてもきらきらと輝いていた。だったら外で飲めよ、と鳴なる海みは思った。コーヒーもまずかった。

　福ふく永ながが中央のテーブルに視線を向けていた。

「これで戦えっていうのか？」

　そこには武器が置かれていた。日本刀のようなブレードだ。

「見た目はあれだけど、これはスポーツブレード」

　福ふく永ながが日本刀を手に取っている。よく見るとギラリと光る刃は衝撃吸収素材でできていた。さらにブレードからブーンと妙な音がする。

「怪け我がをしないように軽く作られている。でも、スイング速度を落とすために内部でウエイトを動かし、わざと扱いにくくしている」

　福ふく永ながの手のブレードが揺れている。このブレードとスタンガンシステムが連動して、実戦に近い戦闘が可能になるのだ。

「ブレードは使えるのか？」

　福ふく永ながはくるりと体を回転させながらブレードを振ってみせた。

「現実は不便ね。バーチャルだったこんなシステムを作る必要がないのに」

「だからこそ面白いの」

　声に出入り口を向くと、真っ赤な髪の女子が立っていた。

「自由度が高すぎる世界は不自由じゃない」

　緑みどり川かわ弁べん天てんだった。鳴なる海みはやっと彼女のプロフィールを思い出した。赤く染めた髪にデザインの違う制服姿はアニメキャラのコスプレだ。バーチャルのブレードバトルでは全身に火の粉を散らすエフェクトをかけている。界かい隈わいで有名なアイドルファイターのはずだ。

　ちなみにブレードバトルの人気の理由はパンチラだ。ブレードを振るときにふわりと舞うスカート、その一瞬を逃すまいと集中する観客。様々なコンテンツができては消えていく中、パンツには不変の力がある。

　弁べん天てんがブレードを鞘さやから抜く。ブーンと作動音が鳴った。弁べん天てんもスタンガンシステムを装着し、扱いづらいスポーツブレードを使用するようだ。

《レギュレーションに問題はありません。それではファーストステージ、バトル開始です》

「下がって」

　福ふく永ながが鳴なる海みの前に立ち、弁べん天てんと向かい合う。次の瞬間、両者はいきなり動いていた。

　向かってきた弁べん天てんに合わせて福ふく永なががブレードをスイングする。だが、弁べん天てんの動きはフェイントで、斬撃を避けるとその動作のままブレードを振り上げる。

　飛とび退のいた福ふく永ながが緑のソファーに着地した。

「……あっ」

　福ふく永ながはまくれたスカートを手で押さえている。ブレードの剣先がスカートを切っていた。

「そんなの気にするなよ。バーチャルでは結構きわどいコスチューム着てただろ」

「これはプライベートのだから」

　鳴なる海みを睨にらんでから、福ふく永ながはブレードを正せい眼がんに構える。対して弁べん天てんは体を揺すってフェイントをかけている。やはりブレードバトルに慣れている。

　再び両者が激突する。お互いのブレードが当たり火花が散る。内部の重りが動き、剣けん戟げきをリアルにしている。弁べん天てんは無駄のない動きでブレードを振るうが、福ふく永ながも反射神経だけでついていく。

　攻撃を避けた弁べん天てんが、福ふく永ながの足に一撃を入れた。足元をすくわれた福ふく永ながはごろんと後方回転して距離を取ったが、痛みに顔をしかめている。スタンガンダメージが発生している。

　福ふく永ながは自分を鼓舞するように息を吐くと、回復を待つことなく攻勢に出た。強引にブレードを振るい力で押す。小柄が弁べん天てんがぐらりとバランスを崩し、その隙をついて上段からブレードを振り下ろした。

「ああっ」

　福ふく永ながの鼻先に火花がバチンと散った。ブレードをかわされ、カウンターでボティーに一撃を入れられた。致命的な一撃はそのまま電撃ダメージとして再現された。

　糸が切れた人形のように、福ふく永ながはその場に膝をつき、手からブレードが転がった。

「仮想はやっぱり仮想なのよ。死んでも大丈夫、なんてノイズが混ざるから」

　弁べん天てんがブレードを振り上げる。

「待て、勝負はついた」

　鳴なる海みが止めようとしたが、弁べん天てんはにやりと笑う。

「この現実のブレードバトルはまだできたばかりなの。だから、細かいレギュレーションも降参するっていうルールも設定されていない」

　弁べん天てんがブレードを振り下ろしたそのとき、福ふく永ながが顔を上げた。彼女は両手で挟むようにしてブレードを受け止める。──真剣白羽取りだ。

　同時に弁べん天てんの足をキックで払い、彼女のブレードを奪い取った。

「足払いはルール違反──」

「ルールは設定されてないんでしょ」

　福ふく永ながは奪ったブレードで弁べん天てんを殴りつける。電撃が彼女の体に走り鼻先から抜けた。

　弁べん天てんはぐにゃりとその場に倒れる。

「……電撃は大丈夫だったのか？」

「トレーニングで慣れてるから」

　福ふく永ながが平然と言う。普段からなんのトレーニングをしているというのだ……。

　それでもふらついていたので、鳴なる海みは福ふく永ながを草の生い茂るソファーに座らせる。ハンカチをペットボトルの水に濡ぬらし額に置いてやった。

「……このソファー、やだ」

「いいから、しばらくじっとしてろ。……おい、これで俺たちの勝ちだな」

　しかし制裁ゲームはあと二戦ある。まずは福ふく永ながのダメージを抜かねばならない。

《はい。ただちょっと……》

　妖精の視線を追うと、いつの間にか弁べん天てんの姿が消えていた。

　嫌な予感に鳴なる海みは部屋の外に出て、目を見張る。外廊下にはカプセルユニットが置かれ、ロックがかかっていた。

　これはＶＲ系の仮想世界にログインする装置だ。なぜそんなユニットがここに？　そして弁べん天てんがそこに逃げ込んだというのか？

　部屋に戻るとソファーの背もたれに立つ妖精が、じっと部屋を見つめている。視線を追ったが、埃ほこりが舞う空間があるだけだ。

　背筋がぞくりとした。何か異様な雰囲気を感じる。

『今回の戦いのために、この空間はデジタル化されているの。腐った床も緑のソファーもデジタルで再現されている……』

　弁べん天てんの声が聞こえる。周囲を見回し、鳴なる海みは自分のスマホからだと気づいた。

　体を起こした福ふく永なががブレードをつかむ。しかし弁べん天てんの姿はこの部屋にはない。

　スマホを見ると、画面にはカメラを介して部屋が映っている。そして、その部屋に弁べん天てんがいた。真っ赤な髪が炎上し、周囲に火の粉を散らしていた。
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　ＶＲブレードバトルの弁べん天てんの姿だ。彼女はバーチャルにログインしていた。

　画面の弁べん天てんがブレードを振り上げる。

「よけろ！」

　鳴なる海みの声に福ふく永なががソファーから飛とび退のく。が、スタンガンシステムが作動する。

「ああっ」

　痛みをこらえながら福ふく永なががやみくもにブレードを振り回す。だが、弁べん天てんにはダメージを与えられない。仮想の弁べん天てんには物質のブレードが当たらない。しかし福ふく永ながはスタンガンシステムを装着していたため、仮想のブレードのダメージが再現されるのだ。

「そのブレードじゃ無理だ。あっちの世界にあるもので戦え！」

　それはなんだ？　仮想にも現実にもあるものは……。

　福ふく永なががソファーを持ち上げぶん投げる。フィールド障害物は確かにデジタル化して仮想にもある。だが、弁べん天てんはすんなりとソファーをよける。こんなものでは武器にならない。

「弁べん天てんは三メートル前にいる。そうだ、そっちだ。錆さびた空き缶がある場所に右足、ブレードの構えは正せい眼がんだ」

　鳴なる海みは福ふく永ながに情報を伝えながら考える。どうすればいい？　スタンガンシステムを外すしかないが、弁べん天てんがそんな隙を作るはずがない。

『制裁ゲーム、あなたが勝てばお金が入る。でも、負けたら制裁よ。バーチャルで無限の痛みを受けてもらう』

　弁べん天てんがゆっくりと距離を詰める。そのとき鳴なる海みは見た。スマホ越しにギラリと妖しく輝く物質があった。

「同じならいい」と、声が聞こえた。

　部屋にひらひらとカードが舞っている。

「福ふく永なが、それだ！　それを使え！」

　福ふく永ながは投げられたカードを手に取り、そのまま弁べん天てんに突っ込んだ。

　スマホ越しに、輝くカードを一いつ閃せんさせる福ふく永ながが見えた。一瞬の間を置いて、首筋を斬られた弁べん天てんが崩れ落ちる。仮想の弁べん天てんも倒した……。

「お金はいらない。そのかわり、あなたも制裁を受けてもらう」

　背後に立っていたのは梨り々り花かだった。彼女がカードを投げたのだ。

「コウさん、大丈夫ですか？」

　ふらつく福ふく永ながを渚なぎさが支える。制裁ゲームを知って二人が駆けつけてくれたようだ。

　福ふく永ながの手に握られていたのはタロットカードだ。それも処刑タロット。

「仮想にもある物質か……」

　──たとえ仮想であっても逃げられない。

　処刑タロットは現実と仮想の両方に存在する物質なのだ。

「新しいカードが来たの。決して逃げられないデスゲームの招待状」

　次のカード、つまり次のデスゲームが開催される。そしてサドンデスの中でも特殊とされる処刑タロットのゲーム。このカードはたとえ仮想に逃げようとも追ってくる。

　梨り々り花かが福ふく永ながが握っていたカードを手に取る。それは月を背景に頭を抱える女性が描かれている禍まが々まがしいデザインだ。

「発狂する月ムーン、か」
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『第一ステージをクリアーしたわね。さすが私の鳴なる海みちゃん』

　スマホ画面に範はん田だ湊みなとが映っている。

「私のって？」

「いやいや、さすがにそれは察してくれよ」

　鳴なる海みは画面を覗のぞきこむ梨り々り花かに言う。

『なんか弁べん天てんがズルしたみたいでごめんね。そういうの駄目だって言ってたんだけど。あとでちゃんと怒っとくから、プンプン！』

「ほんとキモいな、この男おとこ女おんな。すげえキモい」

「いやいや、そういったジェンダー要素でキモイいとか言うのはやめましょう」

　渚なぎさが「まあまあ」と鳴なる海みを落ち着ける。

『それでリリリカちゃんも参加するの？』

「ええ、コウちゃんが負けたら私が制裁を受ける」

　画面の範はん田だがにやりと笑った。

「おい、リカ……」

「いいの、私は戦うコウちゃんのチップになることしかできないから」

『剣の次は銃よ。第二ステージも頑張って』

　田た中なか寮を脱出した四人は裏庭に出ていた。そこは多目的スポーツコートになるはずだったが、立地の悪さのために工事が中断し、そのまま荒れ地となっている。資材などが野ざらしになったエリアだった。

「捨てられた場所だね」

「いいえ、ここは現在も使われてますよ」渚なぎさが首を振る。「よくイベントがここであるんです。僕もたまに参加しています」

　こんな工事現場でなんのイベントがあるというのか。

《第二ステージの勝利条件は茅ちヶが崎さきジュリアに勝つこと。バトラーは福ふく永なが紅こう。フォローの人数は三人まで》

　スマホに茅ちヶが崎さきジュリアのデータが表示される。迷彩柄のコスチュームに身を包んだ二年生の彼女は女子サバイバルゲーム同好会の部長で、スポーツ研究会が戦術を作ったこともある。

　ハーフの彼女は明るく可愛かわいく誰にでも愛されるキャラだ。彼女はサークルを作ると夏はドッジボール、冬はスポーツ雪合戦などをやり、その後にサバイバルゲームを始めた。「サバゲーはセックスよりも興奮する」と言っていたが処女だ。

「つまりここはＡＲ型サバゲーの会場か」

　この工事現場はサバゲーフィールドとして活用されている。

「そうです。でも、先輩の思っているのと少し違うと思いますよ」

　音に顔を上げると、ドローンが飛んでいた。よく見るといくつものドローンが物陰に潜んでいる。

「ここで行われるのは狩りです。スタンガンシステムを装着したプレイヤーが逃げ、それを武装したドローンで追うというもの」

「なんて非道なイベント」

　梨り々り花かは憤慨しているが、そんなイベントは珍しくない。標的となるプレイヤーも相応の金がもらえるのだ。

「ナギちゃんも趣味が悪いよ」

「いえ、僕は標的側としてです。プレイヤーも反撃できまして、意外に面白いんですよ」

《第二ステージは茅ちヶが崎さきジュリアのほか、一般外部もドローンを介して参加します。しかし、このゲームの説明はなく、茅ちヶが崎さきジュリアも平等に標的となります》

「つまり、ドローンからの攻撃を避けながら茅ちヶが崎さきジュリアと対決するということか」

　当然ながらドローンの攻撃を受けすぎてもゲームオーバーとなる。

《参加者はそのトランクの道具を使ってください》

　妖精が指さすところにトランクが置かれている。

「……ん？」

　開けてみたが、中身は鳴なる海みの思ったものとは違った。モデルガンではなくタブレットが入っている。

「今はプラスチックの弾を飛ばす時代じゃないんですよ」

　渚なぎさから説明を聞くと、銃もデジタル化されているらしい。

《フォローにも耐久力設定があり、ゼロになると武器の使用が不可となります。プレイヤーのダメージ表現は第一ステージと同じです》

　渚なぎさからタブレットを受け取ったが、まったく使い方がわからない。それでもカスタマイズされたタブレットにはグリップとトリガーがついており、ぎりぎり銃器の体裁を保っている。

「なんなのこれ？」

　デジタルが苦手な梨り々り花かが戸惑っている。

《それでは開始まで十秒。プレイヤーは福ふく永なが紅こう。フォローはその他三人。データは茅ちヶが崎さきジュリアに送られます》

「十秒って説明不足だろ」

　横を見ると、福ふく永ながはタブレットを握ったまま首を傾かしげている。

「なあ、福ふく永ながは大丈夫だよな」

「大丈夫じゃない。こんなの初めて」

「いやいや、今は楽器だってデジタルだぞ。デジタルのほうが簡単だ」

「ギターは本物を弾ひけるのだけど」

「実は俺はベースができる」

「バンドを組む話はあとにしてください」

　渚なぎさが怒る。確かにまずいことになった。この状況できょとんとしている女には頼れない。

「福ふく永なが紅こうね？」

　声に顔を上げる。資材の上に立ってこちらを見ている女子がいた。迷彩コスチュームに身を包んでいるのは茅ちヶが崎さきジュリアだ。

「ＶＲからＡＲに進出したの？　いいわ、蜂の巣にしてあげる」

《第二ステージスタート》

「伏せて！」

　渚なぎさの声に三人はその場に伏せた。並べられたドラム缶に隠れながら首を傾かしげる。ゲームが始まった割には、とても静かだ。

「先輩、顔出しちゃ駄目！」

　渚なぎさが怒号を上げる。

「でも、なんか始まった様子がないっていうか」

　梨り々り花かもぽかんとしている。

「……いや、やばいぞ」

　スマホを覗のぞいた鳴なる海みは息をのむ。現実には見えないが、すでに銃弾が飛び交う戦場となっていた。デジタルの弾丸が飛び交い轟ごう音おんを響かせている。

「本当ならデジタル映像が見えるゴーグルとかが必要なんです」

　スマホ越しに空を見ると、ドローンに乗った兵隊たちの映像が見える。あれがドローンのイメージなのだ。

「ジュリアは？」

　一瞬にしてジュリアを見失ってしまった。

「大丈夫です、ドローンを警戒して距離を取りました」

　ドローンは平等だ。ジュリアにもこちらにも攻撃する。だとしたら反撃するしかない。

「これが武器か」

　タブレットに小さな拳銃が表示されていた。おそらくデリンジャーだ。こんな小さな拳銃で戦えというのか。

　それでも意を決して鳴なる海みはタブレットの銃口をドローンに向ける。しかし弾が出ない。

「安全装置を外さなきゃいけません」

　なんて面倒な銃だ。渚なぎさは銃の操作に慣れているのか発砲している。弾丸の補充も自分でやらねばならない。

「安全装置などの説明はヘルプを見てください。射撃姿勢もあって、複雑な銃器になるほどそれが求められます」

「こんな中で説明書って……」

　スマホを覗のぞく梨り々り花かが焦あせっている。現実は静かだが、窓を覗のぞけば銃弾飛び交う戦場だ。

「落ち着いてください、ドローンたちはジュリアを標的にしています」

「じゃあ慌てる必要はないか」

　鳴なる海みは缶コーヒーを飲んで一息つく。

「そうも言っていられません。このゲームにはコストがあります。それは時間で増えていく資金のようなものだと考えてください。そしてドローンのような敵を倒しても入ります。そのコストで銃器をランクアップさせるのです」

「なるほど、だからジュリアは無防備に自分をさらしたのか」

　鳴なる海みは身をかがめながらヘルプの説明書に目を通す。

「僕が時間を稼ぐので、それまでに慣れてください」

　いつの間にか渚なぎさは自前の装備を整えていた。バーチャルの戦場が見えるゴーグルを装着し、それにイヤホンを接続している。スマートウオッチで索敵し、スマホの振動でダメージを感知するらしい。さすがゲーマーだ。

「俺たちはスマホで見よう」

　鳴なる海みはトランクに入っていたヘッドギアを配る。スマホを顔の前に固定できるものだ。スマホ越しに敵や弾丸を確認するしかない。

「オッケー」

　梨り々り花かはすでに銃をぶっ放していた。ハンデなのだろうが四人で戦えるというメリットは大きい。こっちはジュリア一人を倒せばいいだけだ。

「僕ら三人で積極的に動いてコウさんを守ります」

　渚なぎさが障害物から身を乗りだしてドローンを撃墜する。こちらの敗北条件は福ふく永ながの戦闘不能なのだ。だが、当の福ふく永ながは未いまだにタブレット銃に悪戦苦闘している。

「福ふく永ながは隠れてろ、俺たちでやる」

　このアナログ女に期待してはいけない。すでに操作に慣れた梨り々り花かは、障害物の陰から発砲しては、隠れて弾丸を補充している。セーラー服姿の彼女が発砲する姿は少しシュールだ。

「コストが上がったので銃器を変えます」

　渚なぎさが拳銃を選択する。

「ナギちゃん、どれを選べばいいの？　Ｓ＆Ｗとかコルト・パイソン？」

　梨り々り花かが迷うように銃の種類が異様に多い。拳銃カテゴリーをスクロールしてみたが、スクロールバーがなかなか下にたどり着かないほどだ。

「コストが高いからいいわけじゃありません。このゲームは装弾がキモで、リボルバーよりもカートリッジ式がいいです。リボルバーはかっこいいってだけでコストが高いんです。ですからカートリッジ式のベレッタあたりがいいです」

　渚なぎさが発砲しながら的確に指示を出している。

「ただ、カートリッジタイプは弾詰まりジヤムが頻繁に起こります。ジャムったら無理に直さないで拳銃ごと捨ててください。そのほうがコスト面で得です」

　ドローンが撃墜され、すぐにコストが貯たまっていく。

「いける、かも」

　福ふく永なががデリンジャーを撃とうとする。

「もうデリンジャーなんか出る幕じゃない、さっさと武器を変えろ」

　鳴なる海みの武器はすでにショットガンだった。タブレットを確認する福ふく永ながが悲鳴を上げる。肩口に弾丸を受けてしまった。

「馬鹿！　隠れてろって言っただろ、余計なことすんな、のろま！」

「コウさん、拳銃じゃ距離が短すぎます。今はミドルレンジの戦いで、ショットガンやサブマシンガンでいかに多くの弾丸をばらまくか、という戦術です」

　敵の数が多いので鳴なる海みたちは必死に発砲する。梨り々り花かはセーラー服で機関銃だ。

「もうすぐライフルが取れます。そうすれば四人でやってるこっちが有利です」

　渚なぎさが鳴なる海みと梨り々り花かに向き直る。

「このゲームの必勝パターンは、銃弾をばらまいて敵を足止めし、長距離から狙うことです。でも、ジュリアはハンデで一人なのでそれができません。コストが貯たまれば僕らの勝ち……」

　何かに気づいた渚なぎさが目を見開く。

「逃げて！　手しゆ榴りゆう弾だんを投げられました！」

　四人はいっせいに物陰から逃げる。振り向くとスマホ越しに爆発が見えた。ジュリアはすでに莫ばく大だいなコストを貯ため、高台から手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てきしたのだ。

「こっちも手しゆ榴りゆう弾だんを……いや、それをスルーして携帯ランチャーにしましょう」

　渚なぎさは賭けに出た。コストをさらに貯ためて、手しゆ榴りゆう弾だんやライフルの上位のランチャーを手に入れるという作戦だ。それまでマシンガンやショットガンで応戦する。

　戦場は大混乱だった。轟ごう音おんと爆発。やみくもに撃っていると、建物の陰に走る人影を見た。

「コストが貯たまりました」

　渚なぎさの武器がロケットランチャーになった。

「でも反動がすごいんです。正しい姿勢で撃たないと……」

　渚なぎさがタブレットを肩に担かついでいる。

「わかった、俺が支えてやる」

　鳴なる海みは渚なぎさの体を後ろから抱き支えた。

「あの、先輩……」

「いいから撃つことに集中してくれ」

　背後から抱き着くようにして、右手でランチャーを支え、左手を渚なぎさの胸に回してホールドする。スポーツ用インナーを着ているため硬い感触だが、なんだか女の子のように線が細い……。

「撃ちます！」

　スマホ越しに轟ごう音おんが響く。ランチャーのロケットはジュリアが隠れていた建物で爆発した。

「当たったか？」

　建物の陰からジュリアが逃げた。その動きには変化がなく、ダメージの有無がわからない。

《茅ちヶが崎さきジュリアはスタンガンシステムをつけてません》

「ルール違反じゃないのか？」

《ダメージは正確に計測されるので必要ないのです》

「スタンガンシステムを取れ」

　鳴なる海みは障害物に隠れる福ふく永ながに叫ぶが、彼女はタブレットをいじっているだけだった。

　いつもと違う激しい戦闘があると知ったのか、ユーザーたちが次々とログインしてくる。それらを倒すために、鳴なる海みたちは一時ジュリアを標的から外して対応する。

「……コストが貯たまりすぎてます」

　渚なぎさが苦い顔をする。このゲームは均衡状態を回避するために武器をランクアップさせているのだ。ランチャーの次はなんだ……。

　距離を取るジュリアが見えた。これではお互いのランチャーの射程外だ。ライフルすらも届かないアウトレンジ。

「ランチャーの次は与一の弓とかビームライフルとかの特殊ウェポンです。でも、あの距離だと届かない。だから次の武器を手に入れます。それは──」

　スマホ越しに振動を感じた。見たのは地下から出現したミサイルだった。先にジュリアが手に入れてしまった。あれはすべてを破壊するジョーカーだ。

　鳴なる海みと渚なぎさは真っ青な顔を見合わせる。梨り々り花かも固まっている。

「ランチャーを撃ちなさい」との声は福ふく永ながだった。

「……お前、何言ってんだ。ショットガンすら撃てない女が」

「いいから」

　破れかぶれになった渚なぎさがランチャーを発砲する。梨り々り花かもそれに続いた。爆風によりドローン兵が落ちていく。音と粉ふん塵じんでフィールドがめちゃめちゃだ。だがここからいくら撃ったところでジュリアには届きやしない。

「わああ……」

　渚なぎさがうめく。ついにミサイルが発射された。

　ミサイルは弧を描くようにこちらに飛び、大爆発した。

　莫ばく大だいなダメージを受けて鳴なる海みは一瞬にして戦闘不能となった。梨り々り花かも呆ぼう然ぜんと首を振っている。そんな中で渚なぎさがつぶやく。

「コウさんは？」




　フィールドにキノコ雲が立ち昇った。

「ゲームオーバーね」

　茅ちヶが崎さきジュリアはにやりと笑った。

「終わってないわ」

　ジュリアが振り向くと、そこには福ふく永なが紅こうが立っていた。

　ここでジュリアはやっと気づいた。彼女は爆炎や轟ごう音おんにまぎれて移動したのだ。データのチャフを利用した。

「仮想を見すぎちゃったかも。ノイズで目がくらんだ」

「痛みを遠ざけたのが敗因よ。恐怖や痛みは自らを守る武器になる」

　福ふく永ながは未いまだにスタンガンシステムを装着していた。

「撃てるの？」

「うん、やっと最初の武器を撃てるようになった」

「まさかデリンジャーに負けるなんて」

「ジョーカーが２に負けるように？」

　福ふく永ながが笑ったような気がした。

　──銃声。




　　　　　　　　　　＊




『第三ステージはね、鳴なる海みちゃんのよく知ってる場所よ』

　画面の範はん田だが指を三本立てている。

『あと、第三ステージは鳴なる海みちゃんの希望どおり私も参加するからね』

　サバゲーバトルの疲労もあり、とてもげんなりした。

「こんな場所に何があるのかな？」

　梨り々り花かが首を傾かしげている。田た中なか寮、サバゲーフィールドを越えると荒れ地が広がっていた。

「数年ぐらい人が来てなさそうな場所ですねえ」

「本当に東京かな、ここ？」

　三人の物言いにさすがに鳴なる海みはむっとした。

「ここで暮らしてる人間もいるんだからな」

　見えたのは鳴なる海みの住む寮だった。まさか、最終ステージの舞台はあそこだというのか。

《そうです、あの寮がフィールドとなります》

「俺の……俺と山やま田だの了解も取らずに」

　あの寮には鳴なる海みと同級生の山やま田だしか住んでいない。

「そんなに悪くないですよ。アーバンっていうか自然派というかエコですね」

　今さら渚なぎさがフォローしている。エコと言えば丸く収まると思っているのか。

「でも、なんだか視界が変だな」

　目に映る寮が蜃しん気き楼ろうのように見える。あまりの暑さからくるカゲロウだろうか。

「現実にいながらバーチャルを見すぎたのかもしれません」

　莫ばく大だいなデータが流入して現実と仮想が混濁しているのかもしれない。

《第三ステージは、寮のどこかの部屋がバトルスペースとなっております。勝利条件は生徒会側が用意したバトラーに勝利すること。こちらのバトラーは福ふく永なが紅こう。フォローの人数は一人となりますが、観戦は自由です》

　四人は寮に入り、空き部屋を探していく。そのうちに手分けして探したが、誰かがいる様子はない。ということはまさか……。

　鳴なる海みが自分の部屋の前に立っていると、梨り々り花かが戻ってきた。

「こっちは違った」

　梨り々り花かに違和感を持った。なんだかおかしい……。

「他も探しましたが、あとはそこだけです」

　渚なぎさと福ふく永ながが廊下を歩いてきたので、鳴なる海みは仕方なく部屋の扉を開けた。

「ああ……」

　部屋に入った鳴なる海みは啞あ然ぜんとする。まるで宙を浮いているようだ。

「いらっしゃい、鳴なる海みちゃん」

　にこりと笑ったのは範はん田だ湊みなとだ。そして椅子に座っているのはセーラー服姿の山やま岸ぎし美み玖く。そして背景は白。真っ白だった。

「俺の部屋はどうなった？」

「ここはね、いいえこの寮ごと半仮想の世界になってるの。すべてのデータを取り込んで、仮想世界を重ねている。映像照射システムを大量に配置しているから、映像を重ねられるの」

　部屋は真っ白なだけの空間だ。上下がわからずに鳴なる海みはふらつく。渚なぎさはすでにその場にへたり込んでいた。影さえない場所で平衡感覚が失われてしまった。

「要するにここは、何もない空間、を再現しているの。そんな場所で戦うこっちのバトラーはミクちゃんよ。勝ったらあなたは解放してあげる」

　範はん田だが美み玖くに笑いかける。

「ええ、わかった」

　不本意そうにしながらも美み玖くが立ち上がる。

「なあ、美み玖くが勝ったら解放されるって、俺たちは何しに来たんだ？」

「ごめんね鳴なる海み。解放されるためにあなたを利用しただけ」

　またも美み玖くに裏切られてしまったが、とにかく勝つしかなかった。敗北のペナルティを受けるとの意思を梨り々り花かが見せてしまったからだ。

「バトルは格闘。これを使いなさい」

　範はん田だが福ふく永ながにゴーグルを投げた。

「これは情報を取り入れ、構築したフィールドデータを見ることができるの」

　福ふく永ながと美み玖くはゴーグルを装着した。すでに美み玖くはスタンガンシステムを装着していた。第一ステージの格闘バージョンのようだ。

「見えない。床も壁もわからない」

　ゴーグルを装着した福ふく永ながが首を振る。この真っ白な空間では距離感もあったものではない。どこが上でどこが下かもわからない。

「だから、フィールドデータを作るフォローが必要なの。こっちは私がやるけど、そっちは？」

　範はん田だがタブレットを見せた。ここでやっと鳴なる海みは理解した。床や壁などのデータを作って福ふく永ながのゴーグルに流す必要があるのだ。そのフォローがなければ戦うどころか歩けもしない。

　しかしどうする？　そんな繊細なデータは鳴なる海みは作れない。渚なぎさも梨り々り花かも同じはずだ。

「外部からのフォローもありか？」

「いいわよ」

「どうするんですか？」と困惑する渚なぎさを制し、鳴なる海みはスマホで連絡を取る。そして通話相手に状況を説明しながら福ふく永ながに向く。

「福ふく永なが、データ送信はこっちでやれるだけやる。いいか？」

「うん、わかった」

　福ふく永ながはＡＲバトル用に改造されたグローブを装着している。総合格闘技に使うオープンフィンガーグローブだ。さらに膝と足先にも装置をつける。

《基本格闘ルールはシュートです》

　シュートとはボクシングとキックを組み合わせた格闘技だ。この学校にもサークルがあり、投げ技を認めるなど改良をしていた。

「痛みは私たちを助ける」

　見ると美み玖くがセーラー服の上を脱いでタンクトップ姿になっていた。髪をまとめてポニーテールに縛っている。制裁ゲームのダメージが抜けていないはずなのに連闘する気だ。

「バーチャルのバトルの痛みは記憶に依存する。だから痛みを知らない人間は仮想世界で痛みを感じにくい。……でもね、そんな人間は仮想世界の中で、コップの水が溢あふれるようにいきなりぶっ壊れる。だから正確な痛みを知って味方にするの」

　グローブをはめた美み玖くがちらりと鳴なる海みを見た。

《それでは最終ステージのバトルを開始します》

　ゴーグルをした福ふく永ながと美み玖くが向かい合う。

「バーチャルじゃなくて現実で勝負をつけるとは思わなかった」

　苦笑いした美み玖くは動かない。いや、動けないのだ。

　背後では範はん田だがタブレット操作をしている。データ送信が始まった。

「誰がデータ送信をするんです？」

「須す野の原はらだ。須す野の原はらに頼んだ。このスマホで状況を教えてる」

　プログラミングは須す野の原はらが随一だ。やつはまったくこの状況を知らないだろうが、プログラマーは無茶な仕事に慣れているから文句を言わない。

　スマホ越しに空間を見る。福ふく永ながに送られているフィールドデータが見えた。須す野の原はらはまずは縦線を空間に引く。さらに横線を引いて将棋盤のようなマス目を作った。

　福ふく永なががそれを見ながら少しだけ動く。これで平面の動きのフォローはできた。だが、美み玖くも動きを確認している。範はん田だのプログラミングも速い。

　美み玖くがパンチを放った。距離を確認するようなジャブだが、福ふく永ながには届かない。まだ立体的な動きができていない。

　フィールドデータが精密になっていく。今度はマス目が立体構造となった。これでやっと三次元の動きができる。そしてさらにそのマス目を細かくしていく……。

　それに伴い福ふく永ながと美み玖くの動きが少しずつ速くなる。今のところプログラミングは互角だ。

　両者のこぶしがぶつかり火花が散る。ついに攻撃が接触した。二人はステップを踏み、フェイントをかけながら攻撃のタイミングをうかがう。

　美み玖くの放ったパンチが福ふく永ながの頰をかすり、髪がバシッと弾はじける。それでも攻勢に出たのは福ふく永ながだった。相手の攻撃をガードしながら強引に打撃を打ち込む。美み玖くが歯を食いしばっている。スタンガンシステムが作動している。

　須す野の原はらのフィールド構築が速い。マス目がどんどん細かく精密になっていく。やはりこの男の情報処理能力はずば抜けている。福ふく永ながと美み玖くの能力が互角程度なら──勝てる。

「……ん？」

　福ふく永ながの打撃が当たらなくなっていた。美み玖くが素早い反応でかわしている。パンチをよけながら攻撃するその動きに、まったく無駄がない。反撃しやすいように数センチ単位で福ふく永ながのこぶしを避けている。

「あっ」

　足払いを受けた福ふく永ながが腰から倒れる。美み玖くが追撃の蹴りを放ったが、後方回転してどうにかそれをかわした。

「すげえな、本当に俺の部屋で戦ってるのか」

「それより、なんかまずいよ」

　梨り々り花かの言うように福ふく永ながが押されている。須す野の原はらの情報操作は完璧なのになぜだ？

「……動きを読まれてるのか？」

　範はん田だと目が合った。範はん田だはフィールドデータ構築をしながら、福ふく永ながの解析も行っていたのだ。つまり攻撃の予測データを送っている。パンチの距離やステップの幅、動きのスピードなどが数値にされていく……。

「そこまでやってるのか」

　福ふく永ながの攻撃が読まれて当たらない。さらにスマホを見て鳴なる海みは顔をしかめる。画面がなんだか濁っている。空間にチャフのようなものが降っている。

「……介入されている」

　範はん田だはさらに福ふく永なが側のデータにも介入したのだ。ノイズ情報を送っている。

　福ふく永ながが首を振っているのがみえた。悪くなった視界の中で戦況は不利になっている。

「何とかしろよ、須す野の原はら。介入されてるぞ」

「無理ですよ。須す野の原はらさんはこっちの状況もよくわかってないのに」

　渚なぎさが首を振る。立ち尽くす鳴なる海みをよそに福ふく永ながが強引に攻撃した。強烈なスイングのパンチは簡単にかわされ、逆にボディにカウンターを受ける。

「うっ」

　後ずさった福ふく永ながが片膝をつく。電気ショックの焦げ臭い臭いを感じた。

「これで終わりよ」

　薄く笑った美み玖くが距離を詰める。そして渾こん身しんのストレートを福ふく永ながの顔面に──。

「えっ」

　美み玖くが目を見開く。彼女のパンチはまったく違う空間に放たれていた。

「まさか、この短時間で……」

　範はん田だが啞あ然ぜんとしている。

『俺もそっち側に介入した。座標ごとずらしたんだ』

　スマホから須す野の原はらの声が聞こえた。須す野の原はらは美み玖くの立つ座標のデータを書き換えていたのだ。座標を捻ねじ曲まげたダミーデータを美み玖くに送っていた。

　無防備に立つ美み玖くのボディに、福ふく永ながが渾こん身しんのパンチを打ち込んだ。

　バチンと火花が弾はじけ、美み玖くがぐらりとよろめいた。

「……待って」

　追撃しようとした福ふく永ながを、美み玖くが制す。

「勝負はついた」

　美み玖くが範はん田だに視線を向ける。範はん田だは首をすくめるようにしてうなずいた。

　同時に鳴なる海みの部屋に重ねていた立体映像が消えた。

「ああ……俺の部屋だ」

　コンクリート打ちっぱなしのシンプルな部屋。置いてあるのは椅子が一脚だけだ。何もない空間が終わっても何もない。他の家具はどこにいった？

「約束は守った」

　美み玖くは大きく息を吐いてから椅子に座った。

「まさかこっちのデータを書き換えるとはね」

　範はん田だがタブレットを床に投げ捨てた。鳴なる海みはそんな範はん田だと向かい合う。

「お前の目的は何だ？　運動系サークルの女子を集めて何がしたい？　女の子を動かしてデータを手に入れたいのか？」

　範はん田だは首を振る。

「女の子、なんて重要じゃない。私が、いいえＡＩが欲ほつしているのは単なるデータ。人間よりも銃器のようなもの、技や戦略などに進化はあるのだから」

「ＡＩだと？」

『範はん田だはＡＩに魂を売り渡している。行動はＡＩが決めてるってことだ』

　スマホから須す野の原はらの声が聞こえた。

「そうじゃないわ。協調関係よ。ＡＩは人間の行動データを得て、私はこの学校で権力を得るということ」

　この世界には人間の数以上のＡＩが存在するとされる。人間が管理するものから、自由なもの。大きなものもあれば小さなものもある。無害なアメーバのような存在から、積極的に人間に介入してくるものまで。

　そんな中のＡＩと範はん田だは手を組んだのだ。

「ＡＩに言わせるとね、女の子そのものには価値がない。価値を認めているのは戦うという情報だけ。人間には進化の余地がないのだから」

　範はん田だがにやりと笑い、部屋の出口へと向かう。

「約束どおり勝負に勝ったから解放してあげるわ、ミクちゃん。あと、鳴なる海みちゃんの少ない家具は裏のゴミ捨て場よ」

　範はん田だは鳴なる海みの頰にキスをしてから出ていく。

　鳴なる海みは頰を手で押さえながら落ち込んだ。世界で一番悲しい勝利のキスだ……。

「……ん、勝負に勝った、だと？」

　疑問を感じた鳴なる海みは美み玖くに向く。

「そうよ、あなたたちの負けよ」

　美み玖くの視線は梨り々り花かに向いていた。まさか、先ほどの違和感は……。

　思った。やはり梨り々り花かはスポーツ研究会に入るべきではなかった。なまじ感情を取り戻したからこうなった。こんなトラップに引っかかってしまった。

「鳴なる海み君」

　梨り々り花かが怯おびえたようにこちらに歩み寄る。しかし、彼女の体は鳴なる海みをすり抜けた。
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「伊い刈かり梨り々り花かは奪われた」

　須す野の原はらが結論を出した。五人は鳴なる海みの部屋に集まっていた。部屋の真ん中には梨り々り花かが座っている。

「リカ」

　梨り々り花かの肩に手を添えようとしたが素通りする。彼女は実体がない。

「先輩の部屋をデジタルフィールド化したんでしょう。つまり現実と同じマップを仮想で作った。リカさんはその仮想にいるってことです」

　渚なぎさが部屋に備えつけられたカメラを指さす。田た中なか寮での緑みどり川かわ弁べん天てんのように、仮想マップで活動しているということだ。

「いつの間にかログインしてたのね」

　福ふく永ながは出窓に座っている。この部屋に女子を入れたのは始めてだ。

「あのバトルが罠わなだったのか。少しずつバーチャル要素を高め、リカをだました。どこかでリカはログイン装置に入り、体を奪われた」

　この寮のどこかにユニットを置いていた。手分けをして探索していたときに、梨り々り花かはそのユニットに誘導されたのだ。だが、すぐにログインし、活動を再開したので気づかなかった。

「ある部屋に入ったら立ちくらみがして、椅子に座ったの。きっとそれがカプセルユニットだったんだと思う。次に立ったときにはログインしていた」

　そして梨り々り花かの体はユニットごと奪われた。

「リカをさらった目的はなんだ？」

「サドンデスだろう」須す野の原はらが答える。「生徒会はサドンデスを莫ばく大だいな宝が眠る秘境だと思っている。そのためには入場チケットが必要だ」

　そのチケットこそ梨り々り花かだ。何もせずともサドンデスのゲームが舞い込んでくる。

「これは誘拐じゃないのか？　さすがに犯罪だろ」

「それも違うな。あくまで梨り々り花かは自分の意思でユニットに入った。範はん田だ湊みなとはルールを破ってはいない」

「うん、須す野の原はら君の言うとおり、私はゲームに負けてこうなった。これは甘受するべき制裁ペナルティなの」

　落ち着けと言い聞かせる。まずは現状の打開だ。

「この部屋から出られないのか」

　鳴なる海みの問いに梨り々り花かは首を振る。

「出られるとは思う。でも、扉を開けたら別の世界だった。異世界っていうか……」

「出ないほうがいいですよ、とりあえず汚い部屋ですがここで待機してください」

「汚い部屋は余計だろうが」鳴なる海みは渚なぎさに突っ込む。「でも簡単なことだ。ログアウトすればいいんだから」

「それは危険ですし、リカさんの意思じゃログアウトできないと思います。まず、自分がどこにいるかを認識しないと」

「意味が分からないけど、なんとかできないのか？」

　鳴なる海みは須す野の原はらに向く。

「簡単なことだ。実際の自分がいる座標まで仮想フィールドを歩いていけばいい。ユニットがある場所はわかるんだから。イメージ的には幽体離脱したようなもんだ。元に戻るには幽体を実体に戻す必要があるだろ」

　梨り々り花かの体の入ったユニットがあるのは、北校舎のユニット置き場だ。

　長期間のログインはそこを使うが通常で、すでに梨り々り花かの入っているユニットも探しだした。だが、知ったところで強引にログアウトさせることはできない。危険防止のためにユニットには厳重なロックがかかっている。

　よって仮想と現実の梨り々り花かの座標を合わせるしかない。そうすることで梨り々り花かの意思でログアウトが可能になる。と、そこまで考えて気づく。この部屋の外はどこだ……。

「この部屋の外はバーチャルゲームフィールドだろう。その仮想世界を歩いて、梨り々り花かの体がある座標に移動する必要がある」

　須す野の原はらが説明する。そのフィールドを歩けということか。

「そして条件がある。今のリカはデリケートな状態だ。実体と精神が乖かい離りしているわけだから。そのデータを守る必要がある。たとえば他のデータに攻撃されたら──危険だ」

「危険って言われてもな……」

「たとえるならシュークリームの皮とクリームが分離した状態だ。この部屋にいるリカはデリケートなクリームだ」

「それはカスタードなのか、それともホイップか？」

「リカさんがどんなクリームだろうと関係ないでしょう」

　渚なぎさが鳴なる海みを睨にらみつけた。

「とにかく元のシュークリームに戻すには、皮のある場所までそっとクリームを運ぶしかない。ほんの少しのダメージも与えずに丁寧にだ」

　鳴なる海みはぞっとした。実体のない梨り々り花かは心をむきだしにしているようなものだ。そんな彼女が悪意ある攻撃を受けたとしたら……。そんな会話を横目に梨り々り花かは静かに座っている。投射装置を切れば消えてしまうはかない存在だ。

「どうすればいい……」

　梨り々り花かを一人で歩かせるわけにはいかない。

「簡単なこと」声は福ふく永ながだった。「私たちが仮想フィールドにログインして、リカを助ける。有害なデータから守って座標まで連れていく」

　つまりＶＲゲームにログインするということだ。

「でも、それも危険だぞ」

　ゲームに負けても金やプライドを失うだけだった。しかし今回のゲームは違う。

「危険は受け入れる。だって、私はゲームに負けたからこうなった。だったらゲームで自分を取り戻すしかない」

　この部屋の中で梨り々り花かだけは自分の運命を受け入れていた。そんな彼女を見て決意する。常に孤独に戦ってきた彼女を守るのは自分の役目だ。

「あと二日くれ」須す野の原はらが言う。「それまでに扉の外がどこなのか調べる」

「……わかった。たとえ樹海だろうとも月であっても俺が手を引いて歩いてやる。決して迷子にさせることはないし、一バイトすらの攻撃も許さない。だから安心してくれ」

　梨り々り花かはくすっと笑った。だが、その横で渚なぎさは首を傾かしげている。

「どうした？」

「言ってることは恰かつ好こういいんですが、樹海でも月でもなく、先輩の苦手なバーチャルフィールドですよ」

　鳴なる海みはどきりとした。そうだ、バーチャル世界は月よりも危険だ……。
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　梨り々り花かが入ったユニットはすぐに見つけられたが、強引に出すことはできない。

　行動を間違えば梨り々り花かの精神はダメージを受ける。そんなバーチャルの事故は多々ある。シナプスの発火が不完全になり感情や記憶に影響するのだ。

　バーチャル世界で拷問を繰り返せば、ダメージは体に残らずとも精神に蓄積される。以前、昆虫大戦という巨大な虫と戦うバーチャルゲームが作られた。そのゲームはシステムの不備ですぐに中止されたが、本当の理由は事故が起こったからとされる。

　巨大な蜘く蛛もに殺されたプレイヤーは現実でも蜘蛛恐怖症アラクノフオビユアが発症した。蟻ありを見ただけで足が震えたり、蜂に遭遇しただけで体に刺された症状が出たこともある。

　バーチャルの記憶を消したとしても、傷は現実に持ち越される。

　……これは自分の失態だ。トリックを暴あばくのが自分の仕事ではなかったのか？

「先輩、元気を出してください」

　バシッと背中が叩たたかれ鳴なる海みは我に返った。二人は外に出ていた。

「問題解決するにあたって、当然ながら須す野の原はらはバーチャルに入らない。福ふく永ながと渚なぎさに手伝ってもらうにしても、問題は俺だ。今回は失敗は許されない」

　鳴なる海みは自動販売機で缶コーヒーを買い、一本を渚なぎさに投げてやった。

「どこかで練習する必要がありますね。登山家がよくやる高度順応ってやつです」

　部屋の梨り々り花かには福ふく永ながについてもらっている。

「そうだなワンクッションを置きたいよな。ＵＳＪとか舞まい浜はまを挟むとか」

「いやいや、確かにファンタジーっぽいですが、それじゃ順応できないですよ」

「順応するにしても、リアルに近いやつがいいか。それでいて俺が知っているやつだ」

「そんなＶＲゲームに思い当たるのが一つだけあります」渚なぎさがにこりと笑う。「もう一回あそこに行きますか」

　その後、渚なぎさに案内されたのはスポーツ研究会の部室だった。

「僕が前に所属していたサークルは解散しましたけど、そのときにユニットを二つだけ持ってこられたんですよね」

　部室の端にカプセルユニットが二つ置いてある。このユニットを介してバーチャル世界にログインすることになる。

「……ということはあそこか」

　鳴なる海みにも察しがついた。リアルでいて鳴なる海みの知っているバーチャル世界がある。だが、あまりいい思い出がないのも確かだ。

「僕が一緒に行きますから大丈夫ですよ」

　渚なぎさがユニットに入ったので、鳴なる海みも同じユニットに入った。

「一緒のユニットとは言ってないでしょ。もー、やると思いましたけど」

　渚なぎさが鳴なる海みを隣のユニットに押し込んだ。扉を閉めると真っ暗な空間で光が明滅する。それを見ていると浮遊した感覚が生じる。

　──ログイン。

　気づくと鳴なる海みは真っ青な草原に横たわっていた。

「またここからか……」

　体の自由がまったく効かない。全身がゴムになったかのようにぐにゃぐにゃだ。

「せーんぱい」

　そんな鳴なる海みを覗のぞきこんでいるのが渚なぎさだった。

「この前来たばかりじゃないですかあ」

　青い空も流れる雲も風にそよぐ草もすべて仮想だ。莫ばく大だいなメモリーを使って再現された仮想の世界。すべては自由だが鳴なる海みの体はその情報を拒絶している。

「渚なぎさ、立たせてくれ」

　鳴なる海みは必死で渚なぎさの体をつかんで立ち上がろうとする。と、いきなり渚なぎさの体からへなへなと地力が抜けて、二人で草原に転がる。

「何やってんだよ」

「もう、変なところ触るお約束みたいのやめてください」

　使い方の分からないコントローラーを持たされキャラを動かしているような感覚だ。立ち上がろうとすると、意思に反して渚なぎさを抱きしめてしまう。

「先輩、本当に駄目ですよ。今回は突っ込む人がいないんですからあ」

　渚なぎさが真っ赤な顔をして鳴なる海みをどかそうとしている。なぜだかそんな渚なぎさを見ると嫌がらせをしたくなり、いつものキスをする振りをする。

「ナギちゃーん」

「怒りますよ！　ふざけちゃ駄目です……ん？」

　渚なぎさの顔色が変わった。そっと鳴なる海みをどかすと周囲を窺うかがう。同時に鳴なる海みも気づいた。すでに二人は囲まれていた。草原の草に潜むモンスターの姿がある。

「……こんな場所に、おかしい」

　顔面蒼そう白はくの渚なぎさがつぶやく。鳴なる海みも見た。二人を囲んでいるのはゴブリンのようなモンスターではなく、ケルベロスやマンティコアのような怪物たちだった。スタート地点はモンスターが出ないのではなかったのか……。

「先輩立てますか？」

　鳴なる海みは首を振る。悔しいことにこんな状況でも体が重い。

「仕方ないですね。教会で会いましょう」

「待て待て」

　鳴なる海みは逃げようとする渚なぎさの両足をつかんで、ずてっと転ばせる。

「どうせ教会で生き返りますから」

「だったら渚なぎさが囮おとりになればいいだろうが」

　醜く争っていると、いきなりモンスターたちが突進してきた。どうにもできずに鳴なる海みと渚なぎさは抱き合う。獰どう猛もうなモンスターを前に無力だ……。が、いつまでたっても殺される気配はない。渚なぎさを抱きしめたまま恐る恐る目を開けると、モンスターたちが鳴なる海みを囲んでいた。

「わー、本当に戻ってきてくれたんですね！」

　ぱたぱたと飛んできたのは妖精だった。──いや、魔王だ。

「助けに来てくれたんですね。約束を忘れているかと思って心配してましたあ」

　妖精が鳴なる海みの腕に抱き着く。ここは『ゴールデンドラゴン』というゲームの世界だ。ログアウトできない問題を解決するために、強引にこの妖精を魔王に据えたのだった。

「馬鹿だな、俺が約束を破るわけないだろ。ずっと心配してた」

「ですよねえ。疑ってごめんなさい。あ、このモンスターたちは仲間ですから大丈夫です」

　妖精は凶悪なモンスターたちを指さす。

「ああ、魔王親衛隊か」

「いいえ、このモンスターたちは派遣ですよ。社員として雇うと、保険とかいろいろかかってしまいますからねえ」

　妖精はひそひそと鳴なる海みに耳打ちする。仮想の世界なのに世知辛い話だ。

「とにかく魔王の城に行きましょう。洞窟の魔方陣から直通ですから」

　鳴なる海みと渚なぎさは強引にケルベロスの背中に乗せられる。これだけ行動が早かったのは、妖精が鳴なる海みのログインをずっと監視していたのだろう。

「先輩、どうします？」

「どうしますって、どっかで逃げてログアウトするしかないだろ」

「そうですよね、僕らはこんなことをやってる暇はないですからね」

　二人がひそひそ会話する横で、妖精はうれしそうだ。

「もう少しで現実の世界に鳴なる海みさんの怪文書とかばらまいて報復しようだとか、馬鹿なことするところでした」

　この妖精、なんと恐ろしいことを考えるのだ。悪魔か、いや魔王だ。

「なあ、俺たちは街に潜入調査に行ってくるからさ」

「いえいえ、まずは鳴なる海みさんたちをおもてなしします」

　妖精の先導で洞窟に入ると、魔方陣を起動させて強引に魔王城まで飛ばされた。

「……うわあ、雰囲気悪いなあ」

　魔方陣は城の玉座にあった。武器や鎧よろいが散乱している。

「人間を殺した証拠品として装備を持ってこさせてましてね……あ、こっちの食堂で話し合いましょう」

　よく見ると鎧よろいは血まみれだ。怯おびえる二人は大広間のテーブル席に強引に座らされる。テーブルにはフルーツや肉など様々な料理が並んでいた。

「どうぞどうぞ、まずは食べてください」

　妖精がテーブルにちょこんと座る。

「いや、なんていうかまずは現地調査というかさ……」

　なんとか言い訳して街に行きたかった。そこのセーブポイントから現実世界にログアウトできる。こうなったら逃げるしかない。

「まずはくつろいでください。綺き麗れいどころも用意しましたので」

　振り返ると、ワインの瓶を持った女性たちが立っている。

「高位サキュバスですよ。近づいただけでエナジードレインされます。ドレインされて死ぬ寸前の快感がいいっていう人が結構いるんですよ」

「いやいや、俺は腹上死とか興味ないから」

　見ると他にもデーモンからゾンビまでいる。この城は人間が来ていい場所じゃない。

「ああ、わかってます、もっとソフトなのがいいんですね」

「……お酒をどうぞ」

　ふと横を見ると、美しい女性がワインをグラスに注いでいた。無防備に真っ白な肌を露出させている彼女は……。

「人食い植物です。女性に擬態して溶かすんですよ」

　渚なぎさがぶるっと体を震わせた。アンコウのあの光ってるやつのようなものか。

「安心してください。本体はあの部屋の向こうにあって、襲ってはこないですから」

　グラスを握っていた鳴なる海みは覚悟を決めた。こうなったら飲むしかない。妖精に接待をさせてから話を誘導するしかない。

　鳴なる海みはぐいっとワインを飲む。ロースト肉を食べてみたが、なんというか味が濃い。ソースのハニーマスタードも香りがいいが、肉に独特の臭みがあってそれがいい。

「この肉は？」

「勇者たちに倒された仲間のドラゴンの肉です」

　妖精は花の蜜を舐なめながら平然と言う。

「よかったな、渚なぎさはドラゴンが好きだもんな」

「確かドラゴンズファンとは言いましたがねえ」

「仲間の肉は仲間で食べるのが輪りん廻ねというもの。そうすることで人間たちへの憎しみを体に残すのです」

「……ちょっと重いけどまあいいか。自然のサイクルは現実世界でもあるしな。しかしモンスターのくせに料理ができるとは」

「料理はお姫様から教えてもらいました。モンスターたちにも好評ですよ」

「なじんでるんだなあ」

　いつの間にか自由に体を動かせるようになっていた。妖精の荒療治が効いたのだろうか。そして悔しいがどの料理もうまい。肉もチーズも香りが豊かでワインに合う。シンプルな味つけの料理ばかりだが、生命を食べているという感覚だ。

「どうぞ」

　人食い植物の彼女がワインを注いでくれる。

「いっぱい飲んでくださいね」

　彼女が鳴なる海みに手を重ねる。とてもいい匂いがした。男を引き寄せるフェロモンみたいなのを発しているだろうか、頭がくらくらする……。

「駄目です！」

　渚なぎさに頰を引っぱたかれて鳴なる海みは我に返った。そうだ、人食い植物の擬態にへらへらしている場合ではなかった。

「よく止めてくれたぞ渚なぎさ」

　今はどのようにしてここから逃げだすかだ。

「そうです、しぇんばい！」

「……ん？」

　横を見ると、渚なぎさが真っ赤な顔をしていた。

「ここはあ、僕らが魔王をたしゅけるべきなのでしゅ！」

　渚なぎさはワインでベロベロに酔っぱらっていた。

「またこのパターンか……」

「おい、いつものキスをする振りの嫌がらせをやってこい！」

「酔っぱらいすぎだって。わかった、魔王を助けるからさ」

「いやー、話がまとまったようでよかったです。勇者サイドも攻勢を強めてまして、ちょっと危ない感じでしてね」

　安あん堵どする妖精を前に、鳴なる海みは深い溜ため息いきを吐いた。
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　次の日、鳴なる海みは魔王城の外に出ていた。

「どう工夫して防衛しても、しょせんゲームの範はん疇ちゆう。だとしたら何かを変える必要がある」

「え、先輩、本当に魔王を助ける気なんですか？」

　渚なぎさがきょとんとしている。

「さすがに自由すぎやしないか、渚なぎさ」

　昨日の渚なぎさはひどいものだった。さんざん鳴なる海みに絡からみ、寝ついたのは深夜になってからだった。仕方ないので、落ち込んでいた鳴なる海みを元気づけてくれたのだとプラスに考えることにした。

　草原をしばらく歩くと街が見える。モンスターに襲撃され破壊された街だ。情報収集のために街へとやってきたのだ。

「この草原でのんびりと暮らしていた生活が懐なつかしい」

　鳴なる海みの肩に座る妖精が遠い目をしている。少しだけ同情した。純真な妖精を自分の都合で悪の道に引き込んでしまった……。

「でも、権力の座も悪くはないですねえ、ふふふ……」

「こいつ、順調に悪に染まってるなあ」

　鳴なる海みの服の中に妖精を隠して、街の門をくぐる。

「ちゃんと再建が進んでますねえ、先輩」

　破壊された街が立て直されている。勇者たちを中心に街の人々は再起を誓ったのだ。巨大な武器の店や薬草などを売る道具屋も整備され、鍛冶屋や旅の食料を売る店なども活気がある。街は一気に戦闘モードに変化した。

「毎日祭りのあった街なのになあ」

「その代わりに、毎日教会で鎮魂祭があるようです」

　渚なぎさはログインせずとも、プレイヤーから情報収集をしていたようだ。

「お祭りの雰囲気じゃないもんな」

　多くの人間が死んだばかりなのだ。妻や子供を失った男たちは、復ふく讐しゆうのために生きている。自らの力では何もできないため、異世界から来た勇者に尽くすつもりだ。飲み屋はなくなり武器屋などに変わっている。

「あそこってさあ、ちょっとエッチな店だったよな。そこも防具屋になったか」

「先輩、変なこと考えないでくださいよ」

「いやいや、分析だって」

　この街のほとんどの女性がモンスターに殺された。が、生き残った女性はどうしているのか。

　調べると、ほとんど何もしていないことに気づいた。ぼんやりと道端に座っている女性はまだマシだ。モンスターの襲撃で夫や恋人を失った女性の中には、莫ばく大だいな借金を抱えて暮らしている者もいる。

「これが本来の姿ですよ。プレイヤーたちの最初の街ですから、のんびり遊んでられません。モンスターとの戦い方を覚え、資金を手に入れ武装する。やることが山積です」

「しょせん、最初の街か」

　プレイヤーにとっては通過するだけの場所。武器も弱いものしか売っていない。魔王を倒すためにはこんな場所でのんびりしていられないのだ。

　鳴なる海みたちは教会の鎮魂祭りを見に行った。そこでは大きな火を燃やし、戦没者の名前が呼び上げられている。前回の華やかな祭りとはまったく違う。最後に魔王を模した妖精の人形が刀で貫かれ燃やされた。

「魔王様は恨まれてるなあ」

　妖精が「うわあ……」と怯おびえている。

「まずいですね。様子を見ると魔王討伐が進んでいるということです。街にはプレイヤーが多いですし。あのトラブルが逆に宣伝になってしまいましたね」

　高難易度や予想外のトラブルはプレイヤーへのガソリンだ。学校でもプレイヤー同士で情報を共有して攻略していることだろう。

「トラウマ受けてたやつらも回復したのかな」

　プレイヤーたちはこの世界で妻や恋人を作っていたが、殺されてしまった。プレイヤーと違ってこの世界のキャラクターは生き返らないのだ。

「俄が然ぜんやる気になってますよ。ファーストアタッカーのプライドもありますから」

　ファーストアタッカーとは、新しいゲームなどを攻略する開拓者のことだ。最近のゲームは初見ではクリアが困難だと言われている。なので攻略情報がネットに出回ってから参加するのがセオリーだ。そんな中で最初に攻略することに価値を見み出いだしている人間もいる。

　そんな彼らはまんまと製作者の罠わなにはまってしまった。その汚名を返上するには何としてもこのゲームを攻略すること。

「結局そいつらもだまされたんだから、このゲームはよくできてたよな」

　鳴なる海みたちは教会から離れる。これはプレイヤーとの知恵比べだ。しかし魔王を守るために抵抗すればするほど攻略は加速してしまう、というジレンマが横たわっている。ではプレイヤーたちのエネルギーをどうすればいいか……。

　街を歩いて気づいたことがある。街の男たちは精力的に働いているが、道端に座り込んだ人間もいる。それらの大半は女性だった。あの殺さつ戮りくから生き残った女性たちだ。

　鳴なる海みはそんな彼女たちに手持ちの金を渡した。

「意味のないことですよ。お金をあげたからと何も変わりません」

「でも、思った。これは俺たちのせいじゃないのか？」

　本当なら彼女たちは死ぬはずだったのではないか。だが、本物の魔王が死んでいたこと。お姫様の誘拐がスムーズに進んだこと。そんな要素から被害が少なかった。そしてストーリーでは死ぬはずだった女性たちに生き残りが出た。

「確かにバグかもしれませんね。だから女性たちの仕事とかがないんです」

「きっと間違ってたんだな」

　鳴なる海みたちにとっては偽にせ物ものの世界だが、この世界で生まれた者にとっては本物だ。世界を変えることはその世界の神にしか許されない。

「生き残って不幸せなんて勝手に決めることじゃないですよ。先輩は正しいことをやったし、もしも間違ってても僕は味方です」

「そうか。だったら彼女たちも助けてやりたいな。ついでにこの妖精も」

「ついでにしないでください」

「顔を出すと危ないぞ。ここで勇者たちに囲まれたら終わりだ」

「まあ、さすがにこの街の武器じゃ魔王である私を倒せませんからね」

「勇者たちが魔王を倒すには、街を移動しつつ鉱山などを開発して武器をランクアップさせていく必要があります。すでに先頭グループは中盤まで進んでいるようですが」

「なるほどな。対してこちらのアドバンテージは、資金とか三百年前の戦争の経験か」

　自分が神であるとは思わない。だが、少しは運命を変えてやりたい。そのためにできることは……。
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　海だった。

　白い砂浜に波が打ち寄せている。複雑な形状の貝殻もデータだ。それでもこの世界で独自に進化した生命でもある。

「海を見たのは初めてです。本当に大きな塩の湖があったのですね」

　スカートを持ち上げながら波間を歩いているのはお姫様だ。鳴なる海みたちが最初の街からさらってきた国の宝。

「生活に不便はない？」

「はい。どのモンスターも話せばわかりあえます」

　姫君がくすっと笑った。海の向こうに見える断崖絶壁の島が魔王城がある島だ。そしてここは、大陸と魔王城との中間点にある島になる。

「三百年前は、ここが最後の街になったようですね」

　渚なぎさが島の工事を見つめている。

「そうだ。勇者たちはここを拠点として最終バトルに挑むことになる」

　鳴なる海みの作戦はこうだ。勇者より先に街を作ること。指示のもとゴーレムや巨人などが街づくりに励んでいる。

「借金で身動きを取れなくなった女の子たちをここに呼ぶから、頼んだよ姫様」

「はい」

　生き残ってしまった女性たちはこの島にさらってくることにしたのだ。

「でも、ちょっと強引じゃないですかねえ」

「仕方ないよ。あの子たちは地道に働けないんだ。それにこのゲームの女性は強い」

　プレイヤーたちを接待するために生まれたキャラクターだ。物を作ったり売ったりと地道に働くことができない。彼女たちもプレイヤーにちやほやされることを望んでいる。

　すでに数人を連れてきていたが、姫を介して鳴なる海みの作戦に同意してくれた。

「ベテランプレイヤーたちはゲーム攻略に秀ひいでている。でも、それがそのまま弱点となる」

　ゲームばかりしているプレイヤーは、現実での女の子との経験が少ない。

「まずここでプレイヤーたちを接待して心を開かせる。そして、魔王討伐の武器を渡してやる」

「そんなことしたら殺されちゃいますよ」と、妖精が苦い顔をしている。

「でもその武器は一つだ。勇者たちに争わせる」

　連中はゲーム攻略を優先する。つまり魔王との対決から勇者同士の争いにシフトさせるのだ。

「並行してこの街の女の子にちやほやさせて争いを煽あおるんだ。そうしたら魔王どころじゃなくなるからな」

　この島でまずは勇者同士の権力争いが起こるはずだ。そして勝ち抜いた勇者は魔王討伐をしない。この島の王としての地位を守ることに専念するはずだ。人間は権力に弱い。

　また、それを利用して集金システムを作ることができる。勇者たちは魔王討伐の名目でこの島に投資をするが、それがそのまま勇者対策の資金になる。

「……ふふふ」

「また悪い顔をしてますねえ」

　渚なぎさがあきれる横で、姫君は微ほほ笑えんでいた。

「私も頑張ります。たとえ運命があるとしても、自分の力で抗あらがいたい」

　その表情は最初に会ったときよりも強かった。

「この対策の結果が出るのはしばらく先だな」

「さっき須す野の原はらさんと連絡を取りましたが、扉の外がどこだか判明したようです。それはこのフィールドのどこか」

「つまり海の向こうってことか」

「繊細な世界を構築するにあたって広大なフィールドを作り、それぞれのゲームがそこを利用するのです。そうすると一からシステムを作る必要がなくなります。でも、それぞれの世界の交流はまったくできないようになっています」

　この『ゴールデンドラゴン』のように別の製作者が作った世界があるのだ。

「海の向こうはどうなっているのか」

「いろいろな世界があると言われています」妖精が鳴なる海みの肩に座る。「でも、海は越えられませんからねえ。金属の鳥が飛ぶ世界があるとか、大きなカジノの国があるとか、女神に護まもられた世界があるとか話は聞くのですがね」

　鳴なる海みの部屋の扉が、どの世界に繫つながっているかは不明だ。もしもそれが戦争ゲームだとしたら梨り々り花かは極めて危険だ。

　これは生徒会の制裁であり挑戦だ。副会長はゲームを提示し鳴なる海みたちに頭を下げろと言っている。そしてサドンデス解明のために自分の下につけと。もしかしたらと思う。生徒会の庇ひ護ごの下でサドンデスを行ったほうが梨り々り花かのためなのではないか。

　……いや、梨り々り花かを助けるのは自分と心を通じ合わせた仲間でなくてはいけない。梨り々り花かは未開の地を探索するコンパスではない。

「……行っちゃうんですね」

　妖精は寂しそうだ。

「また様子を見に来るよ。俺は約束を破らない」

「気をつけてくださいね」

「心配してくれてるのか？」

「仲間ですから。存在する世界は違っても同じものを感じています。だから、また戻ってきてください」

　妖精はチュッと音を立てて鳴なる海みの頰にキスをした。

「……もしも、勇者の侵攻を防げなかったら、俺の世界に逃げてくるか？」

　鳴なる海みが笑いかけると、妖精は首を振った。

「それはお断りします。こっちの世界で頑張ると決めたのです」

　──ログアウト。
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　目を開けるとコンクリートの天井が見えた。

　視界がぐるぐると回っている。体を起こそうとしたが上下感覚がわからない。

　ここはどこだ、牢ろう獄ごくか……。

「おかえり」

　声が聞こえた。彼女の声を聞いて、自分の部屋に戻ってきたのだと思った。

「ナギちゃんがここに運んでくれたの。あとは私が見てるからって」

　梨り々り花かがベッドに横たわる鳴なる海みを見ている。これは仮想酔いだ。仮想と現実のずれで感覚がおかしくなっている。

「水、飲む？」

　梨り々り花かがベッド横のテーブルに置かれたペットボトルに手を伸ばしたが、すり抜けた。彼女は投射装置を使った実体のない存在なのだ。

「大丈夫、ありがとう」

　鳴なる海みは自分でペットボトルを取ると一口だけ飲んだ。どろりとしたものが喉を降りていく。現実の物質の気味悪い感触だ。

　だが、現実を拒絶しているということは仮想になじんだということだ。これで梨り々り花かを助ける準備が整った。

「必ずこの部屋から連れだしてみせるよ」

「うん、信じてる。私をこの牢ろう獄ごくから助け、そして手を握ってくれるのは君だけだって」

「いや、確かに牢ろう獄ごくのような部屋だけど、言いすぎだろ」

　怒ると梨り々り花かはくすっと笑った。

「異世界の妖精を助けてあげた優しさを私にもわけてね」

　鳴なる海みと梨り々り花かはお互いの手を合わせた。だが、その手はもどかしくすり抜ける。

　握れない手を前に思う。このゲームから逃げたら梨り々り花かは失われる。生徒会に隷属し梨り々り花かを取り戻したとしても、その関係も梨り々り花かも壊れてしまう。自分のやるべきことは儚はかなくも強い心を持った彼女を、少しも傷つけずに取り戻すこと……。

「ごめんね、妖精のようにキスしてあげられなくて」

「渚なぎさってすぐにチクるよな」

　苦笑いする鳴なる海みの頰に、梨り々り花かがそっと唇を添えた。

　実体のない梨り々り花かの唇の感触を、鳴なる海みは確実に感じた。

　彼女を必ず助ける。そのためには、まずはこの部屋の扉を開けること……。
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　鳴なる海みはデジタル化された自分の部屋にいた。

『準備はできたか？』

　机のラジオから須す野の原はらの声が聞こえる。

　部屋には渚なぎさと福ふく永なが、梨り々り花かの姿もある。鳴なる海みたちはカプセルユニットからログインしている。つまりここはすでに仮想世界だ。

『扉の外は仮想フィールドが広がっている。『ゴールデンドラゴン』などに利用される共用マップのどこかだ。ちなにゲームは数万単位で存在する』

　大きな土地を作って、ゲームのために貸しだしているようなものだ。

「どれだけハードディスクが必要とされるんだ」

「十年前に比べて世界のハードディスクのメモリー総量は千倍になりましたからね」

　渚なぎさは枕を抱きしめながらベッドに座っている。

「ただ、データの総量は十年前の一億倍です。その差を埋めたのは圧縮技術です。複雑な数式を用いてデータを圧縮し、使うたびに解凍するというやりかたです」

『その中からゲームの危険度ランキングを作った。たとえばＳランクは『狂気の谷』そこは絶えずノイズが飛び交う場所で、健全な人間でも頭をおかしくする。なぜ作られたのかは不明。梨り々り花かが入れば一瞬で壊れるだろう。『無限の痛み』という拷問世界は、地獄をモチーフにして様々な痛みを再現する。そんなＳランクが十ある』

「そんな頭のおかしいゲームが十個も野放しにされてるのかよ」

『Ａランクが戦争ゲームだ。銃器を使ったゲームの世界に入ったらまず終わりだ。そんなＡランクが七百六十七。ちなみにあのゴールデンドラゴンはＢランクだ』

「どこに繫つながっているのかわからないのか？」

『おそらくランダムで繫つなげたから、範はん田だ湊みなとすらどこに繫つながっているかはわからないはずだ。だから一つ一つ手探りで探していくしかない』

　須す野の原はらは実際にパソコンでゲームにログインし、異変がないか探して回ったのだろう。それは気の遠くなるような作業だ。

『その手作業でＳランクとＡランクの世界に繫つながっていないことだけは判明した』

　扉の外は危険度Ｂランク以下、『ゴールデンドラゴン』以下ということだ。

「そのフィールドを歩いていけばいいだけか。俺の部屋から梨り々り花かがいる北校舎まで」

『ただ、現実と仮想のフィールドの距離は少し違う。思ったよりも遠い可能性が高い』

「それくらいは覚悟してる」

『そして重要なのはトラブルに対処すること。正規ログインした鳴なる海みたちと違って、リカは危険だ。たとえば飛んできた石に当たって怪け我がをした程度でも、精神的に損傷する可能性がある』

　鳴なる海みたち三人は梨り々り花かを守る盾とならねばならない。

「重要なのは素早い対応です」渚なぎさが言う。「シューティングやタワーディフェンス、アクションやＲＰＧなど様々なジャンルを予測し覚悟するんです」

『どんなリスクがあるかはわからない。俺は……生徒会に頭を下げるのもありかと思っている』

　須す野の原はらは正直な気持ちを述べた。だが、梨り々り花かは首を振る。

「私は生徒会で処刑タロットを集める気はないの。私が一緒にゲームをやるとしたら、このスポ研のメンバーだけだよ」

　この状況でなんて自然な表情を作れるのだろうと思った。

「ごめんね、こんなわがままな女で」

「まかせて。どんなゲームでも手なずけてみせる。獰どう猛もうな怪物だろうとも、解けない謎であっても迷宮であっても──たとえ女の子でも。心配せずに俺の隣を歩いていればいいよ」

　梨り々り花かはうなずくと、扉のノブを握った。

「よし、行こう。今回は歩くだけだ」

　この世界は残酷だ。それでも願う。扉の外の世界が美しくあるように。……女神さまがいるなら梨り々り花かに幸運を。

　──扉が開く。
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　花畑が広がっていた。

　遠くに山の稜りよう線せんが見え、山麓には樹海が広がっている。深い緑の森だ。

　鳴なる海みたちは足元に乱れ咲く花に見とれた。カラフルな花の模様はランダムのようで集合体として意思のあるようにも見える。

「僕なりに危険なゲームを調べたんですが、とりあえずは違ったようです」

　ぼんやりと周囲を見つめる鳴なる海みの横で、渚なぎさはほんのわずかに表情を緩めた。

「もしかしたら花の育成ゲームかもな」

「だったら植物係の鳴なる海み君の出番だねえ」

　梨り々り花かが鳴なる海みの肩をポンと叩たたいた。仮想の世界に入ることでやっと触れ合うことができた。

　とにかく最悪は免まぬがれた。これが戦闘機の飛び交う戦争ゲームだったら終わっていた可能性がある。それに比べたら梨り々り花かは大吉のくじを引いたも同じだ。

「ちゃんとしたゲームなら、ログインポイントの近くに街とかがあるはずなんですが」

　しかしそんな街も建物すらもない。足元の花が、まるでさざ波のように揺れて足をくすぐる。

　渚なぎさが両手を動かしている。ゲームのステータス画面を出しているようだ。ゲームによってやり方が違うので、渚なぎさは様々な動きをしている。

「あ、方角はわかります。先輩の部屋から北校舎は北東ですから、そっちに行けばいいと思いますよ。現実とゲームの倍率を考えると、距離で百キロぐらいでしょうか」

　鳴なる海みたちは顔を見合わせる。ゲームの世界とはいえ百キロとは。だが、当の梨り々り花かは平然と笑っている。

「何もない場所だったら嫌だけど、こんな綺き麗れいな世界だったら歩くのも楽しいよ」

　梨り々り花かの言うように、まずは安全なフィールドを喜ぶべきだ。歩くのはなんとでもなる。何よりももう引き返せない。振り向くと、くぐってきた扉は消えていた。

「必ず守るよ。リカは楽しく歩いていればいい」

　歩きだそうとした鳴なる海みたちを福ふく永ながが止めた。

　鳴なる海みは慎重にあたりを見回し、視線を止める。ドクンと鳴なる海みの心臓が高鳴った。舞い散る花びらが見えた。いつの間にか花畑に少女が座り、両手ですくうように花を投げている。

　鳴なる海みはそんな彼女に無防備に近づいた。カフェオレのような色の髪と真っ白な肌。ワンピース姿で無邪気に花と戯たわむれる姿に目を奪われた。

「パターンからいうと──後ろ」

　福ふく永ながが梨り々り花かを押しのける。同時に花畑から人影が飛びだした。前方に注意を向けさせ、背後から襲うという単純な戦略だった。

　素早く反応した福ふく永なががタックルを仕掛け、もみ合うように転がる。そのまま二人は格闘技で交戦する。花びらを舞い散らしての激しい戦闘だ。

「動かないで」

　鳴なる海みも半裸の彼女に組みつかれていた。やはりこれは危険なゲームなのか。いや、今はどうでもいい。梨り々り花かを助けるためには、まずこの目の前の女を倒さねば──。

　いきなり「きゃっ」と悲鳴をあげて彼女が転んだ。鳴なる海みは何もしていないのに、勝手につまずいて転倒してしまった。さらにワンピースがめくれて下着が丸出しだ。

　その隙に押さえつけようとしたが、彼女が素早い反応で立ち上がる。

「渚なぎさ、リカを守れ」

　鳴なる海みが指示した瞬間、彼女が飛びかかってくる。……が、またもバランスを崩した彼女と鳴なる海みはお互いの顔をぶつけてしまった。

「つつ……ん？」

　唇に指を添えると少しだけ血が滲にじんでいた。目の前の彼女も、真っ赤な顔をして自分の唇を押さえていた。なんだか妙な雰囲気になってしまい、鳴なる海みと少女は複雑な視線を絡からませる。

「ごめん」

「いいえ……」

　その背後で福ふく永ながが激しく戦っている。素早い動きで相手を撹かく乱らんし打撃を打ち込む。相手の足払いが決まって福ふく永ながが腰から倒れこんだ。

「待って！」

　鳴なる海みの前に立つ少女が叫ぶ。

　その声に追撃していた彼女がバランスを崩し、福ふく永ながに覆いかぶさるように倒れた。

「待て待て、何かおかしい」

　鳴なる海みも福ふく永ながを制した。彼女たちに敵意があるようには思えなかった。

「えっと……」

　動きを止めた福ふく永ながが困惑している。覆いかぶさった彼女の両手が、福ふく永ながの胸の上にあった。二人は顔を赤らめて視線を逸そらす。あっちも何か妙なことになっている。

　鳴なる海みが視線を戻すと、少女が上目遣いでこちらを見ている。

「もしかして男の人、ですか？」

「あ、うん」

　ちらちらと視線を絡からませる二人の横で、福ふく永ながは抱き合うような格好のまま、少女とぎこちない笑みを交わしていた。

　これはゲームのチュートリアルで、女の子と出会うイベントが設定されていたのだろうか。そうに違いない。こんなにかわいい敵がいるはずがない。

　戦闘に不向きな華きや奢しやな体。細くしなやかな手足、大きな瞳……。見つめあってしまった鳴なる海みと彼女は「えへへ……」などと照れ笑いをしてしまう。

「なんなのあいつ？　さっき、私を守るよとか言ってなかった？」

　女の子と笑いあう鳴なる海みに、梨り々り花かが舌打ちした。
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「ここが私たちが暮らしている町です」

　ソーマと名乗った彼女が言った。彼女は恥ずかしそうにしながらも、ずっと鳴なる海みの横にいる。ときおりこちらを見ては顔を赤らめている。長い髪はツーテールに縛り、布ワンピースからはすらりとした手足がのぞいている。

「町っていうには、何もないな」

　花畑にテーブルと椅子が置いてある。鳴なる海みたちは椅子に座ってハーブティーを飲んでいた。

「町だった、と言ったほうがいいかもしれません。もう建造物などは面影もありませんが」

「建造物ね。何があったんだろうな」

「教会があったと言われていますよ。おかわりはいかがですか」

　ソーマが鳴なる海みのカップにお茶を注ぐ。

「ずっと二人で暮らしてたのかい？」

「そうです。私がソーマ。そして彼女がバイオレット」

　福ふく永ながの隣に先ほど交戦した少女が座っている。レッドブラウンの髪を三つ編みに結び、赤みがかかった瞳は少しだけ鋭い。

「強いのね」

「いえ、そんな……」

　会話のまったく弾まない二人を見て、鳴なる海みはあのときの戦いを思いだした。そういえばバーチャルであれほど福ふく永ながが押されていたのは、鳴なる海みの記憶では始めてだ。

「なあ、ちょっと悔しいんだろ」

「まだこの世界の動きに慣れていないだけ」

　福ふく永ながは明らかにむっとしている。

「えー、バーチャルバトルばっかやってた人が、慣れとか言っていいのか？」

「うるさいな」

「まあまあ」渚なぎさが割って入る。「とにかくこの子たちに敵意がないとわかりました」

　会話をしつつ彼女たちの出方を窺うかがっていたのだが、裏がある様子はなかった。

「私たち、男の人と会ったのは初めてなんです」

　ソーマがちらちらと鳴なる海みを見ながら言う。彼女のこの態度は何を意味するのか。細かいことでも無視してはいけないが、罠わながあるとは思えなかった。

「俺たちはわけあってこの世界に来た。とりあえず移動しなきゃならないんだ」

「簡単ですが地図がありますよ。昔の地図ですが」

　ソーマが地図を出した。手作りのシンプルなもので、ビーチや高原、神殿跡、遊園地などが記載されている。なんだか統一感がない。

「とりあえず製作者は日本人ですね。大きくエリアが分かれています。たとえば中世ローマ風とか現代風とかＳＦ風とか」

　ここは教会の跡地だろう。地図の真ん中に教会が記してある。

「この教会はですね、女神様を模した像に祈ると相手がどのくらい自分のことを思ってくれているか知ることができたらしいです」

　花畑を見るソーマは遠い目をしている。

「俺たちが行かなきゃいけないのはこっちだな。中世ローマ風エリアかな。なんかの神殿を越えていく感じか」

　食料や水が必要だ。バーチャル世界と現実はリンクしている。水を飲まずにゲームを行えば現実の体も水分を取れずに強制ログアウトとなる。

　鳴なる海みたちの話を聞いていた二人は顔を見合わせている。彼女たちの複雑な表情を見て、急ぎすぎたかと顔をしかめる。

「いえ、違うんです」鳴なる海みの反応に気づいたソーマが首を振る。「食料も水も用意できますし、私たちは力になりたいです。でも、危険です……」

　ソーマは何を言っているのだと思った。この可愛かわいい女の子しか出てこないフィールドになんの危険があるというのか。

「この周辺のエリア以外には敵が出ます。ゴブリンという獰どう猛もうなモンスターがいるんです」

　ゴブリンが出るバトルジャンルのゲームなのか。

「結論を出すのは早計ですよ」渚なぎさがソーマに向く。「で、負けたらどうなります？」

「殺されます。そして食べられてしまいます。ですから私たちはそのゴブリンから逃げるようして、この場所に落ち延びました。さっきもそれを警戒して交戦してしまったのです」

　ソーマの言葉に鳴なる海みたちは顔を見合わせた。これはバトル系のゲームだ。やはり甘い話はないということだ。

「いや、待て。俺たちには福ふく永なががいる。な、お前はバーチャルバトルの天才じゃん」

　福ふく永ながに声をかけたが、彼女の表情はすぐれない。

「ゴブリンの強さは、どのくらい？」

「一対一だったら、私より強い、です」

　答えたのはバイオレットだ。先ほど福ふく永ながと互角に戦った彼女よりも強いとしたら。

「大丈夫、福ふく永ながはこの世界の動きにまだ慣れてないだけだから。なっ、そうだろ福ふく永なが」

「そんなゴブリンは群れをつくっています。運が悪ければ十匹グループと出会うことも」

　落ち着けと自分に言い聞かせる。

「おそらく、僕たちは一回ゲームオーバーになれば再ログインできません。正当なログインじゃないですからね。つまり死んだら終わりだと考えてください」

　殺されるのは怖くない。バーチャルの世界でログアウトのために墜落したこともある。だが、今回は梨り々り花かだけは守らねばならない。そしてそのためには鳴なる海みたち三人もゲームオーバーになるわけにはいかない。

「福ふく永なが、たとえばバイオレットが十人ぐらい出てきたら、リカを守れるか？」

「守るわ」福ふく永ながはうなずいた。「私は死んでもリカを守る。それはたとえ仮想であってもね。でも、死ぬと思う。私も死んで、みんなも死ぬ」

　危険なエリアを戦いながら移動せねばならないという事実が判明した。

「どうすればいい……」

　議論を重ね情報収集をするうちに夜になる。今回の目的は梨り々り花かを守ること。それゆえにどうしても行動は消極的になる。

　空に月が上っても結論は出ない。空を見上げたまま考える。思えば自分はずっとルールの整備されたゲームしかやってこなかった。だから不条理な場所に放りだされると無力になる。

「……昔はもっと女の子たちがいたんです」

　ソーマが歩み寄ってきた。

「私はもっと北に住んでいて、その頃は百人ぐらいいました。でも、ほとんどの友達はゴブリンに殺されました。この二人だけがここに落ち延びられたのです」

　梨り々り花かは小さなランプを見つめながら花畑に座っている。ここにゴブリンの襲撃はないというが、念のために福ふく永ながと渚なぎさをつけている。

　バーチャルは毒だ。この世界にいるだけで精神が削られていく。そのタイムリミット内に梨り々り花かを連れていく必要がある。心を体に戻すのだ。しかしあまりにリスクがありすぎる。バーチャルの事故は多々起きる。現実と仮想の区別がつかなくなり、ビルの屋上から墜落死する事例などもあった。

　そもそもこの世界のゴールは何なんだ？

　ゴブリンを駆逐することか、それとも魔王でも存在するのか。

「ここにいれば安全です。ここで一緒に暮らしましょう」

「そんなわけにはいかないよ。どうしても行かなきゃいけない」

　その言葉にソーマはうつむいた。目の前のか弱い彼女は戦いを連想させない。美しいだけの少女がいるこの世界はなんなのだ……。

「方法はあります」

　風に揺れる髪を押さえながらソーマがいる。

「行ってほしくないから言わなかったんです。でもきっと方法は一つだけ。──それは女神さまの加護を受けること。戦神ソフィア様は戦士を生みだすことのできる唯一。鳴なる海みさんの目的を達成するには、女神さまの加護が必要です」

　戦いの神。バトルにおけるスキルや役職を与えてくれるのだろう。そこからウォーゲームが本格化するということだ。だとしたら会うしかない。

「私たちも同行します」ソーマとバイオレットがうなずく。

　やるしかなかった。目的を達成するにはこの世界のルールを受け入れ、ゲームに勝利するしかない。この戦闘ゲームを始めるしかない。
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　夜明けとともに鳴なる海みたちは移動の準備を始めた。

　女神がいるのは神殿だ。ここから北に二十キロ程度。目的地への方角なのでどちらにしろそこを通過する必要がある。

「おそらくゴブリンはいないでしょう。女神さまを守護する戦士たちがいますから。きっと女神さまの神殿が防壁になって、こちらまでモンスターが来ないのです」

　ソーマが食料の準備をしながら説明する。

「こんな感じで大丈夫かな」

　梨り々り花かは自分の格好を気にしている。女子の二人は学校のセーラー服だ。

「リカは俺たちで護衛する。あの子たちも戦ってくれるとの確約は得てる」

「でも、あの子たちを利用していいのかな？　たとえ仮想でも、あの子たちにとってはこの世界が現実でしょ」

「俺は目的のためには、現実の人間だって利用するよ」

　鳴なる海みは梨り々り花かにそれ以上の反論を与えず、ソーマたちの準備を確認する。すぐに神殿に行く用意はでき、鳴なる海みたち六人は神殿への移動を開始する。

　先頭を福ふく永ながとバイオレット、中央に梨り々り花かを置き鳴なる海みと渚なぎさで挟む。後方はソーマに任せる。しばらくはずっと花畑が続き、黄色いレンガの道を歩いていく。

「やっぱりウォーゲームだよな。でも『ゴールデンドラゴン』に比べてモンスターが強くないか？　数値をいじったのか？」

　隣を歩く渚なぎさに話しかける。

「それは違いますよ。ベースの数式がありますからね。たとえばこの共用世界は地球をモチーフにしています。酸素濃度や重力が同じぐらいに設定されています。となると、この花畑を飛び交う蝶ちようもあの大きさが限界です」

　花畑には見慣れたアゲハチョウが飛んでいる。

「ステータスをいじることができても、範囲内です。百メートルを六秒台で走れるキャラクターを作ったとしたら、高血圧で死亡するでしょう。この世界も厳正なるルールがあるんです。ですから、あの強さは魔法もないのにちょっとおかしいですね」

　渚なぎさがバイオレットに視線を向ける。彼女は福ふく永ながと互角に戦えるほどの強さだ。

　すべての疑問は神様に会えば解決するはずだ。もしかしたら魔法を使って目的地まで飛ばしてくれる可能性もある。

　花畑が終わり森に入る。ところどころに果樹やカラフルな花が咲き乱れており、珍しいものを見つけるたびに梨り々り花かが指をさし笑っている。

「女神はどんな感じなんだ？」

　鳴なる海みは周囲を警戒しながらソーマに声をかけた。

「美しく神聖なる女神様です。……でも少し変わった、いえ、私たち人間を超越したお方なのです」

　鳴なる海みは「ふーん」と相づちを打った。ゲームの世界とはいえ女神に会うのは初めてだ。

「そろそろソフィア様の領域ですが……」

　ふと福ふく永ながが足を止めた。何かの気配を感じ取った。

　鳴なる海みと渚なぎさはすぐに梨り々り花かを守るように立つ。周囲にはパステルカラーの大きなかぼちゃのような実が垂れ下がっている。こんなメルヘンな場所でゴブリンが襲ってくるというのか。

「守護戦士たちです。気をつけて」

　ソーマが言い終わらないうちに、彼女たちは姿を現した。銀色の鎧よろい姿の女性たちが数十人。いつの間にか囲まれ、すでに彼女たちは抜刀していた。

「やめろ、剣を向けるな！」

　鳴なる海みの怒声に守護戦士たちが異様な反応を見せた。がしゃんと鎧よろいが音を立て、剣や盾が手から滑り落ちる。彼女たちを触発してしまったか……。

　守護戦士たちの「キャー」「なにこれ」「どういうこと？」などの悲鳴が響く。先ほどまで鋭い空気をまとっていた彼女たちが、いきなり女子になった。

「なんか、鳴なる海み君を見てない？」

　梨り々り花かが首を傾かしげていると、さらに声が聞こえた。

「騒がしいですよ」

　制御されたその声は頭に直接響き、同時に騒いでいた守護戦士たちが跪ひざまずく。

「ソフィア様です」

　ソーマたちも膝をついている。木々の隙間から神殿が見えた。この世界の戦士たちの母となった戦神……。

　鳴なる海みたち四人は引き寄せられるように神殿に向かう。石柱が立ち並ぶ広間を抜けると台座があり、そこに女神がいた。金色の髪と真っ白な肌。光は彼女が発していた。彼女はこの世界の女神であり光だ……。

「私はあなたを待っていました」

　女神は鳴なる海みを待っていたというのか。ソフィアが微ほほ笑えむと光が弾はじけるように散った。それを見て思った。彼女はこの世界の神だ。彼女の加護を受ければすべては解決する。

「アドバイスを求めますか。それともアイテムですか」

　戦闘に役立つ武器などをくれるのだろうか。

「……アイテムを」

「それではこちらから選んでください」

　ソフィアが指さす棚には、花束やぬいぐるみ、宝石やアクセサリーなどが置かれていた。

「好感度アップにはぬいぐるみ、恋愛度アップには花束がおすすめですよ。初回キャンペーンとして今なら半額です」

　鳴なる海みたちは顔を見合わせた。ずっと生じていた違和感にやっと気づいた。

　初めて会ったソーマたちのベタな行動、攻撃的なはずの守護戦士たちのあの態度。そしてこの世界の女性がすべて美しいという事実。これはウォーゲームではなかった。

「……これは恋愛ゲームだ」
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「あいつ、恋愛の女神じゃねえか」

　少し距離を置いて、ソフィアが微ほほ笑えんでいる。

「あいつ呼ばわりはやめましょう。一応女神ですから」

　鳴なる海みたち四人は神殿のホールで対話していた。これが恋愛ゲームだと判明したことで、作戦の変更を迫られていた。

「それでやっとこのゲームがわかりました。ソフィアという女神をどこかで見たことがあったんですよ」

　ＶＲゲームに詳しい渚なぎさが思い出したらしい。

「オープンワールドの恋愛ゲーム企画があったんです。製作者は高校生の同好会が連携して作ろうと。確かこのゲームの肝はＡＩを利用した女の子。たくさんの女の子が出てきてデートなどができます」

「マップに散らばる場所はデートスポットだったのか」

「企業スポンサーもついてデータ収集の一面もあったらしいですよ。今の高校生はどんな女の子が好きなのか。知能を持った女の子も生き残りのために成長していきます。つまり恋愛のカンブリアのような場所です」

　カンブリア。生物の多様性が爆発するように増大した時代のことだ。

「男子のニーズに合わせて女子が変化していきます。つまりその時代の男子に好かれる女子が生き残り、さらに進化していくということです」

　そのデータを現実にフィードバックし、様々なビジネスに利用しようということだ。

「こんな大掛かりなゲームだったのか。にしては……」

　疑問がある。なんでプレイヤーがいないのか。

「これは未完成なんです。製作段階で意見が分かれて頓とん挫ざしたんです。そのまま放置されてしまいました」

　計画が頓とん挫ざした理由はわかる気がする。女子が男子に求める条件は多肢にわたるが、高校生男子が求める条件などエロぐらいのものだ。パンツを見せれば好きになる単純さ。

「でも、僕らにとってはラッキーなケースですよ。だって恋愛ですから」

「だから鳴なる海み君がモテモテだったんだねえ」

　梨り々り花かが嫌味を言った。最初からソーマたちが鳴なる海みに協力してくれたのは、チュートリアルではなく単なる好感度の問題だったのだ。

「ソーマの態度は好感度ボーナスです。最初に会った女性の好感度が上がるという」

「俺がモテモテな理由はわかった。だけど問題がある。なんで恋愛ゲームなのにゴブリンとか出てくるんだ？」

　ソーマの話ではかなり凄惨だ。この世界で女の子たちがゴブリンに襲われ殺されたという。だからこの神殿でも武装した戦士がいるのだ。

「ベースは恋愛なのは間違いないです。もしかしたらミニゲームとしてバトル要素も組み込まれた可能性があります。でも、ちょっとバトルメインすぎますよね」

　渚なぎさも首を傾かしげている。

「スタートの教会の画像も静止画ですが見たことがあるんです。あんな花畑なんてなく、ちょっとした花壇がある程度でしたよ」

「じゃあ、その花壇の花が種を飛ばして花畑になったんだね」

　梨り々り花かの無邪気な言葉に鳴なる海みは反応した。

「……そうなのかもしれない。このフィールドには進化のＡＩが組み込まれてる。もしも、放置されたこの世界の生命たちが抗あらがったのだとしたら？」

「恋愛ゲームのミニゲームにバトルを入れるのはよくあります。もしかしたらゴブリンのほかにもちょっとしたモンスターがいたのかもしれません。そして放置されている間に、繁殖することを選択した可能性もありますね」

　ミニゲームのモンスター同士の戦いが始まった可能性がある。そして弱いモンスターは淘とう汰たされ、ゴブリンだけが生き残ったとしたら。生存競争の常で、生き残った種はその過程において進化する。恋愛ゲームとは思えない凶暴なモンスターが誕生したことだろう。

「同時に女の子たちも戦いを覚えた」

　ソーマたちが好戦的だったのはそれが理由だ。ダンスやメイクを覚えるよりも、この世界のニーズに応えて女の子たちが強くなった。放置された世界は独自の進化を遂げたのだ。

「そうです。そのうちに私は身体能力の高い天使を生みだすことに成功したのです」

　ソフィアだった。彼女はこちらの話に聞き耳を立てていたようだ。

「きっと、このゲームは女の子を呼びだせるんです。性格や身体的特徴などのパターンは一兆以上。その後の育成などを含めると無限のパターンがあります」

　オープンワールドでのリアルな恋愛ゲームを作ろうとしていたのだ。そして女神は女の子を呼びだし続けた。そのうちに身体能力の高い女の子たちを優先していったのかもしれない。

「そうか、やっぱり女神様だ」

　このゲームのキーはこの女神だ。梨り々り花かはもちろん、再ログインできない鳴なる海みや福ふく永ながが戦うにはリスクがある。だとしたら女の子にやってもらうしかない。恋愛ゲームの女の子をそのまま戦闘へと流用すればいい。

「その前に……」

　ソフィアが神殿の外に目をやった。

「敵襲ですか」

　鳴なる海みはすぐに気づいた。ソフィアの温和な表情に鋭さが混ざっている。

「一日に数回、神殿が襲われます。しかしはぐれモンスターですので問題ありません。あなたたちは安全な神殿にいれば大丈夫です」

「いえ、俺たちも手伝います」

　これは敵を知るチャンスだ。そして女神様に恩を売るチャンスでもある。

「ではお願いします。あなたが守護戦士たちに指示を出すのです」

「わかりました。梨り々り花かと渚なぎさは神殿の中にいてくれ。福ふく永ながはこい」

　鳴なる海みは福ふく永ながとソーマ、バイオレットを連れて神殿の外に出る。外ではすでに守護戦士たちが警戒していた。

「指示をお願いします」

　ソフィアの下知を受けたのだろう守護戦士の一人が鳴なる海みの前に出る。

「横並びになって壁を作って。……福ふく永ながはその後ろに」

　福ふく永ながは仮想梨り々り花かだ。梨り々り花かを守りながら戦う演習としたい。

　風でざわざわと木々が揺れる。物音がするたびに鼓動が高鳴る。たとえ仮想だとしても死の恐怖は現実と同じだ。果たしてゴブリンとはどんなモンスターだ……。

　周囲に目を凝らしていると、いきなり甲高い声が響いた。

「ピコーン！」

　腰を抜かしそうになりソーマに支えられる。声は上からだ。見上げた鳴なる海みは目を丸くする。頭上を飛んでいるのは妖精だった。なんでここにあいつが……。

「戦闘開始です、配置についてください」

　頭上を旋回する妖精が警告する。だがその前に福ふく永ながたちは戦闘態勢を取っていた。木々の陰から出現したのは緑色の醜悪な怪物だった。

「うわあ……」

　恋愛ゲームにそぐわないモンスターだ。緑色の猿のような体にイノシシの顔をつなげたような粗雑な造形。濁った眼めに鋭い牙と爪。女の子たちが進化したように、このモンスターも戦闘特化していったのだ。

「福ふく永ながは動くな！」

　我に返った鳴なる海みは叫ぶ。これは福ふく永ながを守りながら戦う演習だ。

　福ふく永なが中心に防衛ラインを築く。敵の数はどのくらいだ。一体ならなんとか……。

「後ろ！」

　福ふく永ながが叫ぶ。ゴブリンは二匹だ。正面から出るゴブリンに警戒させ、背後から急襲するといいう簡単な戦略を使う知能がある。

「陣形を崩すな！」

　同時に正面のゴブリンが防衛ラインと激突した。盾で固めていたため、はじき返されたのはゴブリンだ。すぐに戦士たちがためらいもなく剣で突き刺す。どす黒い血が派手に飛び散り断末魔の咆ほう哮こうが響く。

　背後のゴブリンは攻撃を躊ちゆう躇ちよした。その隙にソーマが足に剣を突き立てた。ゴブリンは苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げると、森の中に走り消えていく。

「追わなくていい」

　その場で陣形を維持したまま警戒する。他にゴブリンがいないことを確認して大きく息を吐いた。目の前のゴブリンの醜い死体を見て思う。油断すれば鳴なる海みたちもこのようになる。ここは生きるか死ぬかのシビアな世界だ。

　それでもゴブリンは倒せることが分かった。この世界の女の子たちを使えば守れる。

「それより」鳴なる海みは肩にとまった妖精を見た。「なんでお前がここにいる？」

　この妖精は馬鹿なほうだ。つまり梨り々り花かのペットのベスだ。ここは仮想なのでいつものロボットボディではなく、半裸の女性のように見える。

「梨り々り花かさんに会いに来たんです。サドンデスへのお誘いです。そろそろ参加をしてもらわないといけませんから」

　梨り々り花かは死のゲームに参加し続けねばならない。

「このゲームが終わるまで待てよ」

「リスクがあるゲームに参加しないといけません。これはあくまでもお遊びです」

「ゲームオーバーになったらリカは危険だ。リスクはある」

「それはあくまで副次的要素です。一週間以内に処刑タロット『発狂する月ムーン』へのエントリーが必要です。それが不可能だった場合、梨り々り花かさんは──死にます」
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「わあ、ベスも来たんだね」

　神殿に戻ると、梨り々り花かは無邪気に喜んでいた。

「でもこいつ、無理難題を吹っ掛けやがった」

「いえ、私が吹っ掛けたのではありません。これはルールです」

　妖精は梨り々り花かの肩の上でしゅんとしている。

「これは私のせいだよ。だって副会長とのゲームに負けたからこうなってる。これは敗者のペナルティなの」

　あれから鳴なる海みは神殿の前で待機し数回の戦闘を繰り返した。守護戦士たちに怪け我が人にんが出たものの、問題なく仮想梨り々り花かを護衛できた。

「ゴブリンとの戦闘はなんとかなりそうだった。思ったよりもゴブリンは弱い」

「違うと思う」

　福ふく永ながが首を振る。彼女は戦わずにずっと戦闘を見ていた。

「きっと女の子たちはあなたのために戦っている。身を守るためじゃなく意思を持って戦っているの。だから女の子が強くなっている」

「恋愛ゲームの要素がプラスになっているってことですね」

　渚なぎさも同意した。さらにこの世界は戦術が発達していない。それも鳴なる海みたちにとってはアドバンテージだ。

「しかし、問題を解決したと思ったらさらなる問題がなあ」

　妖精のおかげでリスクある移動に時間制限が追加されてしまった。

「それにしても、ピコーンってなんだったんだよ」

「なんか言わねばならないような気がしたんです」

　首を傾かしげる妖精の横で渚なぎさが補足する。

「戦闘はミニゲームのようなものですから、戦う前に合図するシステムがあったんじゃないですか。そのプログラムの残骸を妖精が拾っちゃったとか」

　だとしたらこの妖精も敵の奇襲を防ぐ武器となる。

「でも大丈夫ですかねえ。梨り々り花かさんたちを探しにこの世界を飛び回りましたけど、結構ゴブリンがいましたよ」

「ん？　たとえば俺たちが目指すエリアにはどのくらいいる？」

「一回の戦闘で、多ければ百匹は出てくると考えたほうがいいですかね」

　鳴なる海みたちは顔を見合わせた。そんなに出てくると梨り々り花かを守りきれない。

「素晴らしい働きでしたよ」

　声は女神だった。ソフィアがこちらの会話に聞き耳を立てていたのだ。この問題を解決するにはやはり女神の力が必要だ。

「俺たちは理由あって北へ移動しなきゃいけないんです。それで守護戦士たちをしばらく借りることはできませんか？」

「それは不可能です。彼女たちは私のために召喚した天使。つまり私と契約しているのです。人間の男には見向きもしません」

　神殿にいる守護戦士たちは、こちらを見て相変わらずきゃーきゃーと騒いでいる。

「……でなくとも、彼女たちは神殿周辺から動けません」

　ではゴブリンを戦う方法は一つしかない。

「ソフィア様、醜いゴブリンは俺が倒します。なので女の子を呼びだして、いえ召喚とかいうやつをやってもらえますか」

　鳴なる海みの言葉にソフィアが微ほほ笑えむ。

「その言葉を待っていましたよ。それは異世界の男だけに与えられた特権。男に呼びだされた天使は人の子となるのです。あなたがこの世界に散らばる醜いモンスターを駆逐するというのなら力を貸しましょう」

　鳴なる海みとソフィアが見つめ合う。そのうちに沈黙が流れた。

「ん？　え？」

「あ、それではオーブをここに」

　オーブとはなんだと、鳴なる海みは渚なぎさを見る。

「無制限というわけにはいかないのでしょう。きっとアイテムが必要です」

「オーブはこの神殿で手に入りますよ。購入してください。アイテムはこの世界のお金で買えますが、オーブだけは日本円でお願いします」

　まさか、このシステムは……。

「課金システムか？」

「いいえ、私がほしいのは神聖なるオーブです。お金など女神には不要」

「じゃあ、なんとか無料で女の子を……」

「そのためにはオーブが必要なのです」

　なんだこいつは。女神のくせに平然と金を要求してくる。そもそもこの世界の女の子たちはソフィアが生みだしたのではなかったのか？

「オーブは神殿に自然発生もしますが、一日に一つ程度。生みだした天使は神殿の守護をします。あなたと行動を共にする天使のオーブはあなたが用意しなければなりません」

　鳴なる海みたちはこの強欲女神を横に、再び話し合うことになった。

「俺は金を持ち込めていない」

　ログイン時に衣服以外は再現されない。福ふく永ながと渚なぎさと梨り々り花かも同じようだ。

「あのー、初回サービスで十回だけ半額になりますが……」

「ちょっと黙ってて」

　鳴なる海みはソフィアを制して妖精に向く。

「なあベス、金を貸してくれ。頼む。倍にして返すから」

「絶対に戻ってこないパターンだし、持ってないですし」

　この強欲妖精も持ってなければここには日本円がない。そしていつまでも考えているわけにはいかない。梨り々り花かを一週間以内にサドンデスに参戦させるという条件も出現した。

「ソーマたちのように落ち延びた女の子がいるはずです。それを回収しながら行くとか」

　渚なぎさの意見はあまりに運だよりだ。

「武器を作るとか。異世界に現代技術を持ち込むの」

　梨り々り花かの意見はありだが、その時間がなさすぎる。だとしたらどうすればいいか。こうして迷っていても移動時間が削られていく……。

「あの……」

「なんだ！」

　イラついた鳴なる海みが向くと、ソフィアがもじもじとしていた。

「すいません、なんでしょう女神様」

「実は私も切羽詰まっているのです……」

　話を聞くと、この様な女神の神殿はこの世界にいくつもあるらしい。女神は魔法陣を利用してそれらの神殿を移動していたが、ゴブリンの勢力拡大とともに、ついにこの神殿しか使えなくなった。ここが最後の神殿ということだ。

「つまり俺たちと女神様には共通した目的があるということか」

　ゴブリンを間引きすれば神殿を取り返せる。それには女の子たちを指示できる男が必要なのだ。だが、この捨てられたゲームにログインする男はいなかった。よって女神にとってもこれは最初で最後のチャンスとなる。

「すべてを取り戻せとは言いません。北の大神殿を取り返してください。また、北の大神殿までに三つほどの小さな神殿もあります。そこを解放しながら旅をするなら私の力を貸してもいいでしょう。」

　鳴なる海みたちはソフィアの前に膝をつく。選択の余地はなかった。

「女神様、神殿の解放を約束します」

「ではローンを組んでください」

　鳴なる海みは顔をしかめる。この女神は何を言ってるのだ。

「無制限とはいきませんからね。そして金利はトゴとなります……」

「いや、まてまて。吹っ掛けすぎだろ」

　トゴとは闇金の用語で十日で五割の利子をつけるということだ。

「ローンを組むのもリスクがあるのですよ。取っぱぐれたら私も破産です。ですが、あなたたちの目的のために協力しようと言っているのです。この女神がですよ」

「……わかりました。女神様、お力をお貸しください。ローンを組ませてください。ただトゴは勘弁してください。せめてトイチに」

「……家畜が」

「え？」

「いいえ、仕方ありませんトイチでいいでしょう。女神の慈悲ですよ。貸しだせる現金は……いえ、オーブは五十が限界です」

　五十人。その戦力でゴールまでたどり着けるか。足りない戦力は渚なぎさの言う、生き残りの女の子を集める作戦を決行するしかない。

「わかった、スポーツ研究会として金を借りる」

「結構大金ですよ。もしかしたらオーブの金額も吹っ掛けてるのかもしれません」

　渚なぎさが囁ささやくが鳴なる海みは首を振る。強欲とはいえこの世界の女神だ。機嫌を損ねるのはまずかった。金で済むならば仕方がない。それにいざとなれば反ほ故ごにすればいい。現実世界の契約は守るべきだが、ここは異世界だ。現実まで取り立てにはこれまい。

「基本的に女の子は運命ですが、召喚の希望などはありますか？　少しは希望が通りますよ。ピックアップキャンペーンもありますので」

「黒髪でスタイルがよくて明るく楽し……いや、身体能力が高い女の子をお願いします」

「わかりました、それで回しなさい」

「なんだよ回すって」

　ソフィアがいきなり発光し始めた。大広間に魔法陣のようなマークが浮かび上がる。

「おお……」

　驚嘆する鳴なる海みたちの前に女性が出現する……。

　鳴なる海みたちは続々と召喚される女の子の管理に追われた。名前を登録したり装備を配ったりと大わらわだ。戦力としては少なく感じるが、合計五十人の女の子は多い。これはもう軍隊だ。

　装備を整え戦闘の講習、そして鳴なる海みとの交流。すべてが終わったのは朝方だった。

「これから女神様の神殿を奪還していく」

　鳴なる海みは五十人の女の子たちの前に立っていた。彼女たちには本当のことは教えていない。表向きはエリアに散らばる神殿の奪還としている。女神の力を借りていることもあり、それは仕方がない。

「あなたたちにはソフィアの加護があります。恐れることはありません」

　祭壇のソフィアが女の子たちに微ほほ笑えみかけている。

「もちろん私たちも一緒に行きます。決めたんです。たとえ危険があっても、私たちはあなたに尽くします」

　ソーマとバイオレットがうなずいている。目には迷いがなかった。これで戦力は五十二人。

「用意はいいか」

　女の子たちが「はい！」と返答する。スカートを穿はいた五十二人の戦闘部隊。

「勇敢に戦いなさい、人の子たちよ」

　ソフィアが慈愛に満ちた笑みで見送る。

「あと、ローンも忘れずに」
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　旅は順調だった。

　これがゲームであると再確認するのは、敵の来襲にいちいち妖精が反応することだ。

　どんなに獰どう猛もうに進化しようとも、しょせんこれは恋愛ゲームだった。製作者はシビアな戦闘システムなど取り入れる気はなかったのだろう。

　女の子たちの装備は、コスプレの延長ともいえる粗末なものだった。それでもゴブリンは道具を使う知能もなく、迎撃は簡単だった。獰どう猛もうに進化する時間はあっても、武器を使うまではいかなかったのだ。

「順調ですね」

　雑草だらけの黄色いレンガ道を歩く渚なぎさが言う。それにしてもマップが広い。森を抜けたら延々と荒れ地が広がっている。妖精が来たことで正確な座標が判明したが、ここから北西へ百キロ程度。一週間の猶予があるとはいえぎりぎりだ。

「オープンワールドですからね。きっと馬とか船とか乗り物を取り入れるつもりだったと思いますよ」

「それを徒歩だと疲れるよな」

「でもさ、みんなで黄色いレンガの道を歩くのって、『オズの魔法使い』みたいじゃない？」

　女の子に守られる梨り々り花かが声をかけてくる。

「私はお家うちに帰りたいドロシーなの」

「僕は勇気がほしいライオンですかね」と、渚なぎさがくすっと笑う。

「じゃあ、あいつは優しい心がほしい木こり」

　鳴なる海みが福ふく永ながを指さすと、彼女は顔をしかめる。

「あなたはお金がほしい守銭奴」

「おい、かかしはどこいったんだよ。なあ、トト」

「ベスです」

　会話をしているとほんの少しだけ気分が晴れた。違う目的の人間がこうして集まっているのは、梨り々り花かのためだ。まずは彼女をスポーツ研究会の部室に戻す。

「そろそろポジションを変えよう。さっき戦った子は梨り々り花かのそばに」

　鳴なる海みは女の子たちに指示を出す。はぐれゴブリンしか出てこないうちに、多くの女の子たちに戦闘経験を積ませたかった。そして、歩きながらもできるだけ交流する。名前を覚えることはもちろん、それぞれの性格を把握しなければならない。

　当然ながら五十二人の女の子はすべて違う。髪や瞳の色、体形や性格、身体能力や口調なども千差万別だ。

　鳴なる海みが話しかけると、女の子はうれしそうに笑う。鳴なる海みに好意的なのは、難易度の低い恋愛ゲームだからだろう。そんな好感度を利用することに罪悪感はあるが、しょせんゲームだ。

「ピコーン！」

　梨り々り花かの肩に座っていた妖精が声を上げる。

　同時に鳴なる海みは女の子たちに指示を出す。岩陰のゴブリンの姿が見えた。

　すぐに十人ほどで梨り々り花かを囲ませ、二十人ほどにゴブリンの対応を任せる。その他は伏兵を警戒して陣形を組ませる。

　戦闘はすぐに終わった。ゴブリンは女の子たちに剣で貫かれ何もできずに死亡する。やはり指示をする男がいると強い。

　その後はゴブリンに遭遇することなく、夜になる前に野営ポイントを決める。

　携帯する装備はソーマたちが中心となって用意していた。テントは屋根の布を張るだけのシンプルなもの。五十人以上の食事を作る鍋や食器など。ゲームとはいえ飲食の概念があるのが大変だ。

　それでも夜になる頃にはテントが張られ、中央に大きな焚たき火びができる。女の子たちが積極的に食事の用意をしていた。しかし焚たき火びで焼くイノシシの肉は真っ黒焦げだ。

「どうもドジっ娘属性が発動しているようです」

　渚なぎさが腕を組んでその様子を見守っている。

「あっちでは、さっそく塩と砂糖を間違えてます」

「……うーん、アバウトな体育会系に偏ってしまったか」

　戦闘能力にパラメーターを振ってある女の子たちは料理が苦手だ。さらに、この世界の料理文化は発達しておらず、香辛料なども数少ない。

　思えば『ゴールデンドラゴン』の世界は料理がおいしかった。

　鳴なる海みは自分で料理を作ることにした。胡こ椒しようなどはないが、花畑から採ってきたハーブの類はある。まずは肉にハーブを詰めて香草焼きを作る。骨は煮詰めてスープにして、ニラのような香草と一緒にジャガイモを入れる。食文化が発展していない世界は出だ汁しという概念がないのだ。

「よかったら味見をしてくれるか？」

　鳴なる海みは近くにいた女の子にスープと肉の味を見てもらう。

「おいしいです。こんなの初めて」

「お肉もこうすると全然臭みがないです」

　ハーブをぶち込んで焼いただけなのにとてつもなく評判がいい。

「なんか好感度もアップしているみたいです」

　渚なぎさが耳打ちする。恋愛ゲームとして女の子の評価が上がったのだ。調子に乗った鳴なる海みは、女の子たちに料理を配っていく。

「……ん、どうした、リカ？」

　梨り々り花かは焼いたジャガイモをもそもそと食べている。笑顔で満たされる輪の中で梨り々り花かは不機嫌だった。

「調子に乗らないでね。君が偉いんじゃないよ。君が適当に読んだキャンプ料理雑誌の編集者が偉いんであって、君はその情報を流用しているだけ。勝手に異世界無双やってなさい。肉焼いたぐらいで尊敬されてすごいねえ」

　女の子たちの好感度に対し、梨り々り花かの評価は下がってしまった。ちらりと横を見ると、福ふく永ながはバイオレットと飯を食べている。この無口コンビは意外に気が合うらしい。

「……それより問題があります。コウさん、ちょっといいですか？」

　渚なぎさは福ふく永ながを呼ぶと、地図を開いて見せた。

「僕らの行軍の名目はゴブリンの巣そう窟くつと化した北の大神殿を取り返すこと。でも、僕らが最終的に目指すのはここです」

　渚なぎさが指さしたのは『伝説の大樹』というポイントだった。ここが目指す座標だ。梨り々り花かの実体がある場所。

「あと三日後に分かれ道にたどり着き、右折します。でも神殿を取り返すなら左折」

　渚なぎさの言動の意味はわかった。そのときに女の子たちはそれを受け入れてくれるか。大樹は女神にとって特に意味のない場所だ。あと三日後に鳴なる海みたちの利己的な目的がばれてしまう。

　そのときに女の子たちはどうするか……。

「噓うそはよくないと思う。私は今から話すべきだと思うよ」

「それは駄目だ」鳴なる海みは梨り々り花かに首を振る。「他人に決断を迫る場合のセオリーは、考える時間を与えるな、だ。言うにしても分かれ道でだ」

「でも、彼女たちは命をかけて戦っている」

「しょせんゲームのキャラクターだよ」

　鳴なる海みと梨り々り花かの間にぎこちない沈黙が流れる。気まずそうに渚なぎさが福ふく永ながに向いた。

「……私も鳴なる海み君に賛成。ゲームのキャラクターに感情移入をしちゃ、いけない」

「では、結論は三日後に」

　渚なぎさの結論に梨り々り花かは反論しなかった。

「でも、現実的にどうすればいいでしょうか。三日後に彼女たちが反旗を翻ひるがえしたら」

「あと三日間時間がある。それまでに彼女たちをソフィアから奪う」

　このゲームのキーパーソンは鳴なる海みだ。ここには鳴なる海みと渚なぎさしか男がいないからだ。渚なぎさはいつも梨り々り花かのそばにいるために、女の子たちは察して渚なぎさには近寄らない。おそらく梨り々り花かと渚なぎさは恋人だと思われている。つまり彼女たちと恋愛ゲームをできるのは鳴なる海みだけだ。

「俺たちの目的を達成するには二つの要素を攻略する必要がある。まずは戦闘。今までは小規模な戦闘だったが、これから本格化する。だとしたら戦術が必要だ。たとえば、部隊をわけて戦術の幅を広げるとか」

　五つの小隊に分けるのがいいのではないかと考えている。

「そして二つ目の要素は好感度だ。アイテムなどを使って好感度を上げる。三日後までにソフィアよりも俺を選ばせる必要があるからだ」

　梨り々り花かと渚なぎさが神殿を横目で窺うかがう。最終目的地が『伝説の大樹』であることはソフィアにも言っていない。この行動は世界の神に逆らうということになる。

　祈り終えた女の子たちが神殿から出てきた。目的達成には彼女たちの力が必要だ。そして女神であろうとも利用してやる。

　その夜、鳴なる海みは部隊の構造改革に動いた。

　食事を取り終って、鳴なる海みは女の子たちの前に立つ。

「これは聖戦だ。この戦いを凶悪なモンスターから世界を取り戻す礎いしずえにしたい」

　女の子たちは鳴なる海みの言葉に聞き入っている。ソフィアまでとはいかないが、彼女たちにとって鳴なる海みは特別な存在だ。

「これからは細かい戦術が必要となる。だからまずは部隊を四つの小隊に分ける。そして小隊長はこの四人だ」

　鳴なる海みは四人を指さす。渚なぎさと福ふく永なが、ソーマとバイオレット。この選出の条件は当然ながら鳴なる海みと意思統一がしやすいことだ。

「そして俺がその四人の小隊長に指示を出すことになる」

　四つの小部隊とは別に、梨り々り花かを守る近この衛え兵へいも組織したい。つまり部隊は五つだ。

「これから戦闘が激化するけど、活躍した者には女神に代わって俺が褒ほう章しようを出す」

　もちろんそれは好感度アイテムだ。三日後までに全員の心をつかめるとは思えない。だとしたら選抜だ。戦いで活躍した女の子にアイテムを与え好感度を上げる。強い半分がついてくればいいと考えていた。

「女神様はこの世界の平和を望んでいる。そして俺は女神様の剣となるつもりだ。たとえ死んでも平和な世界を取り戻す」

　場は女の子たちの拍手で満たされる。
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　次の日から戦闘が激化した。

　はぐれゴブリンではなく、群れとして襲ってきた。だが、鳴なる海みたちも五つに分けた部隊を駆使して梨り々り花かを防衛する。

　ソーマとバイオレットの部隊で攻撃し、渚なぎさは伏兵を警戒し後ろを守る。福ふく永ながは遊軍として扱い、鳴なる海みは指示を出しつつ近この衛え兵へいで梨り々り花かを護衛するといった役割だ。

「福ふく永なが、残党がいないか確認してくれ。ソーマとバイオレットはその場で陣形を崩すな」

　鳴なる海みは指示を出しながら、今回の戦闘で活躍した女の子をメモする。これは選抜テストでもある。強い女の子の好感度は必ず上げておく必要がある。

「残党は、いない」

　福ふく永ながが確認し、鳴なる海みは戦闘態勢を解いた。そろそろ怪け我が人にんも出始めた。軽傷だが、ゴブリンの鋭い爪によって傷を負っている。

　簡単な治療が終わると、鳴なる海みはすぐに褒ほう美び分配に入る。勇敢に戦った女の子に好感度アイテムを配った。一気にあげずに少しずつだ。まず彼女たちに教えるのは、平等ではないということだ。たった一人の男は、周りにいる女の子を平等に扱わないと知らせるのだ。

　そこで始まるのがレースだ……。

　その後、野営ポイントを見つけるまで、戦いを繰り返しながら移動した。鳴なる海みの思惑どおり女の子たちはよく戦った。女神からの褒ほう美びを受け取るため。だが、少しずつ彼女たちの思考が変化していったことに気づいた。

　やはり好感度が上がっている。アイテムを与えるまでもなく、交流することで親密になっている。今までこの世界に男がおらず、溜ためていたやり場のない恋愛感情が一気に噴出したのだ。

「……よし、これで大丈夫だ」

　鳴なる海みは怪け我がをした女の子に包帯を巻いてやった。

「ありがとうございます」

　彼女は潤んだ瞳をこちらに向ける。こんなことで好感度が上がるのだ。これは恋愛ゲームとしてはとても難易度が低く設定されている。

　そして鳴なる海みは食事を終えた後、部隊の編成を変えた。

　梨り々り花かの近この衛え兵へいの人数は減らし、その分を前線に回す。それを見て女の子たちも察したことだろう。この部隊がそのままランキングになっているのだと。

　戦闘で活躍し、アイテムを渡して好感度が高い女子は鳴なる海みの周囲の近この衛え兵へいだ。戦闘で傷つくことが少なく、一番鳴なる海みに近い位置にいる。

　二番目は福ふく永ながの部隊。遊撃軍だが基本的に無茶をさせない。

　三番目が渚なぎさの守備部隊。

　そして最下位がソーマとバイオレットの攻撃部隊だ。彼女たちは鳴なる海みに評価されていないと察している。だからこそゴブリンと戦いアピールできる場所にいる。

「……ふふふ」

　女神のために戦いつつも、鳴なる海みに評価されようと努力する。いつの間にか女神ではなく鳴なる海みを見ているということだ。

「なんか嫌な笑い」

　じろりと梨り々り花かが睨にらんでいる。

「俺は女の子を平等には扱わないけど、公平には扱う」

「うーん、キャバクラみたいで嫌ですねえ」

　苦い顔をする渚なぎさの横で、福ふく永ながはバイオレットと好感度アイテムのお菓子を分け合って食べていた。なんだかこの二人は仲がいい。戦ったことで友情が芽生えたのか。

　三日後には落ち延びた女の子たちを吸収し、戦力は百人近くに増殖する。

「赤丸急上昇の女の子がいる」

「それもまた嫌な表現ですねえ」

　チームの入れ替えをしながら、立場を急上昇させているのはベロニカという少女だった。彼女は召喚組ではなく、ゴブリンがいる危険な地域で落ち延びていた。そのため戦闘経験も多く、さらにこの世界の地理にも詳しい。そんな彼女は一気に近この衛え兵へいまで上りつめた。

　そのころにはほぼチーム編成が固まっていた。ベロニカを含む四人の近この衛え兵へいと積極的に交流し、好感度アイテムを与え関係を強化する。

　そして鳴なる海みたちは最後の小神殿を解放した。

「よくぞここまでたどり着きました」

　目の前でソフィアが微ほほ笑えんでいる。

「ソフィア様の剣となり有害なゴブリンを駆逐いたします」

　鳴なる海みは女の子たちとソフィアに頭を下げる。

「戦いなさい人の子よ。私の加護がある限り……」

　ここでこの女神ともお別れだ。この先にはあの分かれ道がある。

　選択のときが来たのだ。彼女たちが女神と鳴なる海みのどちらを選ぶのか……。

　顔を上げるとソフィアがこちらを見つめていた。

「期待していますよ」

　鳴なる海みはソフィアの聖なる光を受け止める。

「お任せください、ソフィア様」







　夜明けを待って小神殿を出発した。

「止まって」

　鳴なる海みの声に、女の子たちが戦闘態勢に入る。

「いや、敵はいない」

　目の前には装飾されたクリスマスツリーが生えている。金色の玉やラッピングされた箱のような実がなっているが食用ではないらしい。そしてツリーを中央に道が分かれている。

　渚なぎさは緊張した面持ちだ。ここがあの分かれ道。左に行けば神殿があり鳴なる海みたちはそこを目指していた。だが、本当に行きたいのは右だ。

「話がある」

　女の子たちは鳴なる海みの前に集まる。戦闘ごとにミーティングを繰り返していたので、誰も疑問に思わない。ただ、女の子たちのポジションは決まっていた。鳴なる海みの周りには梨り々り花かや小隊長の五人。前列は近この衛え兵へい、その次に福ふく永なが率いる遊軍と、クラスによって距離が違う。最下位の女の子は最後尾で立って話を聞いている。単なるミーティングであっても序列ができていた。

「ここから北西に行けば、ここ一帯最大規模の北の神殿がある。それを取り戻すのがソフィア様の願いだった」

　女の子たちはうなずき合っている。これから始まるだろうゴブリンとの戦闘にも心はくじけていない。いや、逆に気持ちは高揚している。

「……でも、俺たちはそっちにはいかない。俺が解放したいのは伝説の大樹だ。女神にも関連もないただの大樹だ」

　女の子たちが顔を見合わせている。明らかに動揺していた。

「あの、先にそっちのほうのゴブリンを壊滅させるということでしょうか」

　ソーマも困惑している。これは彼女にも話していないことだ。

「その先はない。大樹を解放して俺たちの戦いは終わる。北の神殿の解放は自由だが、それに関して俺は協力できない」

　ここまでソフィアのためにという名目で戦ってきた。女の子たちは勇敢だったが、それは大義があったからだ。世界のため、女神のためという大義の前に、好きな人のためという力はあまりにか弱い。それでもここで噓うそをつくのは得策ではない。甘言を無理に押し込めると、どこかで歪ゆがんでしまう。

「行動は自由だよ。俺についてくるか、それとも北の大神殿を解放するか、安全な場所に引き返してもいい」

　背後の渚なぎさがごくりと唾を飲み込む。福ふく永ながが梨り々り花かに近寄る。この言動によって攻撃を受けるという最悪のケースもあり得る。そうなれば逃げるしかない……。

　最前列にいた四人の女の子が立ち上がった。

「私は鳴なる海みさんについていきます」

　はっきりと口にしたのはベロニカを含む近この衛え兵へいの四人だ。鳴なる海みの直接の指示のもと梨り々り花かを守る最後の盾。戦闘能力に秀ひいで、鳴なる海みへの好感度も高い女の子たちだ。

　彼女たちの言葉が引き金になった。次々と女の子が立ち上がる。女神の信仰より鳴なる海みへの愛が上回った瞬間だった。すべての女の子の心は一つになった。

　そして最後の戦いへ──。
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　湖に月が浮かんでいる。

　鳴なる海みたちは湖畔で野営をしていた。ここから伝説の大樹まであと丸三日はかかるだろう。それは梨り々り花かのタイムリミットでもある。

　鳴なる海みはさざ波が打ち寄せる湖に目をやる。戦闘中はもちろん、移動中も食事中も女の子の好感度を上げるためにコミュニケーションをとっていた。皆が寝静まったこの隙間のようなこの時間だけが一人になれる。

　湖畔を歩いていると、ぱしゃぱしゃと水の音が聞こえた。

　思わず息を潜めたが、すぐに安あん堵どする。そこには水浴びをする二人の姿があるだけだった。

「わっ、わっ」

　鳴なる海みに気づいたソーマが慌てて体を隠す。バイオレットと二人で体を洗っていたようだ。

「ごめん、続けて」

　鳴なる海みは慌てて引き返す。ゲームキャラクターとはいえ裸を見るのには罪悪感があった。

「あの……」

　呼び止められ、振り向くとソーマが立っていた。体も拭かずにワンピースを着たので、体のラインが見えている。

「ゆっくり浴びていいよ。俺のことは気にしないで」

　少しだけ疑問に思った。基本的に女の子たちは所属のグループで一緒に水浴びをしていたが、なんでソーマたちだけ今頃なのか。

「でも、久しぶりに鳴なる海みさんと話せるから」

　最近彼女と会話していないことに気づいた。戦闘でも指示を与えるだけだ。

　鳴なる海みとソーマは並んで湖畔を歩く。彼女には一度も好感度アイテムをあげていない。それでもこうして鳴なる海みを慕っているのは、初めて会った好感度ボーナスがあるからだ。

　彼女はこのゲームの世界に作られたくだらないルールに翻弄されている。

「何か言いたいことがあるのかい？」

　ソーマの表情は煮え切らない。

「女神を裏切ったから？」

「それもありますけど。……私に言ってほしかったです」

「あの分かれ道でみんなに決断させたかったんだ」

「でも、あの四人には言いましたよね」

　ソーマの瞳が月明りでギラリと光った。彼女は知っていたのだ。

　確かにあの四人、近この衛え兵へいの四人だけには先にソフィアを裏切ることを言っていた。理由はいくつかある。まず好感度が高い四人は鳴なる海みを選ぶとの算段があった。この四人がソフィアを選べばどちらにしろ他の女の子も無理だ。

　そして分かれ道で決断を迫ったとき、あの四人が賛同に回れば流れができる。女性は自分の意思が薄く決断もできない。誰かが決断してくれと願い、集団の中にいたい。全員が鳴なる海み側についたのは、そんな流れができたからだ。

「ソーマたちは戻ってもいい。ここまでゴブリンを倒してきた。今ならあの花畑まで安全に戻れると思うよ」

「そういうこと言わないでください。私は戦えないけど、私はあなたのために……」

　ソーマが湖岸を走り去っていく。そんな後姿を見送りながら鳴なる海みは思う。彼女に感情移入してはいけない。これはゲームなのだ。

「……この世界から早く出なきゃいけない」

　振り向くと木の陰に梨り々り花かが立っていた。彼女を守るように福ふく永ながも立っている。

「そうしないと、どんどん君のことが嫌いになる。女の子を使い捨てにする君が嫌い。だからといってゲームのキャラクターに感情移入する君も嫌だ」

「俺は彼女たちにまったく情はない。ソーマたちはもうこの戦闘についてくるのは無理だ。お払い箱にしてもいいと思ってる」

「……あの子はお払い箱にしない」

　福ふく永ながは水浴びを続けているバイオレットを見ている。

「情が移ってるじゃないか」

　危険な兆候だ。梨り々り花かも福ふく永ながも渚なぎさも、この世界に感化されている。恋愛ゲームの毒が回る前に脱出を果たさねばならない……。




　夜が明けて、鳴なる海みたちは移動する。

　北側エリアはモンスターの巣そう窟くつだけあり、いきなり激しい戦闘が開始される。

「梨り々り花かを頼むぞ」

　鳴なる海みはまず四人の近この衛え兵へいに向く。彼女たちの鳴なる海みに向ける愛は女神ソフィアの信仰心より強い。そして誰かのために戦う彼女たちも強くなった。

「陣形を崩すな、壁を作って相手の攻撃を受け止めろ」

　攻撃部隊のソーマとバイオレットに指示を出す。魔法はおろか弓など遠距離攻撃のない戦いは持久戦だ。焦あせったほうが負ける。

　焦じれたゴブリンが単独で走ってくる。すぐに福ふく永ながに指示を出して遊撃軍がゴブリンを剣で串刺しにした。

「数の優位を保て」

　鳴なる海みは近この衛え兵へいの四人の近くで指示を出す。梨り々り花かは大丈夫だ。こんなときでも落ち着いている。この程度のゴブリンの数だったら問題ない。戦いを繰り返すことで女の子たちの戦闘技術も連携の練度も上がっている。どんなに獰どう猛もうでもゴブリンは素手だ。

「……ん？」

　陣形が乱れている。ゴブリンに引っかかれ怪け我がをした女の子が出る。助けるよう指示したが、なんだか動きがぎこちない。統制が乱れている。

「安心してください。お守りします」

　近この衛え兵へいが梨り々り花かに言う。そんな彼女たちの表情に違和感が生じた。仲間が傷つくたびに、苦痛の表情を浮かべていた彼女たちは平然としている。いや、もっと別の何かが……。

　防衛網を破ってゴブリンが突進する。だが、素早く反応した福ふく永ながが蹴り飛ばす。この世界の動きになれた彼女の攻撃力はすさまじい。

　そのゴブリンにとどめを刺すと、森が静かになる。ちらりと妖精を見ると「もう、いないようですよ」とうなずく。

「……怪け我が人にんを治療して。急いで」

　鳴なる海みは警戒を解いて指示する。怪け我が人にんが多い。行動不能になるほどの重傷者はいないが、しっかりと戦えば無傷で勝利できる戦いだった。何かがおかしい。

「連携が悪い、かも」

　福ふく永ながも違和感を持っている。

「先輩、ミーティングで戦略を再編成したほうがいいんじゃないですか？」

「いや、そんな時間はない。いつもの褒ほう賞しよう授与だけやる」

　鳴なる海みは活躍した女の子に好感度アイテムを与え、さらにランクアップやダウンなどに伴って部隊の入れ替えを行った。

「それって練度が落ちそうですけど」

「でも公平さは必須だろ。両立はできないなら公平さを取る」

　しかしあまりに連携が落ちるのはまずい。部隊を五つに分けているのが問題なのだろうか。それでもたった五つだ。知能の低いゴブリンに勝つだけの単純な戦術だ。それなのにあの戦闘におけるずれはなんなのだ？

　まだゴールまで距離がある。それまでにこの違和感の理由に気づかねば、どこかで破たんしてしまう……。

　だが、そのずれの理由を鳴なる海みはすぐに知ることになった。

　その日の夜中、鳴なる海みはふと目を覚ました。体を起こすと梨り々り花かと渚なぎさはハンモックで寝息を立てている。ゴブリンは夜中に活動しないのと、妖精が必ず反応するのでそれほど警戒する必要はないのだ。

　森の中で誰かの声が聞こえた。耳を澄ますと女の子の声だ。

　なぜだか鳴なる海みは気づかれないよう、そっと森を移動する。木の陰から見ると、女の子たちが集まっているのが見えた。数は二十人ほどか。彼女たちはいったい何を話しているのか。

　女の子たちが一人を囲むようにして座っている。中心にいる彼女は……。

　背筋がぞくりとした。いつの間にか背後に誰かが立っていた。

「静かに」

　鳴なる海みの口に指を当てたのは福ふく永ながだった。彼女は「こっち」と、唇を動かして移動を促す。森を抜けて二人は湖畔に出た。

「あれは彼女たち独自のミーティング」

　鳴なる海みは汗をかいていた。もしかして鳴なる海みに対しての反乱か……。

「違う」察した福ふく永ながが首を振る。「どのグループもあなたへの好意を持っている」

「……どのグループも？」

　鳴なる海みはやっと気づいた。ミーティングの中心にいた女の子は近この衛え兵へいの一人だ。

「四つに分かれてる？」

　福ふく永なががうなずく。やはりそうだ、女の子たちに派閥ができてしまった。鳴なる海みの寵ちよう愛あいを受ける四人がまず対立した。そして彼女たちは味方を作ろうと女の子を引き入れた。

　だがどういうことだ？　派閥が作られる可能性は考慮していたが、その利益はあるのか。鳴なる海みが与える好感度アイテムなどは数少ない。

「隠れて」

　不意に福ふく永ながに引っ張られ、鳴なる海みは湖畔の木に身を隠す。姿を現したのは女の子たちだ。先ほどミーティングしていたグループとは違う。様子を窺うかがうと、彼女たちは何かを湖に捨てている。

　鳴なる海みは青ざめた。彼女たちは装備を湖に沈めていた。

　もちろん自分たちの物ではない。対立するグループの装備だ。

　ここでやっと気づいた。彼女たちは鳴なる海みを求めている。そのためにゴブリンを倒すよりも、まず身近な仲間を蹴落とす選択をしたのだ。

　連携が鈍かったのもこれが理由だ。鳴なる海みは部隊を五つに分けている。だが、彼女たちはさらに縦割りで四つに分けているからだ。それも四つのグループが足を引っ張り合ってだ。鳴なる海みがいる前ではもちろんそれは見せない。しかし、醜い人間関係は戦いではっきりと露出した。

「このままではまずいわ」

「……あと、たった三日だ」

　いや三日もある。今後戦いがさらに激化するというのにこれでいいのか。ここで鳴なる海みは自分の間違いに気づいた。やはり彼女たちに女神は必要だった。女神を介して男を好きになるべきだったのだ。しかし鳴なる海みは女神の庇ひ護ごから引き離し、無む垢くな彼女たちに愛を教えてしまった。女の子たちは愛を知り、愛と同義の憎しみも知った……。

　鳴なる海みはその場を動けなかった。女の子たちの姿が消えてからもその場に立ち尽くす。

「このままではゴブリンに殺される。私もあなたも……そしてリカも」

「わからないだろ。彼女たちは勇敢に戦ってくれるはずだ」

　戦いが始まれば役割をこなしてくれる。

「ええ、死を恐れずに戦ってくれるわ。でもね、彼女たちが怖いのは死よりもあなたを失うこと。無む垢くな彼女たちは死の恐怖を知らないけど、心は芽生えた。信仰心ではなく愛が」

「ソフィアを裏切らせたことを責めているのか」

「いいえ、私が責めるのは結果よ」

　福ふく永ながは冷たい視線を向けていた。

「……俺は神を信じない。いるとしても人間を気まぐれにもてあそぶだけの存在だ」

「それは現実のこと？」

「やめろ、そんな目で見るな」鳴なる海みは福ふく永ながの胸を突き飛ばした。「お前に関係ないことだ」

「関係あるわ」福ふく永ながが鳴なる海みの手をつかむ。「このゲームではね。私はやるべきことをやっている。あなたがもしも失敗してリカを失うことがあったなら……許さない」

「黙れ！」

　叫んだ鳴なる海みは、何者かに抱き着かれた。ソーマが鳴なる海みにしがみついている。福ふく永ながの前にはバイオレットが立っていた。

「やめてください」

　バイオレットが消え入りそうな声で言った。

「たとえ魔物の大群が攻めてこようとも、私は最後まで戦います。私はあなたのためならなんでもします。だからそんな顔をしないで……」

　ソーマは涙で顔をぐしゃぐしゃにしていた。バイオレットに泣かれた福ふく永ながも気まずそうに視線を逸そらしている。

「福ふく永なが、なんでもするんだな？」

「ええ。目的のためならなんでも」

　やるしかない。これからの三日間を埋めるだけの時間がほしい。そのためには犠牲が必要だ。女の子たちをまとめるための処方箋が……。

　鳴なる海みは目の前のソーマを抱きしめた。

「え、鳴なる海みさん？」

「いいから、しばらくこのままで」

　月明りに照らされながら二人は抱き合う。湖のさざ波、風に揺れる木々の音。そしてこちらを見つめる彼女たちの気配。
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　伝説の大樹への移動は本格化する。

　タイムリミットはあと三日だ。それまでに梨り々り花かはサドンデスに参加せねばならない。そのためには彼女の心を身体からだに戻してやること……。

　休息の時間はほとんどなかった。立ち止まって休んでいると、すぐにゴブリンたちが襲ってくる。鳴なる海みたちは逃げるように進み続けるしかなかった。

　見通しのいい場所に出て、鳴なる海みたちはつかの間の休息をとる。朝から戦い続け、すでに昼を過ぎていた。ゴブリンを呼び寄せるために火は焚たけず、干し肉をかじる程度の食事しかとれない。それでも休まねば戦えない。

「あの、平気ですから」

「駄目だ。ちゃんとしておかないと」

　ソーマの応急処置をする鳴なる海みに、ちらちらと女の子たちが視線を向けている。怪け我がをしたバイオレットに気づいた福ふく永ながも、彼女の治療を始めた。

「ねえ、ちょっと軽装すぎるんじゃない？」

　様子を見ていた梨り々り花かが近寄ってくる。確かにソーマとバイオレットは布ワンピース姿だ。最低限の装備は女神からもらい、配布したはずだった。

「私たちは軽いほうがいいですから」

　ソーマは気丈に笑うと見張りに戻っていく。見張りは交代で行うはずだが、ソーマとバイオレットはずっとやっている。

「ねえ、なんかおかしくない？」

　異変に気づいた梨り々り花かは困惑している。

「問題ないよ。戦闘もそうだっただろ。それに梨り々り花かは次のゲームのことを考えてればいい。そこまで梨り々り花かを連れていくというゲームは俺がやる」

　ここでの敗北は死と同義だ。タイムリミットが来れば、梨り々り花かは強引にログアウトされサドンデスを行うことになる。処刑タロットのゲームは精神が壊れた状態で勝てるものではない。

「報告があります」

　入れ違いに来たのは近この衛え兵へいのベロニカだ。彼女はこの周辺の地理に詳しいのでガイドを頼んでいた。

「この先にゴブリンの巣そう窟くつがあります。伝説の大樹はそこを抜けねばいけません」

　その最大の難関を突破すればゴールはすぐそこだ。

「出発の準備をしてくれ。それぞれのリーダーは戦術確認を」

　渚なぎさや福ふく永ながは自分の部隊の女の子を確認している。鳴なる海みは近この衛え兵へいの四人に細かい指示を出しながら、横目で様子を窺うかがう。前衛の二チームのリーダーのソーマとバイオレットが部隊の女の子たちに話しかけているのが見えた。だが、誰もが彼女を無視している。

　そんな光景を見て間違っているのではないかと思う。だが今さら何もできない。問題の根本から修正するには時間がなさすぎる。このままやるしかない。

「行こう」

　部隊を進ませると、すぐに妖精が反応する。もうゴブリンが出現した。

　激しい戦いが続いた。ゴブリンの群れを撃退しても、すぐに別の群れに遭遇する。いつまで戦いを繰り返せばいいのかと思う。返り血を浴びながら戦う女の子を見て胸が痛む。

　愛のために生まれた女の子たちが血まみれだ。かわいらしいメイクの代わりに鎧よろいをまとい、ソフトクリームの代わりに剣を持っている。遊園地や映画館に行くのではなく、このような密林で命がけで戦っている。彼女たちは運命に翻弄されている……。

　いや考えるな。ゲームのキャラクターに感情移入してはいけない。しょせん人間を満足させるために作りだされたデータに過ぎない。スマホでやり取りするような使い捨てのコミュニケーションのようなものだ。

「怪け我が人にんを後方部隊に」

　鳴なる海みは編成を組み替えながら戦う。もう褒ほう章しようを与える余裕などはなかった。それでも女の子たちは必死に戦っている。

「先輩！」

　渚なぎさが叫ぶ。見ると防衛網を突破したゴブリンがこちらに向かってくる。梨り々り花かに突進する寸前、盾を持ったベロニカが体当たりする。

「何やってるの！」

　ベロニカが両手を広げて批判する。その矛先はソーマだった。彼女の部隊が陣形を乱して突破されたのだ。

「ごめんなさい」

　ソーマは肩で息をしている。軽装の彼女の体は傷だらけだ。

「ソーマちゃん、一回下がって休もう」

　見かねた梨り々り花かがソーマに手招きする。

「いえ、平気です。私は休むわけにはいきません」

「でも……」

「リカ、口を挟むな」

　ここでソーマを下げるわけにはいかない。彼女は戦闘能力はないが状況判断は的確だ。それに部隊には責任者が必要だ。

「もうすぐ日が暮れるぞ」

　その時間が一番危険だった。ゴブリンが一番活発になる時間帯だ。

　日が沈む寸前、鳴なる海みたちはこれまでで最大の群れを迎撃した。防衛ラインは無残に崩されたが、それでも遊撃の福ふく永ながたちがそれをフォローする。

　死者は出なかったものの、多数の怪け我が人にんを出すことになった。……そして夜。

「大丈夫だ、しょせんゲームだから」

　鳴なる海みの横に真っ青な渚なぎさがいる。先ほどの戦いでゴブリンの牙が渚なぎさの喉元まで迫った。

「平気です。ゲームでは何回も死んだことがありますから」

　渚なぎさはぎこちなく笑ってみせた。このゲームは未完成のゲームであり死の概念がない。なのでプレイヤーたちは綺き麗れいに死ねない。この体が無残に破損されないと死ねないのだ。つまり現実に近い死が存在する。

　そして梨り々り花かのために死ねないという気持ちが、そのまま恐怖として蓄積されていた。鳴なる海みも渚なぎさも、福ふく永ながでさえも死に怯おびえていた。

「あと二日以内に伝説の大樹が見えるはずだ」

　焚たき火びの周りには部隊長が集まっている。鳴なる海みたちの他にはソーマとバイオレットもいる。怪け我がのひどいソーマは包帯でぐるぐる巻きで、まるでミイラ人形のようだ。

「あの、ちょっと行っていいですか？　部隊の女の子たちと話し合いがあるんです。連携のこととか……」

　鳴なる海みがうなずくと、彼女たちは暗い森の中に消えていく。

「自分たちで話し合いなんて、自立心が出てきましたね」

　渚なぎさが言うように、これは変化だ。ソフィアの庇ひ護ごを離れた彼女たちの自立……。

「ちょっとここで待ってて」

　鳴なる海みは立ち上がると、そっと森の中を歩く。

　すぐに火が見えた。少し開けた場所に女の子たちの姿が見えた。前衛部隊の話し合いだ。

　……いや違う。そこには見張りを抜かしたほとんどの女の子がいた。そしてソーマとバイオレットを囲んでいた。息を潜めていると、断片的に言葉を拾えた。

「指示が悪い」「なんであなたが部隊長なの？」「怪け我が人にんが出たのよ」

　それらの言葉は、中心のソーマとバイオレットに向けられていた。二人は反論せずに批判を受け止めている。これは対話ではない。単なる攻撃だ。戦闘能力の低さに反して鳴なる海みの庇ひ護ごを受けている。ソーマとバイオレットは集団のルールを乱す存在なのだ。

　止めるべきか。いや、今はデリケートなときだ。つかの間の休息を終えれば戦いが始まる。それにこうなることは分かっていたではないか。

　とにかく彼女たちの人間関係は、あと二日だけもてばいい。その後の世界は自分には関係はい。クリアー後のゲームなど気に病む必要はない……。

　そして夜が明け、心も体も疲弊したまま戦いが始まる。

　激しい攻撃にさらされながら鳴なる海みは思う。余計なことを考えずに戦いに身を委ねろ。恐怖と熱でくだらない感情など消してしまえばいい……。

「まだか……」

　鳴なる海みは頭上を飛び回るベスを見る。ゲーム情報の断片を受け取る妖精は、戦闘終了の合図をする。だが、今回はいつまでたっても終わりが来ない。

　ゴブリンが絶え間なく襲ってくる。これほどにモンスターがいたというのか。この女神の世界は増殖するモンスターに食い荒らされる運命だったのだ。あの女神はそんな運命を知らずに抗あらがっていた。

　女の子たちの悲鳴が聞こえた。防衛ラインが崩壊寸前だ。

「進め、倒しながら進め！」

　ここがゴブリンのコロニーなのだ。まずはここから脱出しなければならない。

　強引に進もうとした部隊がわずかに陣形を乱した。

「来るぞ！」

　鳴なる海みはゴブリンの群れが走ってくるのを見た。まずはあれを跳ね返して……。

　盾とゴブリンが激突する。後ろにいた女の子たちがバランスを崩したゴブリンを串刺しにする。だが、負傷したゴブリンが甲高い咆ほう哮こうを響かせ襲い掛かってくる。

　そのとき鳴なる海みは見た。ゴブリンにとどめを刺している女の子たちの連携が乱れた。そして生じたのは陣形にぽっかりとできた隙間だった。

　それぞれが自分だけではなく隣をフォローするはずだった。しかし度重なるゴブリンの突撃を受けて穴が空いた。その穴にいたのはバイオレットだ。彼女は無防備な自分に気づかずに指示を出している。

　周囲の女の子たちが守るが、一瞬だけ遅かった。隙間からゴブリンが飛びかかる。

「あっ……」

　バイオレットにゴブリンが飛びついた。彼女の華きや奢しやな体が地面に叩たたきつけられ、さらに首筋にゴブリンの牙が食い込む。防衛ラインが崩れ、そこから他のゴブリンが突進する。

　それを止めたのは福ふく永ながの遊撃部隊だった。福ふく永ながはゴブリンを蹴り殺しながら、倒れたバイオレットを助け起こす。だが、彼女の首からはどくどくと血が流れている。それを見た梨り々り花かが悲鳴を上げた。

「進め、抜けるぞ！」

　鳴なる海みは梨り々り花かを強引に引っ張ると、近この衛え兵へいに守られながら進む。ゴブリンが追撃してくるが、どうにか振り切る。そしてついに妖精が一時的な戦闘終了を口にした。

「コウさん……」

　渚なぎさが怯おびえた視線を向けているのは福ふく永ながだ。彼女の全身はペンキを被かぶったかのように赤だ。

　福ふく永ながは血をぬぐうことなく、バイオレットを地面に置いた。首の傷を塞ごうとする仕草を見せたが、すぐにあきらめた。

　バイオレットは真っ赤な唇を動かしたが声は出なかった。福ふく永ながが手を握ってやると、ほんの少しだけ表情を緩め、そのまま目を閉じた。

「……死んだ」

　福ふく永ながが膝をついたまま言った。

　真っ青な顔をしたソーマが、倒れこむようにバイオレットに覆いかぶさった。

　場は静まり返っていた。乱れる呼吸とソーマの泣き声しか聞こえない。

　酸欠の頭で考える。原因は連携の乱れだ。わざと殺したとは思わない。だが女の子たちは、無意識のうちにバイオレットを排除していた。

　これは学校のおしとやかないじめではなかった。学校というコロニーで起こるのは、無視や嘲笑ぐらいだ。だが、ここでは命がかかっている。からからに乾いた口からは声が出ない。出たところで誰を非難すればいい？　女の子たちを罵倒してどうする？　まだ彼女たちは必要な戦力だ……。

「……これが君のやり方？」

　低い声は梨り々り花かだった。

「犠牲が出ない作戦だと言ったか？」

「そうじゃない。これが君のやり方なのかと聞いてるの」

　梨り々り花かは鳴なる海みの行動を知っていた。ソーマとバイオレットを孤立させ、集団をまとめる道具として扱ったことを責めている。

「何がいけない？　俺はやるべきことをやっている」

　戦死者も想定内だ。逆に死者が出たほうがまとまるのではないかとの思考すらあった。そう考えれば、バイオレットの死はいいタイミングだ。攻撃していた女の子にも罪悪感を与え、しばらくの時間ができる。

　だが、なんでこんなに胸が苦しいのか。きっとこの世界に長くいすぎた。仮想に体がなじんでしまい、キャラクターの痛みに共感してしまう。痛みや苦しみのデータを拾ってしまうのだ。

　……ここで折れては駄目だ。自分の動揺は周囲に影響する。

「彼女は君が意思をもって殺したのよ」

「だとしたらどうなんだ？」

　鳴なる海みは梨り々り花かの視線を受け止める。

「だったら、私を守るなんて言わないで」

「守ってるだろ。傷一つすらつけていない」

「そうね、君が守れるのは私の空っぽのアバターだけ」

「何が不満だ。だったらあの牢ろう獄ごくのような部屋に閉じこもってればよかったのか」

「だったら、一人でよかった。ずっと一人で戦い続けていたら……」

「静かにして」

　その声は福ふく永ながだった。彼女はじっとバイオレットの死体を見つめている。鳴なる海みは死体を前にののしりあいをしたことを恥じた。

「少しだけ時間をください」

　苦しげに言うソーマの横に、渚なぎさが膝をつく。

「埋めてあげますか？」

「いいえ、そんな時間もありませんし、こんな場所に埋めたくありません」

　その後、鳴なる海みたちはゴブリンと戦いながら森を抜けた。

　森を抜けると大きな川が流れていた。その川にバイオレットの死体を流す。この川は大きな湖に繫つながっており、湖から流れでる川はあの花畑に繫つながっている。

「運が良ければ、あそこに戻れます……」

　鳴なる海みたちは流れる死体を見送った。

「さっきは言い過ぎた。これは仕方ないことだってわかってる」

　風が吹いて梨り々り花かの髪がはためいた。

「でもね、もう二度と私を守るなんて言わないで」

　鳴なる海みは梨り々り花かから目を逸そらした。

　そして顔を上げて目を見張る。あの巨大なものは……。

「……あれは、なに？」

　ベロニカが目を見張っている。

　あれが伝説の大樹だと？　鳴なる海みの目に映った輪郭は決して樹木などではなかった。
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　再び戦闘だった。考えがまとまらないうちに、ゴブリンたちが攻めてきた。

　森の木々越しに見えたのは学校の校舎だった。データ化された学校の北校舎がいきなり密林に出現した。このファンタジーフィールドと、梨り々り花かのいる北校舎のデータが強引に接続されたのだ。

「とにかくリカさんの体はあの中です。北校舎のユニットルームです」

　渚なぎさが叫ぶ。とにかく今はあそこまで到達することだ──。

「危ない！」

　ベロニカが鳴なる海みの前に立ちはだかる。ガツンと鈍い音がして大きな石が転がった。彼女が盾で弾いたそれを見て鳴なる海みはぞっとした。……この石は誰が投げた？

「守って！」

　福ふく永ながの叫び声が聞こえる。ゴブリンが河原の石を投げていた。

　なんでゴブリンが投石しているのか。知能の低いゴブリンが道具を使うはずがなかった。それを警戒してこちらはシンプルな戦いを選択したのだ。ゴブリンが学習しないよう、投石で攻撃することを禁じていた。戦術の幅を狭めることが最善だと思ったからだ。

「リカを守れ！　俺はいいから、彼女は絶対に守れ！」

　鳴なる海みは近この衛え兵へいの四人に叫ぶ。川沿いに進んでいたのがまずかった。ここには投げる石も大量にあり、何よりも障害物が少ない。

「森だ！　もう一度森に入って戦う」

　見通しの悪い森はゴブリンのホームだが仕方ない。

　森の木に隠れた瞬間、ガツンと大きな石が幹に当たる。投石という攻撃を想定していなかった部隊は総崩れだった。

「散らばるな。密集しろ」

　密集してガードしながら進むしかないと、盾で防御陣形を作る。だが、それを狙っていたかのようにゴブリンが飛びかかってきた。接近を許した女の子の体にゴブリンの牙が食い込む。

「焦あせるな、陣形を作り直せ」

　木々を利用して防衛ラインを築く。その間に怪け我が人にんを収容し態勢を立て直す。飛び込んできたゴブリンは連携して殺していく。このまま持久戦を選択するべきか。夜になるまで持ちこたえ、闇にまぎれて移動する──。

「あと一時間です」

　それは頭上を飛ぶ妖精の声だ。

「あと一時間で梨り々り花かさんはサドンデスにエントリーする必要があります」

　鳴なる海みは木の幹を殴りつけた。これでは夜まで待つどころかタイムリミットぎりぎりだ。ゴブリンの営えい巣そう地を抜けるのに想定以上に時間をかけてしまった。

　梨り々り花かと一瞬だけ目が合った。また非難されるだろうか。だが、やるしかない……。

「あれを使う。それでここを突破する」

　周囲の女の子たちは疑問を持たずにうなずく。このような状況を予測し、鳴なる海みはある戦術を彼女たちに教えていた。

「行くぞ！」

　掛け声に、女の子たちがいっせいにゴブリンを弾はじき飛とばして走る。

「先輩、ついてこない女の子が」

　振り返った渚なぎさが動揺している。十人ほどの女の子たちは、鳴なる海みたちを追わずにその場にとどまっている。

「いいから走れ！」

　鳴なる海みは後ろを見ずに走った。これが最後の作戦だ。女の子の一部を囮おとりにして、その隙に逃げるという最終作戦。

　ゴブリンの襲撃が来るたびに、女の子が受け止めその場で交戦する。派手に戦い注意を惹ひきつけその隙に本隊の梨り々り花かを逃がす。トカゲの尻尾を切り捨てていくような最後の作戦だ。

「こっちに」

　渚なぎさが足を引きずる怪け我がした女の子を気にしている。

「馬鹿！」

　渚なぎさに向かって飛んでくる石が見えた。鈍い音がして転倒したのは福ふく永ながだった。渚なぎさを突き飛ばした福ふく永ながの頭に石が直撃した。

「コウさん！」

「立ち止まるな、走れ！」

　鳴なる海みは渚なぎさの手を強引に引く。梨り々り花か以外は死んでいい、と、そんなシンプルなルールだった。だが、自分たちはこの世界で長く過ごしすぎた。だからゲームの死に敏感になってしまう。

　陣形もあったものではなかった。それでも散らばる女の子たちが囮おとりになって梨り々り花かは守れている。悲鳴が響くが鳴なる海みたちは耳を塞いで走る──。

「森が途切れる……」

　ぶわっと風が吹いた。

　ゴブリンの追撃が止やんだ。ついに振り切ったのか？

　足元を見てはっとする。下はアスファルトだった。噴水が見える。ここは学校の敷しき地ち内だった。森が不自然に切り取られ、学校のフィールドが構築されている。

「そうか、別の世界ということか」

　強引に接続した学校のフィールドをゴブリンたちは恐れている。ついに鳴なる海みたちは逃げ切った。……同時に思う。誰がこのフィールドを接続した？

　噴水の前にベンチがあり、そこに誰かが座っていた。

「アクセスコードを持ったあなたたちプレイヤーと違い、ゴブリンは入ってこられない。強引に入ったらバグが起こると本能的にわかってる。しょせんゲームのキャラクターってことよね」

　副会長の範はん田だ湊みなとだった。

「そして、入ってこられないのはゴブリンだけじゃない」

　鳴なる海みと梨り々り花か、渚なぎさ以外についてきている女の子がいない。彼女たちは森から出ようとしない。

「つまりもうあなたを守る女の子はいない」

　範はん田だが立ち上がった。

「まさかあなたたちが移動を強行するとは思わなかった。だから私たちも追うことにしたの。梨り々り花かがいる北校舎側の座標データを使ってどうにか入り口を使った。ぎりぎりだった」

　校舎の陰からずらっと生徒たちが姿を現す。バーチャルサバゲーや仮想バトルのメンバーたちだ。北校舎側からこちらの世界にアクセスしたのだ。

「でもね、まずはここまでたどり着いたあなたたちに敬意を表したいの。対等な立場でサドンデスを攻略しない？」

　範はん田だがにこりと笑う。生徒会副会長を譲歩させたということは事件だった。梨り々り花かの狂気に満ちた行動が範はん田だすらを動かした。

「返答はノーよ」

　範はん田だの視線を受け止め、梨り々り花かが言った。

「チャンスはもう一回よ。間違った選択をすれば、あなたの無防備な心はデータの弾丸によって砕かれる」

　範はん田だの後ろには銃を持った女子が並び、発砲の指示を待っている。

「やめろ、バーチャル事故がどんなに恐ろしいか知ってるのか。頼む、やめてくれ」

　鳴なる海みの呼びかけに、彼女たちが視線を逸そらす。呼びかけに応える気はないようだ。自分の撃った弾丸でバーチャル事故が起こるより、範はん田だ湊みなとに逆らうほうが恐ろしいのだ。

「対等にサドンデスの攻略を求める」

「私の答えは決まっている」

　梨り々り花かの両眼が赤く光っている。怒りを表現するエフェクトが発生している。

「断る」

　範はん田だが右手を上げた。

「やめろ！」

　鳴なる海みは梨り々り花かの前に立ちふさがる。ほぼ同時に銃声が響いた。

　血しぶきが舞った。だが、銃弾を受けたのはソーマだった。鳴なる海みを守ろうと入れないはずのこのエリアに突進していた。

「ああ……」

　鳴なる海みは自分をかばったソーマの手を握る。

　顔を上げると、次々にフィールドに女の子たちが入ってくる。鳴なる海みたちを守ろうと突入してきた。サバイバルゲームサークルの女子たちが銃を構えたまま息を吞のんでいる。いつものサバイバルゲームとは違うことを察したのだ。

「撃ちなさい！」

　範はん田だの声に再び銃を構えた。が、そんな彼女たちに飛び込んだ影があった。激し勢いで彼女たちをなぎ倒すそれは福ふく永ながだった。顔面を真っ赤に染めながら突撃した。

　渚なぎさが転がる銃にダイブした。鳴なる海みに自動小銃を投げると、自分も銃を乱射した。戦場は一気に大混乱に陥った。

　鳴なる海みも銃で応戦しながら、倒れるソーマを抱き起こす。

　頭上では妖精が「あと十分！」と叫んでいる。

　銃弾が飛び交う中、ブレードバトラーの女子たちがこちらに走ってくる。しかしそれを福ふく永なががなぎ倒す。リミッターを外したかのような戦いだ。

「リカ！　校舎の中へ！」

　ゴールはそこだ。梨り々り花かの心と体の座標を合わせる。

　だが、梨り々り花かは動かない。銃弾で倒れた女の子を抱きしめているだけだ。

「こんなはずじゃなかった。私はこんなつもりじゃなかった……」

「行ってくれ、頼む」

　鳴なる海みは狂ったように銃をぶっ放す。これ以上耐えるのは限界だ……。

「何してるんですか！」

　突っ立つ梨り々り花かの頰が叩たたかれた。啞あ然ぜんとする彼女の前には血だらけのソーマがいた。

「なんのためにここまで私たちが戦ったと思ってるんです？」

　真っ赤に濡ぬれたソーマが涙を流している。知っていたのだと思った。梨り々り花かのことは女の子たちに言わなかったが、鳴なる海みの利己的な目的は漏れていた。

「ここで終わったら、鳴なる海みさんが悲しみます」

　梨り々り花かは乱暴に涙をぬぐうと、うなずいた。

「ソーマ、連れて行ってくれ。俺たちはここで食い止める」

　鳴なる海みは校舎の出入り口の前に立つ。

「わかりました」

　ソーマは鳴なる海みに笑いかけると、梨り々り花かを引っ張っていく。

「こっちは任せてください」

　梨り々り花かの護衛として渚なぎさがついていく。梨り々り花かたちを見送ると、鳴なる海みは銃を構えて向き直る。体勢を立て直したサバゲーサークル、ブレードバトルのメンバーが陣形を整えている。

　たとえ心臓を撃ち抜かれようとも四肢を切り裂かれようとも、最後まで戦ってやる。

「いけるか」

「ええ」

　横に立っていた福ふく永なががうなずく。

「お守りします」

　その前に立ちはだかったのは四人の近この衛え兵へいだ。残りはもうこの四人だけだ。それでも彼女たちは最後までついてきてくれた。──そして最後の戦いが始まる。
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　渚なぎさは、梨り々り花かを守りながらソーマと廊下を走っていた。

　追撃してくる生徒に弾丸をまき散らしながら走る。ユニットが置いてある場所は三階だ。そこまで梨り々り花かを連れていけば、制裁ゲームのペナルティは終わる。

「ソーマちゃん」

「平気です、早く」

　梨り々り花かが手を引くソーマは瀕ひん死し状態だ。

「あと十分」

　妖精が飛んでいる。三階に出た瞬間、梨り々り花かの体が光り始めた。梨り々り花かの持ったカードが発光している。月のタロットが発動したのだ。あと十分以内にエントリーをせねばならない。

「走ります」

　廊下の安全を確認して渚なぎさは走る。

「ここです。リカさん、ソーマはいいから走ってください」

　渚なぎさは扉の前で立ち止まった。振り返ると梨り々り花かはソーマに肩を貸していた。

「でも」

「いいから、ま、ず……え？」

　渚なぎさは口からごほっと血を吐いた。視線を下げるとブレードが見えた。ブレードは渚なぎさの背中から胸を貫いていた。

「ナギちゃん！」

　梨り々り花かが悲鳴を上げる。渚なぎさを突き刺したのは緑みどり川かわ弁べん天てんだった。

　ブレードを引き抜かれ、渚なぎさはその場に膝をつく。胸を押さえながら顔を上げると、弁べん天てんだけではなく範はん田だ湊みなと、そして美み玖くの姿もあった。

「早く、入って……」

　声が出ない。ユニットルームはすぐそこなのに……。

「これは制裁ゲームに負けた罰よ」

　弁べん天てんが梨り々り花かに歩み寄る。本当に梨り々り花かをぶっ壊す気だ。

「梨り々り花かさん、逃げて！」

　弁べん天てんにタックルをしたのはソーマだった。だが、もう力がなく腰にしがみついているだけの状態だ。梨り々り花かがユニットルームに視線を向ける。だが、弁べん天てんも美み玖くもそれを警戒し隙がない。

　ソーマがずるずると床に崩れた。

「なんで私のためにここまでしてくれたの？」

「私の好きな人を、悲しませたくないから」

　ソーマは歪ゆがんだ笑みを作った。

　梨り々り花かは彼女の表情を受け止め、ぐっと歯を食いしばる。同時に弁べん天てんがブレードを振り上げるのが見えた。殺されると思った。このために多くの女の子の血が流れたというのに、こんなバッドエンドになるのか……。

　渚なぎさは必死に立ち上がろうとする。その一撃を自分が受けて梨り々り花かを逃がすしかない。しかし、もう渚なぎさの体はピクリとも動かない。

　冷酷にブレードが振り下ろされた。──いや、その寸前、弁べん天てんがごほっと血を吐いた。

　弁べん天てんの首が折られている。

「行きなさい」

　背後から弁べん天てんを攻撃したのは美み玖くだった。

　その一瞬をついて梨り々り花かはユニットルームの中に走りこんだ。

「どういうこと？」

　それを見ていた範はん田だが、美み玖くに冷たい視線を向ける。

「サドンデスを解明するためには彼女が必要だと思った」

　美み玖くは弁べん天てんの死体を投げ捨てた。

「それを判断するのは、私よ」

「私はもう十分に働いたでしょ。制裁も受けたし、いつまでもあなたの指示は受けない」

　美み玖くは廊下に倒れたソーマをそっと抱きかかえる。

「戻ったら覚悟なさい。必ず裏切りの代償を払わせる」

「……まずはあなたよ」

　廊下が青白く光った。ユニットルームの扉が開き、出てきたのは梨り々り花かだった。彼女は心と実体の座標を合わせてついに自分を取り戻した。そして見たのは月のイメージだ。『発狂する月ムーン』のカードが具現化している。

「『発狂する月ムーン』へのエントリー、確認いたしました」

　妖精の声が聞こえ、梨り々り花かが具現化した月へ吸い込まれていく。

「安全圏にいるあなたを許さない。自分でカードを手に取り戦いなさい」

　完全に吸い込まれる寸前、梨り々り花かは範はん田だの手をつかんだ。

「は、離しなさい」

「サドンデスにようこそ」

　梨り々り花かの両眼が赤く光っている。そのまま二人は月に吸い込まれるように消えていく。

「範はん田だ湊みなとのエントリー、確認しました」

　梨り々り花かと範はん田だを吸い込み、月が消えた。

　そしてほぼ同時に渚なぎさも力尽き、死んだ。




　　　　　　　　　　＊




　敵に突っ込み福ふく永ながが陣形をかく乱する。そして鳴なる海みは弾丸をまき散らす。こうして殺さつ戮りくの熱に身を委ねると少しだけ楽になった。罪悪感や悲しみが痛みによって軽減される。

　飛び交う銃弾の前に近この衛え兵へいが一人ずつ倒れていく。福ふく永ながはブレードによって右手を切断されても戦い続けていた。鳴なる海みも全身に弾丸を受けすぎて、視覚がぼやけ体の制御を失った。

「ベロニカ？」

　気づくと銃声が止やんでいた。ぐったりとする福ふく永ながに肩を貸しながら歩いていたが、先ほどまで横にいたベロニカの姿が消えていた。

　鳴なる海みは北校舎の大きな樹きの下にたどり着いた。校舎の出入口は守り続けた。役目は果たしただろうと福ふく永ながを横に寝かし、自らもぐったりと腰を下ろす。

「おい……」

　声に反応して福ふく永ながが目を開けた。

「死ぬのか？」

「……うん。でもいつものログアウトだから。私はいつも仮想世界の私を乱暴に扱ってるから、気にしないで」

　福ふく永ながは大きく息を吸い込み空を見上げた。

　鳴なる海みは木に寄りかかりながら思った。これが死なのか。この作られた世界には二度と戻ってこられない。たとえゲームの世界だとしてもだ。

　そして薄れる意識の中で思う。梨り々り花かは無事に体を取り戻したのか……。

「なあ、福ふく永なが」

　福ふく永ながはもう反応しない。

「もう死んでる」

　ぼやける視界に映ったのはセーラー服姿の美み玖くだった。彼女も副会長側として最後のバトルに参加していたようだ。

「リカは安心して。無事に座標にたどり着いた。追ったんだけど、すんでのところで取り逃がしちゃった」

　美み玖くは優しく笑うと、鳴なる海みにソーマの死体を抱かせた。それは冷たく重いデータの残骸だった。彼女を抱きしめながら本当にこれでよかったのかと思う。たとえゲームの世界でも彼女は悲しみ苦しんだ。女の子の数だけ苦痛を与えた。

「生き残った子はいるか？」

「いいえ。みんな死んだ。あなたが殺したのよ」

　痛みを感じた。この仮想の世界の死はとても苦しい……。

「彼女たちは本当はこの校舎エリアに入れなかったはず。でも入って戦ったのは、彼女たちの中に別の物質が入っていたから」

　別の物質とは何だ？

「きっとね、それは愛。愛はすべての世界に存在する共通物質だからね」

「……ベタなこと言うんだな」

「よくやったと思う。このゲームの闇を凌りよう駕がする光を、あなたは放った」

　本当にそうなのか。美み玖くの言葉で鳴なる海みの痛みは中和できなかった。

「痛い？」

「……ああ」

「殺してあげようか？」

「いや、優しくしないでほしい。最後に罪を償わせてほしい」

　この痛みで少しは罪が軽減されるだろうか。それとも罪は現実に持ち越されるのか。この世界の罪はこの世界でしか償えないとしたら、この傷は一生消えない……。

　視界が暗くなった。酸欠で思考もぼやけていく。

「ごめん、ソーマ」

　ソーマの体が崩れていく。鳴なる海みは必死に抗あらがい抱きしめたが、消えているのは自分だと気づいた。これがこの世界の死か……。

　空間に体が溶け、浮遊する感覚、そして光──。

　まばゆい光の中に鳴なる海みは膝をついていた。顔を上げて鳴なる海みはうめく。

　目の前に立っていたのは女神ソフィアだった。

「ああ……」

　何かを言うべきだと思ったが唇は空転した。

「あなたは死にました。ここは肉体と精神が分離するまでの狭はざ間まです」

　ここは死者の魂が集まる神殿だ。

「……俺に罰を」

　ソフィアを裏切ったこと、そしてこの世界の女の子たちを利用し殺した罪を償いたかった。

「彼女は役割を全うしたのです。愛を知り愛した者のために戦い、そして死んだ。どんなに無残に死のうとも、知らずに生きるよりは幸せだったのです」

　女神の言葉はとても優しく心が満たされる。

「あなたは彼女たちに愛を教えました。それは私にもできなかったこと。そしてその心は彼女たちが死んでもこの世界に残ります。世界に溶けたその心を持って、またこの世界に産み落とされるのです。それが輪りん廻ねというもの」

　この世界は偽にせ物ものではない。たとえ人間が作った世界だとしても、未完成のゲームだとしても宇宙が広がっている……。

「あなたがこの世界に来たのも運命だったのです。そしてあなたはこの世界での役割を果たしました」

　顔を上げるとソフィアが微ほほ笑えんでいた。

「あなたを赦ゆるします」

　鳴なる海みの目から涙がこぼれた。女神のたった一言で自分は救われた……。

　鳴なる海みの魂は空間に散った。

　──そしてログアウト。
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　……飛んでいる？

　目を開けると空を飛んでいた。カラフルな光の粒が周囲を舞っている。そしてやっと鳴なる海みはあおむけに倒れていることに気づいた。

　緑や青の光が降ってきていた。それは地面に落ち、光の三原色を重ねて白くなる。ここは光の雪原だった。

　悲鳴が頭から消えない。死んでいく女の子のシーンが脳に焼きついている。それでもこの雪を浴びていると、苦しい記憶がやわらいでいく……。

「ここは忘却の雪原です。私が管理するプライベートフィールドです」

　舞う雪をよけるように飛んできたのは妖精のベスだった。

「雪は人間の記憶を吸収しながら大だい地ちに降ります。そして辛つらい記憶を氷壁の大だい地ちに閉じ込めるのです」

「……気を遣ってくれたのか？」

　体を起こすと、全身を覆っていた雪が七色になって空間に散った。

「まずはおめでとうございます。あなたはゲームに勝ちました」

「といっても、学校の内輪もめだけどな」

　生徒会の制裁が終わっただけで『サドンデス』ではない。梨り々り花かの命を賭けたゲームはこれから始まる。今までの苦労は梨り々り花かを死のゲームに参加させるためなのだ。

　鳴なる海みは立ち上がると雪原を歩いた。そのうちに巨大な氷壁を見つけた。その氷には半裸の少女が閉じ込められていた。

　氷壁の中にいたのは梨り々り花かだ。

「すでに『発狂する月ムーン』のゲームの準備が始まっています」

　月のタロットは隠れた敵、幻想、欺ぎ瞞まん、そして女性の象徴だ。

「エントリーを終えた梨り々り花かさんは選択しました。一人でやるかチームでやるか。今回は一人の単独か、三人チームのゲームか選べます」

「リカはどっちを選択した？」

　自分のために仮想の女の子たちを犠牲にした。と、彼女は考えているだろう。よって彼女は単独のゲーム参加を選択するはずだ。

「梨り々り花かさんは判断を委ねました」

「え？」

「鳴なる海みさんたちに選択を委ねると。『発狂する月ムーン』への参加を拒否すれば、鳴なる海みさんたちは現実に帰還します。参加するなら、もう二人はゲームを続行することになります」

　鳴なる海みは氷壁に手を添えた。

「梨り々り花かさんが迷ったのは初めてです。いつでも単独でゲームに身を投じましたから」

　鳴なる海みは思う。もしかしたら梨り々り花かは狂気に身を委ね、感情を消したほうが幸せだったのかもしれない。だが、今の梨り々り花かは心を持っている。心を与えてしまった責任は取らねばならない。目の前の梨り々り花かは助けを求めているのだから。

「もちろん私は参加する」

　振り向くと福ふく永ながが立っていた。その横には渚なぎさもいる。

「まずはここから出る」

　鳴なる海みは妖精にうなずいた。

「この心の苦しみを緩和しちゃいけない。この痛みこそプレイヤーを助けるのだから」

「わかりました、参加者は伊い刈かり梨り々り花か、鳴なる海み恭きよう平へい、福ふく永なが紅こうとなります」

　離脱の選択などなかった。ゲームで負った痛みはゲームでしか緩和できない。いくら平和な日常生活を過ごそうとも治癒はしない。

「人数制限がある。渚なぎさは先に戻ってろ」

「でも、先輩……」

　渚なぎさはぐっと唇を嚙かんでいる。

「渚なぎさの姉も探してやるから安心しろ」

「そうじゃないです」

　渚なぎさの目からぼろぼろと涙がこぼれた。

「それが目的で先輩に近づいたのは本当です。利用してやろうと思ったんです。ゲーム攻略に長たけつつも金に汚い人間だから扱いやすいって、そう思いました。でも先輩は、他人の心がわからないし、わがままだし自己中心的で貧乏でセクハラ野郎で馬鹿なことばっか言って……苦手でした。好きか嫌いかでいったら嫌いでした」
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「……そんなのわかってたよ、馬鹿だな」

　頭を撫なでてやると、渚なぎさは鳴なる海みを睨にらみつけた。

「わかってない！　だって、今は好きです。大切な姉を探しているのは本当です。でも、コウさんや梨り々り花かさん、先輩がいなくなるのはとっても嫌で……」

　渚なぎさは涙をぬぐうと、福ふく永ながのほうに抱き着いた。

　鼻がツーンとした。雪に溶けていくデータよりも、自身に発生する感情の総量のほうが多いのだろうか。胸がいっぱいになってとても苦しかった。

「渚なぎさ、俺は負ける気はないよ。そしてスポ研のメンバーを減らす気もない」

　彼女を取り戻し、この分厚い氷をとかしてやりたい……。

「行かなきゃ。そして絶対に梨り々り花かを連れて帰る」

　次のゲームが始まる。
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　体の重さは不自由な物質の世界の感覚だった。

　息苦しさと暑さを感じる。カプセルユニットが電源から切り離され、空調が止まっているのだと理解する。そして最後に波の音が聞こえた。

　扉を開けると、そこは砂の世界だった。

「ああ……」

　ユニットの外に出た鳴なる海みは目を細めた。白い砂浜の海岸だった。コバルトブルーの海が広がり波が打ち寄せている。強い日差しが降り注いでいるが、そこから逃れるための木々は周辺にはなかった。岩と砂だけの世界だ。

　カチンとの音に振り向くと、カプセルユニットの扉が開いた。

「暑い」

　福ふく永なががはためく髪を押さえながら空を見上げた。彼女も全身で現実の情報を受け止めている。

「まるで砂漠だな」

　ここは島だ。砂の島……。

「リカは？」

　福ふく永ながが周囲を見回すが、カプセルユニットは二つしか見当たらない。このゲームの参加人数は三人じゃなかったのか。

《プレイヤー二人とフォロー一人でゲームを行っていただきます》

　ユニットの上にベスが座っていた。最近は妖精に仮想も現実も付きまとわれている気がする。

「リカがフォローということ？」

　福ふく永ながが首を傾かしげている。いつでもゲームの中心にいた梨り々り花かがフォローに回るとは珍しいことだった。

《もちろん失敗すれば梨り々り花かさんは死にます》

「まずリカを探せということか」

　三人でゲームを行うというのは明確な条件だ。この島のどこかに梨り々り花かはいる。早く会いたい気持ちがあったが、同時に気まずさもある。無様に梨り々り花かを生徒会に奪われたうえ、仮想世界では彼女を失望させた。たとえ再会したとしても彼女は素直に鳴なる海みの手を握ってくれるのか。

　……いや考えるな。今はゲームに勝利することだけが重要だ。

　そんな鳴なる海みの思考をよそに、福ふく永ながは靴を脱いで波なみ打うち際ぎわを歩きながら石などを放り投げている。この女はすぐに独りで遊び始める。それとも現実の空間に体を慣らしているのか。彼女の細い足首を波が濡ぬらしている、そんな光景に少しだけ見とれてしまった。

《今回のゲームジャンルは脱出です。制限時間以内の脱出を目指していただきます》

　妖精が鳴なる海みの肩に飛び乗った。

「リカはどこにいる」

《プレイヤーは脱出のための扉を探す必要があります》

　やはりこちらの質問には答えないつもりだ。

《警告があります。扉を探すのは昼間だけにしたほうがいいでしょう。夜になるとこの島にはモンスターが出現します。モンスターから身を守るには、島に配置されたユニットカプセルに入ってやり過ごす必要があります。ロックが外れるまで外に出ないでください。でないと死にます》

　鳴なる海みはちらりとカプセルユニットを見る。この中に入れということか。

《私はゲームの説明と監視役としてゲームに参加しています。他の人たちはイヤホンタイプとか味気ないガイドなので、よかったですね》

「俺もイヤホンがよかったよ」

　他の人たちもいるゲームなのだ。多人数参加型脱出ゲーム。

「……見つけた」

　背後にスチールケースを持った福ふく永ながが立っていた。海で涼んでいたわけではなく、初期配布物を探していたようだ。

　開けてみると、中にはペットボトルが二本、日焼け止めクリーム、五百円硬貨が五枚。７と書かれた鍵。いつもながらシンプルな配布物だった。

　それでもこれで大体の内容がわかる。まず五百ミリリットルのペットボトルが二本。これは移動を促している。一人一本では半日程度しか持たない。つまり水を探せと言っている。そして五百円硬貨。ゲームの賞金を兼ねているかもしれないが、島の中に使える場所があるということだろう。そして日焼けに注意。

「どうする？」

　福ふく永ながが島の内陸に視線をやる。起伏が大きく全景は見渡せない。だが、ゆっくりと羽を回転させる風車がいくつも確認できる。

　移動したかったが気になったのは妖精の『夜になるとモンスターが出現する』という言葉だ。本当にモンスターが出現するかはともかく、失敗のペナルティが死であることは確実だ。

「ここを拠点として探索しろっていうことかな」

「わからない。新しいユニットを探せってことかもしれない」

　このカプセルユニットは電源に接続されていない。バッテリーはあるだろうが、これでは冷房機能も使えない。電源に接続されたユニットがある可能性が高いだろう。

　だが、もしも島を探索してユニットが見つからず、なおかつここまで戻ってこられなかった場合、夜になったら鳴なる海みたちは終わりだ。時計を持っていないので正確な時刻はわからないが、太陽の位置はすでに夕方に近い。

「周辺を探索して、明日の移動スケジュールを作ろう。今日はこのユニットで夜を回避する」

　鳴なる海みの決断に福ふく永ながが意外そうな顔をした。彼女もゲームサイドの迅速に移動せよというメッセージを察している。

　それでも鳴なる海みは守備的な行動を決断した。それは失敗すれば終わりだという事実。また、この脱出ゲームは速度は重要ではないという推測。そして鳴なる海みはもう少し周辺を探したかった。なんだか梨り々り花かが近くにいるような気がしたからだ。

　それから鳴なる海みたちは空が朱色に染まるまで周辺を探した。

　しかし海岸には波が打ち寄せるだけだった。半永久的に続くだろう光景だ。

　鳴なる海みと福ふく永ながは、明日の朝から移動を開始することを決め、それぞれのユニットの中に避難した。空調だけは作動しており、それほど暑くはなかった。

　目を閉じていると、いつの間にか鳴なる海みは意識を失った。

　梨り々り花かの夢を見たような気がした。
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　そして朝。

　まだ気温の低い時間帯を利用して鳴なる海みと福ふく永ながは移動を開始した。周囲に木々や草すらも生えておらず、まるで砂漠を歩いているかのようだ。歩いても歩いても巨大な風車が遠くにある。

「こんな広い無人島があるのかな」

　福ふく永なががペットボトルの水を飲む。すでに鳴なる海みは自分の水を飲んでしまっていた。

「水のない島はほとんど無人島だからな」

　口内が乾いてチクチクと痛む。こうして現実を歩くと、なんて不便なのだと思ってしまう。そんなことを考えてしまうのは、やはりバーチャルに入りすぎたからか。だが、この不便な世界こそが本物だ。あのバーチャルで梨り々り花かと触れ合うことができたが、やはり違う。アバターの接触は画面の向こうのゲームにすぎない。

「……飲む？」

　福ふく永ながが四分の一ほど入ったボトルを差し出す。鳴なる海みはしばらく迷ってから、一口だけ水を飲んだ。その水はとてつもなく冷たく、乾いた体に一瞬で吸収された。

「とりあえず、日陰を探さないときついな」

　雲一つない空を見上げて溜ため息いきを吐く。傾斜の激しいフィールドにてこずっているうちに、昼になってしまった。喉の渇きもそうだが空腹も激しい。

《私も充電したいんですよね》

　ベスは平然と鳴なる海みの肩に座っている。

「なあ、こいつを砂に埋めたらすべてが解決するんじゃないか？」

「その可能性もある、かも」

　いらいらとしていた二人はベスに八つ当たりした。

《ゲームの妖精には優しいくせに、私には当たりがきついですよね》

「あっちは俺を接待してくれるからな」

　風が吹いて鳴なる海みと福ふく永ながは目を閉じる。砂さ塵じんが巻き上がって辟へき易えきとする。もしかしたらこの島は周辺の開発のための砂置き場なのでは？　それともこの島自体が監獄なのだ。囚人は水もない乾いた砂の島を歩いて、そのうちに力尽きる……。

「このまま進む？」

　福ふく永ながが海側を振り向く。夜を気にしているようだ。

「先に進もう。夕方になったら走って戻る」

　慎重に探索しながら進んだので時間がかかっただけだ。海岸線に戻るだけなら早いはずだ。問題はやはり水だ。今日中にどうしても飲料水を探したい。

　先を歩く福ふく永ながが傾斜を登ろうとしてずるずる滑っている。バーチャルバトラーといえども、やはり現実では女の子だ。

「俺の肩に足を乗せていいよ」

　気を使ってやったのに、なぜか福ふく永ながは不満げだ。

「動きやすいように下は水着だから、勘違いしないで」

「……いや、こんなときに見たりしないって」

　鳴なる海みは土台になって福ふく永ながを登らせる。ちらりと上を向くと、確かに福ふく永ながのスカートの中は水着だった。学校でユニットに入る前に、こうなることを予想していたのだろう。

「上がって」

　上から福ふく永ながが手を差し伸べたので、それを握って鳴なる海みも傾斜を登りそのまま砂地に突っ伏す。移動だけでこんなに体力を使ったらもう引き返せない。前に進んで水を探すしか……。

「……あ」

　立ち上がった鳴なる海みは大きく目を見開く。目の前で巨大な風車がウォンウォンとうなりながら回っている。その根元に自動販売機があることに気づき、鳴なる海みと福ふく永ながは思わず走っていた。駆け寄ってみると、水や缶コーヒーが売っている。

「さっき金を預けてただろ」

　鳴なる海みにせかされ、福ふく永なががポケットを探っている。慌てているのか硬貨を落としたりと手間取っている。そしてボタンを押したのは缶コーヒーだった。

「なんでコーヒーなんだよ。水だろ」

　罵ば倒とうしつつも鳴なる海みは缶コーヒーを手に取りプルタブを開けた。口をつけると、ねっとりとした冷たい液体が喉を流れ、スポンジのようになった体に浸透していく。生き残ったと思った。

「うまいな」

「うん」

　福ふく永ながはしれっと自分の分は水を買って飲んでいた。鳴なる海みは缶コーヒーを飲みほしてから、周囲を確認する。

「さて、どうするか……」

　ここは島の中心部だろう。十本以上もの風車が回っている姿は壮観だった。それぞれの風車の下には自動販売機のほかにコンテナが置いてある。鳴なる海みの目の前にもコンテナがあり、７と赤いペンキで殴り書きされていた。

「ナンバー７のキー」

　鳴なる海みはポケットから鍵を取り出した。スタート地点から見えた風車の足元に同じナンバーのコンテナが置かれていたのだろう。

　福ふく永ながにうなずいてみせてから、南なん京きん錠じようにキーを差し込む。ガチンとロックが外れる。二人で観音開きのコンテナの扉を開けると、ひんやりとした空気を感じた。冷房が流れている。

　コンテナをふさぐようにカプセルユニットが二つ置かれていた。電源つきのユニットだ。風車が発電しているのだろう。

「やっぱりこっちにあったか。引っ張り出そう」

　外に出さないと、ユニットの扉を開けられない。鳴なる海みがユニットを引っ張ると、何かに気づいた福ふく永ながが顔をしかめた。

「待って」

　コンテナの奥からエアコンの音に混じり何かの息遣いが……。

「リカ？」

　鳴なる海みは思い切ってユニットを引っ張り、息を吞のんだ。

　コンテナの奥には下着姿の女性が座っている。

　梨り々り花かではなかった。鎖に繫つながれた彼女は虚うつろな表情でこちらを見ていた。
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　続々とプレイヤーたちが集まって来た。

　やはりどのプレイヤーも、初日の夜はスタート地点のユニットで夜をやり過ごし、今日の朝から移動することを選択したのだ。

　どのチームにもコンテナが与えられ、その数は十個。つまり十チームがこのゲームに参加している。その中に知っている顔もいた。

　砂地を歩いてきたのは迷彩コスチュームの茅ちヶが崎さきジュリア、そして範はん田だ湊みなとだった。

　鳴なる海みは周囲のプレイヤーを触発しないように情報収集をする。どのコンテナにもユニットと女性が入っていた。そしてその女性はプレイヤーと面識がない。他のコンテナに梨り々り花かがいる可能性も考え探したのだが見つからない。

「……やっぱり違うか」

　鳴なる海みと福ふく永ながは、他のチームの最後のコンテナを確認した。あまり対話はなかったが、それぞれのコンテナの中を見せ合うことは黙認されていた。

「あなたの三人目は、リリリカ？」

　振り向くとセーラー服姿の範はん田だが立っていた。

「そうだ、そっちは誰だ？」

「緑みどり川かわ弁べん天てん」

　やはり制裁ゲームにおいて失敗した人間をゲームに参加させた。弁べん天てんは、梨り々り花かの「同じならいい」という言葉どおりの制裁を受けたのだ。

　そしてどのチームも二人＋一人という形態で参加しているが、三人目がいない。

「自らゲームに参加するなんて、珍しいな」

「たまには頭の体操をしないとね」

　範はん田だが梨り々り花かによって強引にゲームに引き込まれたことは渚なぎさから聞いていた。平静を取り繕っているが、内心は煮えたぎっている。それでもデスゲームの恐怖を微み塵じんも見せないのは自信があるからだ。

「学校に戻ったら話があるわ。あなたたちが戻れたら、だけど」

　自分がゲームクリアするのは当然という口調だった。

「話があるなら今すればいい。ここは密度の濃いコミュニケーションの場だ」

　ここで決着をつけねばならない。鳴なる海みたちが学校で生き残るには、このゲームで生き残るだけでなく、範はん田だ湊みなとを蹴落とさねばならない。でなければ今度はスポ研が潰される程度の優しい報復ではすまない。

「じゃあ、お互いにフェアプレーで頑張りましょう」

　範はん田だが去っていく。思ったよりも鳴なる海みは冷静だった。範はん田だを敵に回したという恐怖はない。女の子たちを殺された怒りのほうが大きかった。だが、その感情も制御している。

「とにかく、別を探そう」

　福ふく永ながに促される。彼女が焦じれている理由は時刻だ。

　フィールドを歩くと断崖があった。島の西側は崖になっており、下にはごつごつとした岩が見える。すでに空が赤くなり始めている。夜になる前にユニットに避難せねばならない。

「月か」

　月明りで変身するモンスターが出現するという。そのモンスターはどこにいるのか。もともとサドンデスはゲーム説明が少ないとされるが、今回はさらに顕著だ。砂の島に放りだされて呆ぼう然ぜんとしている状況だ。

　一番大きな疑問は、三人で参加するゲームと明言されているのに三人目がいない。それとも三人目の探索がゲームの本筋なのか。

「一回戻ろう」

　鳴なる海みは自分のコンテナへと戻る。いろいろと情報を整理する必要があった。

　コンテナ横にある自動販売機で水を買って、コンテナの中に座り込んでいる彼女の前に置いてやる。水を手に取ったが、彼女の反応はとても鈍い。

「こんな症状を見たことがある」

　両肘を抱えながら福ふく永ながが彼女を観察している。

「バーチャルエンボリズムとかで、こんな感じになることがある」

「バーチャル酔いか」

　もしかしたら彼女たちは、バーチャルを利用したサドンデスで敗北し、精神ダメージを受けたのではないか。

「彼女はなんなんだろうか」

「何かヒントがあると思うけど」

「中央の自販機は嫌な予感がしたな」

　十個のコンテナ、プレイヤーの拠点は車座になっており、その中央にごちゃごちゃとしたスペースがあった。廃はい墟きよのようなプレハブや積み重ねられたコンテナ。さらに自動販売機がいくつもあり、問題はその商品だ。

　水や食料のほか、ナイフや鉈なたのような武器から、ファンタジックな鎧よろいやヘルメットなどが売られていた。

「プレイヤー同士が争う？」

「可能性は低い。そもそもこの脱出ゲームは最初の一チームしか脱出できないわけじゃない」

　武器で戦うことになったら、キーは単純に身体能力となる。鳴なる海みは男だが、女子だけのチームも多くある。サドンデスはそんな不公平なゲームはしない。

「プレイヤー同士じゃないとしたら、答えは一つ」

　夜に出現するモンスターだ。その対抗手段として武器が用意されている。だが、未いまだに姿も見せない敵にどうしろというのか。

「中央スペースにリカがいる可能性は？」

「あり得る」鳴なる海みはうなずく。「でも可能性は低い。だとしたら十人を隠す必要があるけど、いくつかのチームが探索してただろ。でも一人も見つかってない」

　ここにいるとしたらもっと丁寧な隠し方をしている。ということは、それほど急いで探す必要もないということだ。炎天下にさらされて死ぬということはない。

「持っておきな。モンスターを倒せるかも」

　福ふく永ながに小さなナイフを手渡した。拾った金で買った武器だ。以前に行った『炎上する塔』の島のように、砂に混じってコインが落ちているのだ。

「……ブレードが銀」

　ナイフを確認する福ふく永なががつぶやいた。だったらモンスターは狼おおかみ男かもしれない。とにかく長期戦を覚悟したほうがいい。脱出の扉が見つかるのはしばらく先となるはずだ。

「ん？」

　ナイフを持った福ふく永なががコンテナに向いた。

　コンテナの中から声がした。鎖に繫つながれたあの彼女がこちらを見ていた。

「ちょうだい、それ」

　初めて喋しやべった彼女が福ふく永ながに手を差し出している。

「……これ？」

　福ふく永なががナイフを手に困惑している。

「うん」

「これを、どうするの？」

「敵を倒さなきゃいけないから」

　か細い声で彼女ははっきりと言った。敵とはなんだと鳴なる海みが質問したが、それ以上答えない。特定のワードにしか反応しないのだろうか、ほとんどが沈黙だった。

「君は誰だ」

　最後に鳴なる海みは投げやりに聞いた。

「……梨り々り花か」

　その返答に鳴なる海みと福ふく永ながは顔を見合わせる。これはどういうことだ……。

　そしてもう一つ鳴なる海みの予想しなかったことが起こった。夜になる前、ある一チームが脱出への扉を見つけたのだ。

　それは中央スペースに置かれた巨大なコンテナだった。その扉には認証システムだろう二つの手形、そしてこう書かれていた。

『この扉をくぐれば脱出できる。ただし一チーム二人まで』
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　月が妖しい光を放っている。

　ウォンウォンという音は頭上を回る風車からだった。

　伊い刈かり梨り々り花かはコンテナの上に立っていた。

　月の光を浴びた砂は銀色だった。まるで光る海の上に立っているようだ。

　ここは砂漠？　違う、島だ……。

　風に目を細め、ぶるっと体を震わせた。梨り々り花かは下着姿だった。潮風が敏感な肌に当たり、ちりちりとした痛みを感じた。

　月から視線を戻すと、いつの間にかコンテナは赤い光に囲まれていた。潮しお騒さいにまぎれて低いうなり声が聞こえる。

　赤い光は獣の眼光だった。月明りに誘われ獣が出現した。

　梨り々り花かは銀色のナイフを強く握りしめる。
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　体がとても重く、頭がしびれるように痛かった。

　鳴なる海みはカプセルユニットの中で目を覚ました。ユニットの扉を開けると、日光と熱い外気が流れ込んでくる。

　外に出ると、すでに福ふく永ながが活動していた。シャワー代わりにペットボトルの水を浴びたのか髪が濡ぬれている。何気なく他のチームも確認したが特にトラブルはないようだ。夜中に襲ってくるはずのモンスターの犠牲者はいない。同時に誰も夜中に活動するという禁忌を犯してはいないということだ。この島では誰もが夜中にユニットの中に入っている。

　鳴なる海みは自動販売機で缶コーヒーを買ってから一息つく。やるべきことは少なかったが、考えることは山積だ。コンテナの影に福ふく永ながと一緒に座った。

「まず扉のことを話し合おう」

　出口の扉が見つかったのは夕方だったので、詳しい調査をできずにいた。

「さっき見てきた」

　福ふく永ながの説明によると、扉は回転式になっており、入ったら出られないようになっている。おそらく中にはカプセルユニットがあり、そこでゲーム終了まで待機することになる。

「本当に脱出なのかな」

「噓うそはつかないだろう。でも、二人だけだ」

　このチームで脱出するにしても、鳴なる海みと福ふく永ながの二人だけだ。つまり梨り々り花かは脱出ができずに敗北となる。

「他チームも探してるけど、三人目は見つかってない」

　やはり梨り々り花か探しは難航するだろう。中央スペースはごちゃごちゃしているが、それほど広くはない。あそこの捜索が終われば次の段階に行かねばならない。しかし自分たちに何ができるのか。

「キーはあの女の子だ」

　あの梨り々り花かと名乗った女の子が梨り々り花か探しのキーとなる。

「あの子の言ってること、本当かな」

「わからない」

　わかっていることは、彼女は梨り々り花かでないということだけだ。しかしなぜ彼女が梨り々り花かを知っているのか。ゲーム側のガジェットとして説明を受けている、だけで終わらせていいものか。

「リカは本当にここにいるのか」

　ベスは鳴なる海みの問いかけを無視して電池を舐なめている。話し合ってもらちが明かず、鳴なる海みはコンテナの女の子と接触する。

　コンテナの奥は排水装置など最低限の生活ができるようになっている。ただ、食べ物は鳴なる海みたちが与えないといけないようだ。彼女は下着姿で左足に装着された鉄の輪から鎖が伸びて、コンテナに繫つながっていた。

「これ、着る？」

　福ふく永ながが差し出したのは革製の胸当てだ。彼女はそれを手に取ると、自然な動作で装着した。昨日鳴なる海みが着ているシャツを渡したが、嫌がったのはなんだったのか。

「きっと、防具はサイズ的に女の子用だと思う」

「つまり、コンテナの女の子用か」

　すべてのコンテナにいるのは女の子だ。生徒会の制裁ゲームから、ずっと女の子がゲームに利用されている気がする。

「彼女の装備を強化する必要があるのかもな」

「なんのため？」

「……モンスターと戦うため」

　福ふく永ながの問いに答えたのは女の子だ。たまに二人の会話に反応することがある。

「夜に戦っているのか？」

　彼女は質問に答えない。

「夜に何が起こる？」

　──沈黙。

　調べるため、夜にユニットの外に出てみるという選択がある。だが、高い確率でゲームオーバーになるはずだ。なんらかの確証を得るまではギャンブルはしたくない。

「もしかしたら、戦わせるのかも」

　福ふく永ながが声を潜める。彼女の言いたいことはわかった。十人の女の子を武装させるという設定があれば、解答は戦闘だ。女の子同士を戦わせ、勝ち残ったチームが勝利となる。

　だが、その勝利になんの意味がある？　これは脱出ゲームでバトルロイヤルではない。

　ということは戦うべき敵は別にいるのだ。……しかし、どこに？

　思考が堂々巡りを始めた時点で、鳴なる海みと福ふく永ながは島の調査を再開した。砂に埋もれたコインを集めながら探す。敵の存在や梨り々り花か、そして三人で脱出できる扉……。

　だが何も見つからなかった。

　風車が回るだけの砂の島には、他に人間も獣もいない。

　プレイヤーたち二十人は探し続けるが、誰も新しいものを発見できなかった。

「……渚なぎさが心配してるだろうな」

　空が赤く染まった夕方、鳴なる海みと福ふく永ながは砂の上に座り込んでいた。こうして座っていると、デスゲームをしているとは思えない。ただ平和な風景が広がっている。水も食料も美しい風景もある。足りないのは梨り々り花かだけだ……。

　この島でやっと気づいた。スポーツ研究会はあの五人がそろっていなければならない。一人欠けてもいけない。だからこそ梨り々り花かをあの場所に連れて戻りたい。渚なぎさと福ふく永ながの目的達成はそれからだ。必ず五人ですべてを解決する。

　……夜が来る。

　鳴なる海みと福ふく永ながはユニットに入って夜をやり過ごす。コンテナの彼女は夜をどうやり過ごしているのか。そんなことを考えながら聞き耳を立てるが、外の音は漏れてこない。そのうちに日中の疲れから鳴なる海みは眠りについた。

　──そして朝。

　体が重い。この島に来て三日目だが、なんだか違和感があった。体の中に少しずつ鉛を入れられたような感覚がある。

　それは福ふく永ながや、他のプレイヤーも同じようだった。倦けん怠たい感と違和感は平等にすべてのプレイヤーが受け取った。ゴールの見えないゲームがプレイヤーたちを苦しめている。

　その日、鳴なる海みと福ふく永ながはスタート地点へと戻った。そこにはカプセルユニットが二つ放置されている。そこから左回りに島の海岸線を歩く。

「水着だったら泳いでもいいよ」

「泳がない」

　それでも福ふく永ながは靴を脱いで波なみ打うち際ぎわを歩いている。そんな風景を見ていると、もしかしたらここは仮想世界なのではと思う。鳴なる海みも靴を脱いで波に足をつけた。

「……冷て」

「うん、冷たい」

　この冷たさは現実だ。鳴なる海みと福ふく永ながはそのまま海岸線を歩く。サドンデス、いや、そのゲームを管理する存在は、このシンプルなフィールドを歩き回らせて何がしたいのか。人間よりも人間の行動が重要であり、その情報を集めるためなのか……。

　歩き続けると、他のプレイヤーのだろうカプセルユニットが確認できた。スタート地点のユニットは同じような間隔を空けて海岸に散らばっている。

　三時間ほど歩くと砂浜が途切れた。島の裏側は断崖になっているのだ。

「何もないな」

　扉も梨り々り花かもない。

「戻ろ。ナンバー７が心配」

　ナンバー７とはコンテナの彼女につけた名前だ。鳴なる海みたちが離れているうちは、安全を期してコンテナに入れて鍵を閉めている。武器が流通している以上、何かがあってからでは遅い。

　だが、そんな心配をよそにプレイヤー同士の雰囲気は悪くはない。

　それは脱出の扉があることが一因だ。いざとなったら脱出はできるというという安心感がある。また、基本的にこのゲームは単純な扉探しがベースだと踏んだのだ。

　コンテナに戻ると、茅ちヶが崎さきジュリアが声をかけてきた。

「どう、何かあった？」

　鳴なる海みは首を振る。この様子だと、中央に残ったプレイヤーも何も発見できていない。

「いざとなったら、あの扉を使うんだろ」

　緑みどり川かわ弁べん天てんを捨ててゴールする選択はあり得る。

「馬鹿言わないで。仲間を捨てたことが知れたら、あの学校でやっていけない。たとえ命がかかっていた状況だろうともね」

　副会長の範はん田だ湊みなとを中心に、女子スポーツサークルの繫つながりがある。それは卒業しても、いや卒業してからのほうが重要となる。

「それに、ゲームの失敗は範はん田だ湊みなとが許さない」

　振り返ると、範はん田だがほかのプレイヤーと交流を取っている。冷酷な生徒会副会長の仮面を脱いで、笑顔で交流していた。情報収集をしながらゲームを進めている。

　だが、目の前のジュリアの顔色はすぐれない。ゲームが始まって間もないというのに、すでにげっそりとやつれている。そんな疲弊したプレイヤーは他にもいるようだ。

　鳴なる海みは情報交換したのち、自動販売機で物資を購入してからコンテナに戻る。

「ジュリアは、意外にデリケートだな」

「ちょっとおかしいかも。あの子は学校では有名人なのに」

　福ふく永ながが言うには、ジュリアは精神的に強い人間であるらしい。

　さらにこのゲームに参加するプレイヤーたちは、一回以上デスゲームの経験がある人間だ。ゴールが見えない、というだけで精神が疲弊するだろうか。

「なんか俺も疲れてるんだよな」

　そして自分自身の疲労。梨り々り花かが見つからないという焦あせりと恐怖はある。だが、胸騒ぎの理由はそれだけだろうか。この島を見ていると、なんだか息苦しくなる。

　……こんなときこそ落ち着け。どこかに必ず脱出のキーがある。

「どうした？」

　振り向くと福ふく永ながが突っ立って空を見上げている。

「この島に来たことがあるのかも」

「この砂の島に？」

「わからない。でも、ここで月を見上げたような記憶が……」

　思い出そうと福ふく永ながは額に指を添えている。だが、その表情は痛々しい。

「来たことないだろ。虫嫌いの潔癖症のくせに」

　鳴なる海みは福ふく永ながの背中を軽く叩たたいてからコンテナへと向かう。ロックを外して中を見ると、ナンバー７が膝を抱えて座っていた。

「問題なかったか？」

　鳴なる海みはコンテナの床に飲み物と携行食クッキーの箱を置いた。福ふく永ながには少し心を許し始めているが、鳴なる海みにはまだ怯おびえている。本当ならコンテナに押し込めたくなかったが、彼女が外に出たがらない。といっても鎖に繫つながれているので、コンテナの外には出られないのだが。

　現在の彼女はまるでファンタジーの女戦士のように武装していた。試行錯誤を繰り返しているうちにこうなってしまった。他にもあのゲームの影響がある。目の前の彼女をソフィアの世界のあの子たちについ重ねてしまうのだ。

　鳴なる海みも福ふく永ながも何も言わないが、この現実で思い出しても胸が痛い。あれはたかだかゲームではなかった。多くの生命が無残に散っていった……。

「食べて」

　福ふく永ながが呼びかけると、やっと奥から出てきた彼女が水を手に取った。

　他のチームも同じような感じだろう。ただ、武装させるか否いなかは分かれている。食料は与えているものの、依然下着姿のままのチームもある。コンテナの少女がどのような役割を担になうのかはまったくわかっていない。

　それでもすべてのプレイヤーは同じことを思っている。

　──何かがおかしい。

　そしてまた夜が来る……。




　　　　　　　　　　＊




　……また夜が来た。

　梨り々り花かはコンテナの上に立っていた。

　月明りを浴びた自分の体がきらきらと光っている。それは身に着けた鎧よろいだった。まるでファンタジーのような装備だ。ビキニのようなアーマーは動きやすいが、腹や手足が無防備に露出している。

　そんな自分の格好を見て梨り々り花かは苦笑いした。

　……いや、これでもましだ。

　他の女の子たちに比べれば、戦える。

　周囲を見ると円を描くようにコンテナが並んでいる。そしてそれぞれのコンテナの上には女の子が立っている。

　すべて『発狂する月ムーン』のプレイヤーだ。

　そして考える間もなく、近づく真っ赤な光とうなり声。

　──今日も夜が始まる。

　梨り々り花かは銀の短剣を握ってコンテナから飛び降りる。




　　　　　　　　　　＊




　……頭が痛い。

　鳴なる海みはコンテナを背にじっと座っていた。

　脱出への答えが出ないままただ時間だけが過ぎていく。思考が鈍いというより、精神的に過敏になっている気がする。食べ物に薬でも入れられた可能性も考えたが、まずそんな薬が存在するのか。

　それを考慮し、ほとんど水も食べ物を口にしないプレイヤーがいたが、そんな行動は精神的疲弊を加速させるばかりだった。では、食べ物でないとしたらなんだ？

　鳴なる海みは一つの結論に達した。夜に何かが起こっている。プレイヤーたちがユニットの中で寝ている時間だけが調査されていない。

　夜にユニットに入らなかったらどうなるか。

　その解答も出ていない。すべてのプレイヤーは好奇心を満たすためにそんな冒険をしない。間違った行動をすれば死ぬと知っているからだ。つまりこれはすべてのプレイヤーが理知的にふるまったために起こる膠こう着ちやく状態だ。

「馬鹿なプレイヤーがルールを破って死んでるみたいなことは起こらないんだよな」

「武装に意味があるのかな」

　隣に福ふく永ながが両足を投げだすようにして座っている。彼女の疲弊も大きかった。

「武装して、何と戦うのか」

　いや、すでに戦っている可能性はないか？　だが、夜のうちに敵が出ている様子はない。

　それを警戒した福ふく永ながが、二人のユニットを囲むように糸を張り、さらに周囲の砂に複雑な模様を描いていた。しかし侵入者の形跡はなかった。

　行き詰まり状態を解消するために、プレイヤー同士である程度情報交換をしている。未いまだに下着状態の少女もいるが、特に変わった様子はない。では、コンテナ少女の身を守るための武装ではないというのか。

　積み重なっていかない思考に辟へき易えきしていると怒声が聞こえた。見るとプレイヤーの男がコンテナに向かって怒鳴っていた。いや、コンテナの中の少女にだ。

「夜中に何してる！」

　そんな声が聞こえた。ついに島の異変をコンテナの彼女に押しつけ始めた。

「関わらないほうがいい」

　福ふく永なががその様子を気にしていたので、そう言った。

「でも、怯おびえてる」

　怒声は収まらない。コンテナを覗のぞくとナンバー７が膝を抱えて震えていた。福ふく永なががコンテナに入り隣に座ってやった。

　そんな様子を見て思う。やはり彼女が原因ではないか？　ああして武装しているのも、いつかは鳴なる海みたちを殺すためなのだ。食べ物に薬を入れ、弱らせて機会をうかがっている。

　……落ち着け。

　鳴なる海みは首を振る。可能性について考えるのは悪くない。だが、今の自分はマイナスの思考に偏りすぎている。これはゲーム失敗の傾向だ。

　それにしても情報がなさすぎる。ゴールがわからないまま精神だけが疲労している。明らかに異様なことだ。精神が過敏になりすぎて、プレイヤーの怒号に息苦しくなる。それは周囲も同じなのか、怒鳴っている男に他のプレイヤーが突っかかる。ゲームフィールドは一気に険悪な雰囲気になった。

　これはいつものゲームだ、と自分に言い聞かせる。他のプレイヤーが混乱しているこの状況こそ喜ぶべきだ。他のプレイヤーと協調できるゲームでも、それは一時的だ。ほとんどのゲームの勝者は一握りで、その他を振り落とす必要がある。

　他のプレイヤーより理性を保っているこの状況を喜べ……。

　ふと思った。プレイヤーの精神状態の差はなんであるのか。取り乱しているプレイヤーもあれば、この状況下でも必死に打開策を練っている者もいる。プレイヤーの資質の差と言えばそれまでなのだが……。

　やるべきことは扉探しだろうか。あの似え非せの扉ではなく、三人でゴールできる扉だ。二人だけで脱出しても意味がない。

　もしかしたら二人脱出できる扉はトラップなのではないか。安全装置をつけることで事故率が上がるという事実もある。いつでも助かる、という気の緩みが決断力を鈍らせるのだ。

　そして最大の問題点。梨り々り花かはどこにいる？

　この島のどこを探しても見つからない。だとしたら参加者三人が噓うそなのか？

　……違う。ゲームにおいてその虚偽は許されない。三人目のプレイヤーは絶対に置くべきだ。いや、絶対に梨り々り花かはいる。自分のそばにいる気がする。

　思考が消化不良のまま頭に残っている。まるで現実ではないようだ。いや、同じようなものかもしれない。混濁した思考に身を委ねている自分は仮想にいるようなものだ。

　空が朱色に染まっていく。

　鳴なる海みの全身に汗が流れる。それは体の中から生じる恐怖だ。鳴なる海みだけではなくすべてのプレイヤーが夜に怯おびえている。

　……そして今日も夜が来る。

　カプセルユニットの機能によりプレイヤーたちは、どんな精神状態だろうと眠りにつくことができる。だが、その夜にユニットの外で何が起こっているのか。

　何かが起こっているという疑惑は確証に変わっていく。

　朝起きたときの自身の変化が証拠だ。ナイフで肉体がそぎ取られ、敏感な精神が無防備に露出していく。そんなイメージだ。

　朝方の島が騒がしい。

「また四番か……」

　ナンバー４のプレイヤーの男子が、コンテナ少女を問い詰めている。最初は尋問だったが、少しずつ暴力が混ざり始めている。自動販売機で購入できるスタンガンなどを使っての、非倫理的な対話だ。

　止めるべきだと思ったが、それはさらなるトラブルに発展する。この島には武器があふれている。最悪はプレイヤー同士の交戦なのだ。

「やめとけ」

　鳴なる海みは立ち上がった福ふく永ながを制した。なんだか彼女の表情も虚うつろだ。

　福ふく永ながはふらふらとした足取りで風車から離れていく。尋問される少女たちを見たくないのだろう。

　コンテナの中を覗のぞくと、少女が座っている。肩にベスが座っており、なんだかそれが自然に思えた。……まるで梨り々り花かだ。

　現在の少女の格好は革かわ鎧よろいに真っ赤なマント、腰には銀色の長剣、頭にはいばらの銀色の冠をつけている。鳴なる海みと福ふく永ながは着せ替え人形のように彼女を着飾らせ、ストレス解消をしていた。

「なあ、ゴールの扉はどこにある？」

「……月」

　彼女はそう言った。月に行けというのかと、鳴なる海みは苦笑いした。会話は少しずつできるようになったが、意思疎通はできていない。

　そもそも自分たちはここのところ月すら見ていない。そんなことを考え、鳴なる海みの頭がずきんと痛んだ。……本当に月を見ていないのか？　この島で月を見上げたような気がするが、どうしてもはっきりと思い出せない。

「ベス、歩いてくるから頼んだぞ」

　鳴なる海みはコンテナを閉めた。怒号や悲鳴が響くこの場所から離れたかった。

　福ふく永ながの足跡をたどって歩くうちに海に出た。ぼんやりと海を見ていると、足元に制服が乱暴に脱ぎ捨てられていた。波間を探したが誰もいない……。

「……おい！」

　鳴なる海みは飛沫しぶきを立てて海に走る。そして潜っていた福ふく永ながを強引に引っ張り上げた。彼女は海水を飲んだのか咳せき込こんでいる。

「何やってんだ。溺れるつもりか」

「ここが現実だって確認したかった、だけ」

　福ふく永ながは水着姿でぼんやりと空を見上げる。

「……ねえ、リカは本当にいるのかな？」

「やめろ、絶対にいる」

　鳴なる海みは福ふく永ながの両肩をつかんで揺すった。

「ごめん」

　力なく福ふく永ながが鳴なる海みに寄りかかった。目の前の福ふく永ながはこんなに華きや奢しやで弱々しかっただろうか。バーチャルで戦っている彼女は眩まぶしいほどに輝いていたというのに。

　女神でなくていい、梨り々り花かに助けてほしい。ぽっかりと空いたこの穴は彼女でしか塞げない。

「……みんなで話し合おう。それしかない」

　プレイヤー同士で協力し合い扉を見つけるのだ。こんな状況で警戒しあっていたらゲームは崩壊する。個々ではなく全員の力で立ち向かうしかない。

　福ふく永ながに服を着せた後、二人でコンテナへと戻る。

　自分の手札をさらしても協力要請しようと覚悟して戻ったが、なんだか様子がおかしかった。プレイヤーたちが動揺している。扉を見つけたのかと思ったが違う。その雰囲気は明らかにマイナスを表現していた。

「どうした？」

　鳴なる海みは呆ぼう然ぜんと突っ立つ茅ちヶが崎さきジュリアに聞く。

「ダイブしたの」

　彼女はただそう呟つぶやいた。

「ダイブ。……ログアウト」

　福ふく永ながの声に鳴なる海みは思い出した。それはバーチャルゲーム用語だ。指定のログアウト作業ではなく、飛び降りてアバターを破壊するというログアウト方法だ。

「まさか……」

　鳴なる海みはプレイヤーが集まる崖側を見つめる。

　現実と仮想の区別がつかなくなるほど精神ダメージを受けたプレイヤーが出たのだ。あの崖から海を見下ろしたことがあったが、確実に破壊される。ごつごつとした岩肌に墜落し、アバターではなく現実の体をぶっ壊してこの世界からログアウトしてしまった……。

　もしかしたら生きているかも、という希望にすがって崖下に向かうプレイヤーはいなかった。ただ、場に重々しい空気だけが発生した。感覚が麻ま痺ひしているのか潮風も感じない。それでも風車は回り続けている。

　そんな崩壊した場をまとめたのは範はん田だ湊みなとだった。

「これ以上は危険よ。私たちは選択するべき」

　範はん田だが皆に語り掛けている。この特異状況において範はん田だはまだ精神を保っている。

「私は降りたい……」

　範はん田だのチームメイトの茅ちヶが崎さきジュリアは、コンテナの横で頭を抱えていた。

「緑みどり川かわ弁べん天てんを捨てるのか」

「彼女はいない。それがこのゲームの答え」

「いるぞ。そして離脱したらあいつは戻ってこない。そしてお前は仲間を捨てた人間として、学校生活を耐えることになる」

「ここで発狂するまで待っても、いないものはいないの」

「いる」

「弁べん天てんはいないし、梨り々り花かだっていない」

「逃げるつもりか？」

「逃げられない。このゲームで死ぬよりも、範はん田だ湊みなとを裏切るほうが怖いから……」

　ジュリアが臨界点ぎりぎりで精神を保っているのは、範はん田だのおかげだった。

「あなたたちも決断しなさい。もうすぐ、夜よ」

　ダイブが引き金となり離脱者が続出した。それは範はん田だの呼びかけもある。範はん田だはこの機会にライバルを減らしているのかもしれない。

　続々と脱出の扉を潜くぐり抜ぬけ、プレイヤーの数は半数まで削られる。鳴なる海みは扉を抜けたい気持ちを必死に押さえつけた。目の前に脱出の扉はある。あそこを抜けさえすれば楽になる……。

　砂の上に突っ立つ鳴なる海みの隣で、福ふく永ながが悄しよう然ぜんと空を見上げていた。

「なあ、月って未いまだに解明されてないことが多いんだってさ」

　福ふく永ながは何も答えない。

「偶然が多すぎるんだ。同じ面を地球に向けて公転していること。地球から見て、月と太陽が同じ大きさに見える位置にあること。衛星のサイズとして大きすぎること。さらに廃棄する宇宙船を衝突させてみたら、空洞があることがわかった。他にも地球よりも古いだとか、クレーターが金属で埋められているとか」

　月の誕生が未いまだに判明されていないのは、未知なる情報の数々が原因だ。

「でも、それを一気に解決する説がある。それは月は人類の祖先を乗せた宇宙船だった」

　それによってすべての疑問が解決した。

「地球を見つけた月の住人は、最適な距離の軌道に乗せた。進行方向だけにクレーターが多く、補修に金属を使っていた。月から来た俺たちは、月に惹ひかれる……」

　ぼんやりと立っていた福ふく永ながが表情を緩めた。

「ありがとう」

　鳴なる海みはただ雑学をアピールしたかっただけだが、福ふく永ながは元気づけられたと受け取ったようだ。

　思った。月に出口があるとしたら、この月を見られないこの島が月なのではないか？

　そして今日も夜が来る……。
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　カプセルユニットは自分自身を包みこむ膜のようだ。

　今日も夜の恐怖から逃げるためにユニットに避難する。光が明滅して意識が薄れていくこの瞬間だけが、現実から目を逸そらすことができる。

　この夜に何が起こっているのか、梨り々り花かはどこにいるのか、背中にへばりつく恐怖はなんなのか……。すべてを忘れ、そして思い出す瞬間だった。

　……なんで忘れていた？

　鼓動が速くなり心臓が破裂しそうなほどだ。全身にどっと汗をかき、脳が締めつけられるような痛みを感じた。鳴なる海みはぎゅっと歯を食いしばる。すべての疑問を一気に解決するこの事実に、なんで気づかないのだ……。

　──ログイン。

　鳴なる海みは目を開け、ユニットの扉を押す。

　ユニットの外に出て息を吐く。夜空が広がり月が見える。

　カチンと音がして隣のユニットの扉が開いた。出てきたのは福ふく永ながだ。彼女の表情も険しい。鳴なる海みと同じ後悔をしている。

　──なんで忘れてしまった？

　そうだ、鳴なる海みたちプレイヤーは毎晩この世界にログインしている。この島ごとデジタル化した仮想フィールドにだ。

　動くとじゃらりと音がする。右足には頑丈な鉄の輪がはめられ、鎖でユニットと繫つながっている。コンテナ少女のように動きを封じられている。

「くそっ、またか……」

　頭を振るがどうにもならない。このログインにおける記憶は現実には持ち越せない。起きたら忘れてしまうからだ。

　隣の福ふく永ながも絶望的な表情をしている。闇の中に妖しい光がいくつも浮かび上がっている。すでに囲まれていた。今日も獣の襲撃がある。

　なんでこんな重要なことを忘れてしまうのか……。

　コンテナの上には人影があった。風にバサバサと赤いマントがなびく。真黒な鎧よろいに銀の長剣、頭にはいばらを模した冠が装着されている。

　梨り々り花かはそこにいた。

　闇の中から獣が飛び出した。と、同時にコンテナから彼女が飛び降りた。

　梨り々り花かが銀の剣を一いつ閃せんさせて獣を両断した。

「私が守るから」

　獣に狙われているのは鳴なる海みと福ふく永ながだ。獣の爪が鳴なる海みに食い込む寸前、血しぶきをまき散らして獣が吹っ飛ぶ。銀の長剣で撃退したのだ。

　それは鳴なる海みがコンテナの少女に装備させた武器だった。

　つまりコンテナ少女は仮想と現実を結ぶ存在だ。彼女は梨り々り花かなのだ。

　闇の中で悲鳴が聞こえる。

　狼おおかみのような獣がプレイヤーたちに嚙かみついている。すべてのプレイヤーは夜になるとこの仮想世界にログインしている。

「ああ……」

　さらにうめき声。顔を上げるとコンテナの上で愕がく然ぜんとしている女性たちの姿があった。

　ログインしてこない二人に気づいて絶望している三番目のプレイヤーたちだ。夕方の時点で三人目を捨ててゲームから離脱した。三人目の仲間がいることを信じることができずに、ゲームから去っていった。

　そしてこの夜、彼女たちは自分が捨てられたことを知った。ゲームに敗北し、サドンデスの闇に沈むことになった。そんな女の子たちは戦う気力もなく、獣たちに群がられる。爪で皮膚を切り裂かれ、鋭い牙で肉を食いちぎられる。

　さらに絶叫。

　今日も茅ちヶが崎さきジュリアが獣に群がられている。獣から守る術すべがないからだ。範はん田だチームのコンテナ少女、つまり緑みどり川かわ弁べん天てんは未いまだに下着姿だ。さらに食事すらもろくに与えられていなかった。

　疲弊し武装していない弁べん天てんは戦えず、範はん田だ湊みなとも獣に襲われる。それでも範はん田だは悲鳴すら上げずに痛みに耐えていた。

　コンテナ少女は、三番目のチームメイトに影響していたのだ。武器も体調も、そして信頼関係も……。

　たとえばナンバー２。コンテナ少女に暴力を振るって憂うさを晴らしていたチームだった。そのナンバー２の三番目は、コンテナに閉じこもっている。そして身を守れない二人のプレイヤーは獣に毎晩食われていく。

　だが、鳴なる海みも福ふく永ながも無傷ではいられない。梨り々り花かが奮闘しても、獣の数は減らない。殺しても殺しても闇の中から出てくるのだ。

「もういい、コンテナの中に逃げろ！」

　狂ったように武器を振る梨り々り花かに叫ぶ。しかし梨り々り花かは戦い続ける。

　福ふく永ながが足を獣に嚙かみつかれたが、すぐに梨り々り花かが獣の首に刃を刺す。死体を蹴り飛ばして威嚇するが、獣たちはひるまない。

　福ふく永ながは悲鳴も上げずに傷口を押さえている。鳴なる海みも福ふく永ながも仮想世界の武器は使えなかった。使えるのは梨り々り花かだけだ。

　そしてこの世界で受けた傷は、精神的なダメージとして現実へと持ち越される。記憶は失われても、確実に心は蝕むしばまれている。

　鳴なる海みと福ふく永なが、そして梨り々り花かは、ずっとそんな夜を繰り返していた。この世界は苦痛の無む間げん地獄だった。獣に襲われたプレイヤーたちは四肢を引き裂かれ、骨を砕かれて食われる。しかし次の夜はまた最初からだ。体をリセットされてまた食われる……。

「くそっ」

　鳴なる海みは獣に嚙かみつかれながらうめく。痛みよりも悔しさが大きい。現実の自分は梨り々り花かの苦しみも知らずにのんきに過ごし、さらには梨り々り花かの存在すら疑っていた。なんて愚かで矮わい小しような人間なのか。

　せめてこの世界で痛みを受けるのが償いだ……。

「あきらめないで！」

　梨り々り花かが鉄がはめ込まれたブーツで獣を蹴り飛ばす。この地獄の中で梨り々り花かは勇敢に戦っていた。

「……そして、私がいることを信じて」

　鳴なる海みは歯を食いしばる。ここで自分ができることは、自らの無能さを呪うことと、獣に嚙かみつかれた痛みに耐えることだけなのか。

　どうやっても記憶は持ち越せない。すでにＡＩは人間の記憶システムすらも解明した。目覚めたら忘れる夢のような仮想の世界を作りあげた。

「……して」

　声は福ふく永ながだった。梨り々り花かに負担をかけないよう、傷を受けても呻うめきすら漏らさない。

「出口を探して」

　彼女ははっきりとそう言った。そうだ、自分ができることはそれだけだ。月明りで獰どう猛もうになった獣に襲われながらも出口を探すこと。しかしどこにある？　この世界にあるとしても、決して外れない鎖で繫つながれている。だとしたらやはり現実側か。あれ以上島を探せというのか。

　そしてここで出口を見つけたとしても、現実の自分たちにどうやって伝える？

　この世界に梨り々り花かがいることさえ伝えられない。この仮想と現実とを繫つなぐ唯一のキーはあの少女だ。この世界で拾ったシンプルな言葉を彼女は現実で口にしていた。現実のあの少女は梨り々り花かの象徴なのだ。

　だが、複雑な言葉は無理だ。仮想世界などのワードはすべて弾はじかれる。では、どうすればいい？　出口や梨り々り花かの存在をどう伝えればいい？

　絶望しながら頭上を向く。そこには妖しく輝く仮想の月が……。

「あきらめないで」

　梨り々り花かの声が聞こえる。
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「あきらめないで」

　コンテナの彼女がそう言った。

　なんだか頭がふらふらする。最近は食事も喉を通らない。意味の分からない言葉を口にする彼女を世話することだけが日課だ。他にやるべきことはこの島にはない。

　鳴なる海みはよろよろとコンテナから出ると、その場にうずくまる。そしてその場で吐いた。何も食べていなかったので出たのは胃液だけだが、それでも吐き続けた。

　その日の朝、ナンバー４のプレイヤー二人がコンテナの外で死んでいた。

　死因がわからなかったが、しばらく考えて判明した。ナンバー４は夜に外に出るという禁忌を犯したのだ。

　その行動の起因は範はん田だだ。

　──夜に秘密がある。

　と、プレイヤーたちに囁ささやいた。精神的に弱っていたナンバー４のプレイヤーはその言葉に乗ってしまった。そして範はん田だの思惑どおり夜のペナルティを明らかにした。

　それを見て鳴なる海みは思った。

　ここには出口がない。夜になければどこを探せばいいのだ？

　たとえあったとしても梨り々り花かはいない。梨り々り花かがいたとしても出口はない。

　こうしているうちにまた夜が来る。そう考えただけで全身が痙けい攣れんし脂汗をかく。夜中に殴られ骨でも折られるのだったら簡単だった。しかしこれはそんな優しいお話ではない。きっとこの島には人間を狂わす何かがある。ウイルスのように心を蝕むしばんでいる。一刻も早くここから逃げるべきだと思った。理性が残っているうちに扉から出ることが最善の選択だ。

「コンテナの子は、私たちのなれの果てなのでは」

　カプセルユニットを背に、福ふく永ながが座っている。げっそりとやつれ目にはクマができている。

「出口を見つけられず、かと言って離脱もできない。最後には発狂してああなるの」

「くだらないことを言うなよ」

「私たちはここで何をしているの？　それすらもわからなくなっていく」

「いつもよりおしゃべりだな。おかしくなるとしゃべりだすのか？」

　ぎろりと福ふく永なががこちらを睨にらんだ。

「出口を見つけるのはあなたの役目よ」

「わかってる、考えてる」

「考えてる？　いつまで考えてるの？　制裁ゲームでも戦ったのは私やリカ、ナギや須す野の原はら君。あなたは何もしなかった。リカが奪われるのを指をくわえて見ていた」

「黙ってくれ」

「ソフィアの世界でも戦ったのは女の子たちよ。あなたは彼女たちを道具のように扱い利用して、ぶっ壊したの」

「その話はするな」

「ソーマもバイオレットもあなたが殺した。あなたに女の子は守れない」

　福ふく永ながの言葉が無防備な心に突き刺さる。

「やめろ！」

　思わず鳴なる海みは福ふく永ながに飛びかかっていた。そのままもみ合うようにして砂地を転がる。

　暴れる福ふく永ながに馬乗りになり、セーラー服を乱暴に胸元から引き裂いだ。この女を黙らせなければと思った。そのまま両手をロックして……。鳴なる海みはそこでやっと我に返る。自分は何をしているのだ……。

「ごめんなさい」

　鳴なる海みの体の下で、福ふく永ながが涙を流していた。

「そんなつもりじゃなかった。あなたは悪くないのに、私は……」

「俺こそ悪かった。俺はいったい何をしてるんだ」

　鳴なる海みは福ふく永ながから降りると、両手で顔を押さえた。嗚お咽えつが止まらない。すでに自分の心はぶっ壊れてしまった。それなのになんで痛みを感じるのだ。

「扉を使って」

　声はコンテナからだった。彼女がじっとこちらを見ている。

「この狂った世界から二人だけでも逃げて」

　──そして夜。
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　現実の苦悩も仮想に持ち越される。

　必死に戦う梨り々り花かに守られながら、鳴なる海みと福ふく永ながは恐怖と苦痛に耐える。目の前に梨り々り花かはいる。それなのに現実の自分は気づかず、それどころか梨り々り花かの存在さえ疑っている。

「ごめん」

　鳴なる海みは歯を食いしばる。現実の自分はこの光景を知らずに、ゲームから離脱しようとしている。苦しみから逃れようと逃げだす寸前だ。

　今日の昼にも離脱者が現れた。さらに残っているのは範はん田だチームのように武力のないただ襲われるだけのプレイヤーだ。よって獣たちは無抵抗のプレイヤーを食い散らかしたあとに、こちらに向かってくる。梨り々り花かの負担も大きくなる。

　鳴なる海みと福ふく永ながは現実で精神を保っているほうだ。それは仮想で梨り々り花かが守ってくれているからだ。傷つくことはあっても最小限だ。それなのに自分は……。

「コンテナに逃げてくれ、頼む」

　鳴なる海みは梨り々り花かに懇願した。獣に食われたほうが仮想世界では救われる。血まみれになって戦う梨り々り花かを見たくなかった。

「……だったら離脱して。そして私のことを忘れて」

　梨り々り花かは戦うことをやめなかった。

　鳴なる海みはせめて視界に入れないよう目を閉じる……。

「探して」

　それは福ふく永ながの声だった。

「リカのためにも出口を見つけて……」

　その懇願するような声に、鳴なる海みは目を開ける。そうだ逃げてはならない。

　必死に足の鎖を引きちぎろうとする。だが、データの鎖は頑丈だ。決して切れないようプログラムされている。だったら足を切るしかない。そして仮想の島で出口を探す。

　だが、この獣に囲まれた状況でどこを探す？

　絶望的に空を見上げると月があった。久しぶりに目にする仮想世界の月だ……。

　ドクンと心臓が高鳴った。この島に来てからどのくらいが経たっただろうか。そして今日は何日か……。

　とにかく頭上には丸い月が浮かんでいた。

「そうか、月か……」

　鳴なる海みはやっと出口の手がかりを得た。この島でまだ探していない場所は確かにあった。

「出口は、どこにあるの？」

　息を切らしながら梨り々り花かが武器を振るっている。

「月だ」

　このゲームのキーは月だ。そして頭上の月が完全なる真円を描いたときに……。

「俺たちに待ってろと伝えてくれ。ただ、待っていれば出口は見つかるって」

　このゲームは信じて待ち続ければよかった。仲間がいることを信じ続ければ脱出できた。

　彼女を仮想世界から連れだすための出口はおそらく──。
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　鳴なる海みと福ふく永ながは購入した物資を、それぞれのコンテナに配っていた。プレイヤーがいなくなったため、彼女たちは水と食料が得ることができないのだ。この島に残っているのはすでに二チームだけだった。

　そんな中で悲鳴が聞こえる。

　ナンバー３、範はん田だのコンテナからだ。茅ちヶが崎さきジュリアの疲労は激しくぐったりしている。そして理性を保っていた範はん田だは強引な行動に出ていた。それは攻撃だ。

　範はん田だは、コンテナ少女が出口を知っているはずだと口を割ろうとしているのだ。そんな負の行動だが、ぎりぎりで理性を保たせ、さらに離脱を踏みとどまらせたのか……。

　本来なら止めるべきだったが、鳴なる海みは暴行を黙認した。武器を持たせた状態での対立はまずい。そして自分が助けられる人間は限られている。

　自分のコンテナに戻ると、ナンバー７と福ふく永ながが並んで座っていた。

「海、行きたいね」

　福ふく永ながは静かに話しかけている。

「鎖が外れたら海に行けるのにね」

　そんな福ふく永ながの言葉を、ナンバー７はにこにこと聞いている。この世界ではコンテナの彼女たちだけがまともだったのだ。

　コンテナに座っていると、空が赤くなっていく。恐怖を感じたが必死でそれを飲み込む。自分たちにできるのは待つことだけだ。

「待ってれば大丈夫」

　そうだ、この少女の言葉を信じるしかない。

　そして夜。

　カプセルユニットに入った鳴なる海みは目を閉じる……。

「……ん？」

　眠れなかった。ユニットのシステムが作動していないのだろうか。こうなるとユニットはただの息苦しい密室だ。必死で呼吸を整えているとカチンと音が聞こえた。それはユニットのロックが外れる音だった。

　まさか、もう朝なのか。気づかないうちに寝ていたのか。だとしたら自分は睡眠の感覚すらも失っている。それでも、やっと朝だ。今日も夜をやり過ごしたと、鳴なる海みはユニットの扉を開く。そして外に……。

　外に出た鳴なる海みは啞あ然ぜんと空を見上げる。

　夜だった。空には夏の星座が広がっている。あまりの壮大な景色に鳴なる海みはバーチャルにいるのだと思った。こんな美しい世界が現実のはずはない。

　……いや違う。

　ここは仮想ではない。夜空も潮しお騒さいも風も本物だ。

　次に胸に恐怖が生じる。夜に外に出たら死ぬのではなかったか。……本当にそう言っていたか？　確か『ロックが外れるまで外に出ないでください』だった。

　ではどういうことだ。外に出て何かをしろということなのか。

　──出口。

　出口を探せということか？

　我に返った鳴なる海みは、隣のユニットに駆け寄る。福ふく永ながが出てきたのはほぼ同時だった。彼女も夜空を見上げて呆ぼう然ぜんとしている。

「出口だ、どこかに出口があるはずだ」

　この夜にユニットの扉が開いた意味はそれしかない。今まで見つからなかった脱出の扉はこの夜にある。

「でも、どこに？　明かりもないのに」

　福ふく永ながの言うとおりだった。日中でも見つからないのに、こんな暗闇の中で探せというのか。そもそもなんで今になってユニットの扉が開いた？

　足が震えていた。なんだかこの夜を体が拒絶していた。心臓が痛いほどに鼓動し、息を吸っても吸っても苦しい……。

　重い音に振り返る。見るとコンテナの扉が開いていた。

　中から出てきたのはあの少女だ。ナンバー７がコンテナの外に出てくる。

「……外れたのか？」

　彼女を繫つないでいた鎖が外れていた。

　見ると続々とコンテナから少女たちが出てくる。これは偶発的な出来事ではない。意味があってユニットの扉が開いたのだ。

　鳴なる海みは必死で考えた。この意味は二つある。一つはバッドエンド。出口を探すためのタイムリミットがすぎ、鳴なる海みたちはこれから処刑される。

「出口はどこ？」

　福ふく永なががつぶやく。もう一つは出口だ。しかし出口はどこだ？　あれだけ探しても見つからなかった出口はどこに……。

「……月」

　ナンバー７の声だった。

　鳴なる海みは彼女に歩み寄る。おそらく彼女が梨り々り花かだ。この島には梨り々り花かはいなかった。だが、物質的に梨り々り花かの要素を請け負っているはずだ。そんな確信があった。

　つまり正しい脱出のキーの一つ。

　彼女の拘束が解除されたということは、それを使えということではないか？　そしてこれがバットエンドではないなら出口には時間制限がある。このときにしか出現しないと示唆しているからだ。

　時間、海、そして月。そんなことをどこかで考えたような気がする。

　まさか……。

「行こう。もうそれはいらない」

　鳴なる海みはナンバー７が握っていたナイフを投げ捨てると、手を握った。

「どこに行くの？」

「月だ」

　鳴なる海みは福ふく永ながを促して、月が浮かぶ空の方向へと走る。

　すでに出口を見つけていた気がする。そして梨り々り花かも。月を見てそう確信した。

　そのまま三人は砂地を走る。砂に足を取られ、そのまま斜面を転がる。立ち上がった福ふく永ながは声を漏らした。

「ああ……」

　そこは海岸だった。海の上に月がある。そして光の筋がまるで道のように波間にある。……いや違う。その波間に重なるように本当に道があった。

「大潮の干潮だ」

　満月になったときに潮の満ち引きが大きくなる。その干潮時に道が出現した。出口はずっと海に隠れていた。まるで海に浮かぶ銀色の橋だ。

　そして道に先には小さな島があった。

「あそこが出口だ」

　ついに出口を発見した。三人で脱出できる扉だ……。

「行こう」

　走りかけた瞬間、福ふく永ながが砂浜に転倒した。

　啞あ然ぜんと振り返ると、そこには範はん田だ湊みなとが立っていた。

「出口は、あそこね」

　範はん田だはスタンガンを握っていた。

「出口に気づいていたのか？」

「いいえ、私は出口探しをあきらめた。でもね、あなたのことは信じていたの。きっと私に代わって出口を見つけてくれるって」

　範はん田だは口角を上げてみせた。

「だったらコンテナの彼女に暴行する必要はなかっただろ」

「意味がある行動よ。ストレスを受た場合のシンプルな解決方法は、他人を攻撃すること。あなたが出口を見つけるはずという希望と、攻撃により私は精神を保った」

「……なあ、これは一チームだけが勝てるゲームじゃない」

　鳴なる海みは武器を持っていなかった。ナンバー７の武装も解除し、福ふく永ながは足元でうめいている。

「私と仲良く手を繫つないでゴール？　そんなのありえないでしょ」

　鳴なる海みは意を決して動いた。だが、範はん田だの反応のほうが早かった。

「ぐわっ」

　範はん田だにスタンガンを押しつけられ、鳴なる海みの全身に電気が流れ鼻先で散った。

　飛沫しぶきをたてて波なみ打うち際ぎわに倒れる。立ち上がろうとしたが体が動かない。

「梨り々り花かがどこにいるかわからないけど、一緒にゲームの闇に堕おちなさい。運が良ければ、きっとあのコンテナ少女のようなゲームの駒になる」

　……ここまで来て、このエンディングか？

「リカ……」

　伸ばした手はナンバー７の手に握られた。横では福ふく永ながが足を痙けい攣れんさせながらも立ち上がっていた。

「あなたたちは学校には戻れない。だから、ここで報復をさせてもらうわ」

　範はん田だが警棒を取り出し福ふく永ながの頭を殴った。再び福ふく永ながは昏こん倒とうする。

「あなたの弱点はゲームに純真であること」

　範はん田だが鳴なる海みに向き直る。

「私はゲームは攻略するものではなく、対戦相手に勝つものだと思っている。だからゴールを探すよりも、いかに他人を蹴落とすかに重点を置いている」

　範はん田だが警棒を振り上げた。

「くそ……」

　体が重い。それでも一瞬だけでも動いてくれ、力を貸してくれ……。

「終わりよ」

　振り下ろされた範はん田だの右手を、鳴なる海みは受け止めた。そのまま手首を強く握る。
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「あなた、動けるの？」

「鉛のように重い体の動かし方は、バーチャルで学んだからな」

　だがそれ以上は動かず反撃はできない。それを察した範はん田だは空いた左手でスタンガンを握った。

「出口の扉探しありがとう。じゃあね」

　範はん田だが鳴なる海みにスタンガンを押し当てる。衝撃に耐えようと鳴なる海みは歯を食いしばった。しかし、いつまでたっても電気ショックは起こらない。

　顔を上げると、範はん田だの手からスタンガンが落ちていた。

「……え？」

　範はん田だが目を見開き固まっている。

　鳴なる海みが見たのは、範はん田だの背後にいる少女だった。範はん田だが管理していたコンテナの少女だ。その少女が握ったナイフの刃先が赤く染まっている……。

　横っ腹を押さえながら範はん田だが膝をついた。

　精神を保つために範はん田だが暴力を振るっていた少女だ。そんな彼女に報復された。拷問に近い尋問をされていた彼女は、復ふく讐しゆうの機会をうかがっていたのか……。

　鳴なる海みと福ふく永ながはナンバー７に抱き起こされる。殴られた福ふく永ながの頭から血が流れているが、それでも意識はあった。

「ゆっくりだ。ゆっくり出口に」

　鳴なる海みはナンバー７に囁ささやいた。ナイフを握った少女を触発しないようにその場から離れる。

「……立たせなさい」

　砂浜に突っ伏す範はん田だが声を絞りだす。

「私はこんなゲームに負けるわけにはいかないの」

「なあ、範はん田だ」

　距離を取りながら、鳴なる海みは範はん田だを見下ろす。

「……お願い。学校に戻ってもあなたたちに報復はしないと誓う。いえ、報酬を払う。だから、まず私を立たせなさい」

　範はん田だの腹からどす黒い血が流れ、波に洗われていく。

「私が、戻れなかったら、生徒会が。いや、それよりも負けたら、面子めんつが立たない……」

「範はん田だ、もうそんな心配をしなくていい」

　鳴なる海みは全身を痙けい攣れんさせる範はん田だに首を振った。

「お前はゲームに負けた。そして死ぬんだ」

　腹を押さえていた範はん田だは、真っ赤に濡ぬれた自分の手を見て絶叫した。

　鳴なる海みと福ふく永ながは、ナンバー７に肩を借りながら海にできた道を進む。しばらく歩くと小さな浮島のようなスペースがあり、そこに置かれたプレートがチカチカと光っている。

　プレートには三つの手形があった。三人で脱出できる出口だ。

《これは見えない仲間を信じることができるか、というゲームでした》

　夜空を飛んでいた妖精が鳴なる海みの肩にとまる。

《仲間を見捨てずに、ただ待つという難易度の低いゲームだと製作者は設定しました。でも、クリアーできたのは鳴なる海みさんたちだけでしたね》

　これは簡単なゲームだった。だが、複雑にしたのは人間の疑心と恐怖だ。

《ゲームを監視、管理するＡＩは、すべてのチームがクリアーするか、すべてのチームが失敗するとシミュレーションしていました。一チームだけが勝利するというのは意外でした》

「人間の心は解析できないからな。それはたとえＡＩにも」

《だからこそ、サドンデスはこれからも続くのです》

　三人はプレートの手形に手を添えた。

　出口を見つけることはできた。しかしこれは本当のゴールなのか。鳴なる海みの本当のゲームは、彼女の手を握るまで終わらない……。










　エピローグ




「失敗したようね」

　北校舎の廊下を歩きながら、秋あき宮みや美み穂ほはつぶやいた。

「運び出されたユニットに入っていたのは、緑みどり川かわ弁べん天てん」

　山やま岸ぎし美み玖くが答える。先ほどユニットルームから一つのＶＲユニットが運ばれていった。中に入っていたのは緑みどり川かわ弁べん天てんだ。彼女はこの学校のユニットからサドンデスに参加をしていた。

　運ばれていった理由は、明らかにゲームの敗北だ。彼女がどこに行くかはわからない。だが、デスゲーム敗北のペナルティを受けることだけはわかった。

「生徒会チームで帰還したのはジュリアだけ、か」

　それも精神が危うい状態でだ。しばらく彼女はまともに学校生活を送れないだろう。

　そして範はん田だ湊みなとは戻ってこなかった。生死は不明だが、デスゲームに敗北したとすると最悪のケースを考える必要がある。

「範はん田だ湊みなとは戻ってこないと想定するわ。足を引っ張り合っていた四つの派閥の一つが欠けることになった。となると生徒会のパワーバランスが大きく揺らぐ」

　秋あき宮みやが美み玖くに向く。

「これはチャンスよ。生徒会、いえ、この学校を掌握するきっかけとなる」

　美み玖くは肩をすくめた。学校の生徒が死んだ可能性があるというのに、この生徒会長は権力闘争のことを考えている。この魑ち魅み魍もう魎りようがはびこる学校のトップであるには、それくらいの冷酷さが必要なのか。

「あなたの力が必要よ、美み玖く」

「ええ。しばらく契約してあげる」

　美み玖くは別のことが気になっていた。この学校の生徒で『発狂する月ムーン』に参加していたのは範はん田だたちだけではない。もう一チームの結果はどうなったのか……。

　北校舎から出た美み玖くは足を止めた。中庭には大きなメタセコイアの樹木がある。

「どうしたの？　……いいわ、行ってくれば？」

　気づいた秋あき宮みやが言ったが、美み玖くは首を振った。

「やめておく。彼にはゲームクリアのご褒ほう美びをあげないとね」

　美み玖くは樹きの下のベンチに微ほほ笑えんでから、その場を離れた。




　　　　　　　　　　＊




　鳴なる海みはベンチにぼんやりと座っていた。揺れる木漏れ日に風を感じた。

　長い旅を終えて、やっと現実の学校に戻ってきた気がする。

　目の前の景色には見覚えがあった。女神の世界にて、梨り々り花かを助けるために最後に戦った場所だった。だが、現実の学校はとても平和で静かに時間が流れている。

『発狂する月ムーン』のゲームには勝利した。あの出口は本物で、鳴なる海みと福ふく永ながはカプセルユニットに入り、先ほどこの学校に戻ってきたのだ。ナンバー７はどうなったかわからない。ただ、ゲームの駒と利用されていた彼女も、あの勝利で解放された可能性はある。

　それでも鳴なる海みの心は晴れない。勝利の喜びも安あん堵どもなかった。

「はい」

　缶コーヒーが差し出された。ベンチの背後にいたのは梨り々り花かだった。

　鳴なる海みは缶コーヒーを受け取ったまま沈黙する。

「一人でゲームをやっていたら、ここにはたどり着けなかったと思う。でもその代わり、苦しく悲しい気持ちもなかった」

　梨り々り花かは中庭に視線をやっている。

「まずは君にありがとうって言いたい。私を助けてくれたいろんな人たち……コウちゃんとナギちゃん、須す野の原はら君、ソーマやバイオレットたち百人以上の女の子、そしてソフィア様や異世界の妖精に免じて」

　振り向くと、梨り々り花かが目に滲にじんだ涙をぬぐっていた。

「みんなから多くのものをもらったんだと思う。たとえそれがマイナスであったとしても、私は受け取ってよかった」

　鳴なる海みはベンチから立ち上がって梨り々り花かと向かい合う。

「君からはゲーム攻略の知恵、そして心と勇気をもらった。私はそれで弱くなったかもしれないけど、それはとても幸せなことだった」

　沈黙が流れた。風に揺れる葉の音だけが聞こえた。

「なあリカ。臨時収入が入ってるはずだ。食堂で奢おごろうか？」

「そんなんでごまかさないで」

　梨り々り花かは大きく息を吐いて樹きに寄りかかる。

「君にはいっぱい言いたいことがあった。でも、こうして会ったら全部忘れちゃった」

　鳴なる海みも同じだった。何も言葉が出てこない。それでも目の前の梨り々り花かを見て、これでよかったのだと思った。

「スポ研に戻ろう。渚なぎさと須す野の原はらが待ってる。福ふく永ながもきっと部室にいると思う」

「そうだね。……でも、その前に」

　梨り々り花かは鳴なる海みに鋭い視線を向けた。

「私は君を許していない。仮想の君の部屋でしたキスも取り消すから返してほしい。そして、こうして再会したからって君の手を握ることはしないって言っておく」

「わかった」

　鳴なる海みは梨り々り花かを抱きしめた。デジタルでない彼女の感触を感じ、やっと今回のゲームが終わったと思った。

　これからゲームが続くとしても、彼女を守ってやりたい。心を削られようとも、それ以上を与えてやればいい。まずは渚なぎさに会って無事を報告したい。梨り々り花かにはキスを返してやり、部室に戻って妖精には乾電池、須す野の原はらと福ふく永ながには賞金を分けてやろう。

　次のゲームはそれからだ。










　異世界女神のあとがき




『人の子よ、契約を果たしてもらいますよ』

　スポ研のパソコンに通話があったのは、鳴なる海みたち三人が『月ムーンのタロット』のゲームに向かってしばらくしてだった。どこか神こう々ごうしさを感じる金髪の美女が画面に映っている。

「えっと、鳴なる海みたちはちょっと出かけてるけど」

　須す野の原はらは、ひとり部室でプログラムを作っていた。

『その彼らが組んだローンの回収に来たのです。この女神が自らですよ』

　そういえば先に戻ってきた渚なぎさが、女神の国の話をしていたような……。

「でも、ローンのことを俺に言われてもなあ」

『ローンはスポーツ研究会で組んだのです。まとまったお金があるはずです』

「ん？　そういえばさっきスポ研になんか入金通知が来てたな」

　調べてみると大金だった。おそらくこれはサドンデスの賞金だ。ということは鳴なる海みたちは『発狂する月ムーン』のゲームに勝利したのだ。だが、口座を確認すると残高はゼロだった。

『そのお金は私が回収いたしました。でも足りないのですよね。トゴの約束ですから』

「トゴだと？　暴利すぎやしないか？」

『これは女神との神聖なる契約ですよ。取り消すことはできないのです』

　この女神は利子を奪い取るために、あえて時間をおいて回収に来たのだ。

「しかし、根こそぎ取られてスポ研の部費はゼロだ」

『部費残高がゼロなのとローンは別問題ですよねえ』

　それにしても、どうやってここにアクセスしたのか。範はん田だ湊みなとがプログラマーを集めて女神の国とのアクセスポイントを作ったらしいが、その影響だろうか。

『とにかくローンの残りを払ってください。しばらく待ってもいいですが、トゴですから膨らみますよ。そして私は絶対に回収します。どんな方法を使ってもです』

　須す野の原はらは溜ため息いきを吐いた。鳴なる海みたちはいつも面倒な問題をこの部室に持ち帰ってくる。

「さすがにトゴはこっちの世界では正当な利子じゃない。でも約束したんなら仕方がない。あっちの世界で金を稼ぐシステムを作ってやるから、それでチャラにしよう」

『しかし私の世界には現金を持ち込む人間がいないのですよ』

　女神の国は未完成のゲームだ。だが、範はん田だたちが作ったアクセスポイントを利用できないだろうか。あれを使えば別の国と……。

「俺の知り合いの魔王……いや、妖精のいる国がある。そこと連結させよう」

　あそこでは鳴なる海みがプレイヤーたちを接待する街を作っていたはずだ。

「君の国はもともと恋愛ゲームだったな。そんな女の子たちを派遣して現金を稼げばいい。俺が話を通して店を作ってやる」

　妖精の国は人員を確保でき、女神の国は金を手に入れることができる。

『集金システムを作るのはいいアイデアですね。それでチャラにしましょう』

「よし、じゃあ契約書を作ろう」

　須す野の原はらはパソコンで契約書を作り、あの妖精魔王にもメッセージを送る。

「デジタル契約書を作ったから、そこにサインして」

　女神は満面の笑みでサインをしている。

『ウィンウィンってやつですね。天使たちは愛のために働くことでしょう』

「いや、君も働くんだよ。君がお店のママとなって切り盛りをする。それは当然だろ」

　そう言うと女神の顔がさっと青ざめた。

『いえ、私は女神ですよ』

「他人に働かせて金だけ奪おうというのか？　女神なのに？」

『でも、私には女神の神聖なる仕事もありますし』

「店のほうは夜だから大丈夫だ」

『夜働くと寝る時間が……』

「え、寝るつもりなの？　自分の世界が危ないときにぐっすり眠れるの？」

『で、でも、経営とかよくわからないですし、店員の教育だって……』

「だから俺がコンサルタントをやる。ほら、契約書にも書いてある。コンサルタント料金として売り上げの三十パーセントはもらうけど」

『……こんなちっちゃい字で書いてずるいです。だったらお店はやりません！』

「これは契約だ。女神との神聖な契約は取り消せないし」

『ぐぬぬ……』

「あと、これが店員研修プログラムね」

　研修プログラムに目を通した女神は『……悪魔の書だ』と目を丸くしている。

　そんな女神を見て、須す野の原はらは苦笑いした。同情したのも確かだった。この女神は彼女なりに鳴なる海みたちに協力してくれたのだろう。その恩には報いてやるべきかもしれない。

「じゃあさ、こっちの世界に逃げてくるか？　こっちも人手が足りないし、女神も妖精も同じようなもんだし、俺の助手でもすればいいよ」

『嫌です。こっちの世界でキャバクラを経営するほうがマシです』

　女神はきっぱりと断った。
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

電撃編集部の近くに桜スポットがあります。
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イラスト／植うえ田だ 亮りょう

やっと落ち着いてきましたが、今年の花粉はひどかったです……。鼻だけじゃなくて目も喉もやられて寝苦しくて寝不足になるし、風邪も併発したりで凶悪でした。いずれバーチャル空間で作業できる時代がきたら花粉症ともおさらばできるでしょうか。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「土橋真二郎先生」係

「植田 亮先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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※2018年5月10日発行の電撃文庫『処刑タロット２』初版に基づき制作
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